
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CASH RADAR PBS 

「会計」操作の手引き 
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はじめに

このたびは「CASH RADAR PB システム」をご導入いただき

ましてありがとうございます。 

「CASH RADAR PB システム」は、クラウドコンピューティ

ングを利用した財務・ネットワークの総合システムです。

経理業務はもちろん、情報管理やテレワークまでお客様の

幅広いニーズに応える運用を実現いたします。 

お客様のデータは最高水準の安全性を誇るデータセンター

に保存され、いつでもどこでも安心してご利用いただくこ

とができます。 

本書は CASH RADAR PB システム「会計」メニューの操作方

法を、画面を追って説明しております。 

システム内の操作ヘルプ機能とあわせてご参照下さい。 

クラウドコンピューティングのメリットを最大限に活用し

た信頼の CASH RADAR PB システムを末永くご愛用いただけ

れば幸いです。 
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会計メニューの概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   予定・実績データ連動 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

 

 

マスタ作成 

集計表 

給与計算 

決算処理 

会計帳簿 

仕訳データ入力

達人連動 

管理会計 

キャッシュフロー計算書 

入出金予定表 

資金繰り表 

予算策定 

予算実績管理 

予算実績管理 

会計監査 

デ ー タ 監 査 

会計監査 

決 算 予 測 

給与仕訳データ連動 

㈱NTT データ「達人シリーズ」で

申告書作成・電子申告実行 

１ 全体の連動図 

1、会計メニューの概要 

当システムでは、各種取引マスタの作成から日々の帳簿入力/出力、および監査や決算処理までを

一貫して実行することができます。 



- 13 - 
会計メニューの概要

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NTT「達人シリーズ」へ会計データを連動し申告書の作成、電子申告を行う場合は「メニューバー_業務_会計_

達人連動」より行います。                            

①会社情報の設定 

２ 全体の処理フロー 

事業所の会社名、住所等の事業所情報の設定を行います。また、使用

する担当者の設定を行います。必要に応じてグループ毎、担当者毎に

使用するメニューの権限設定を行います。  

《マスタ作成》作成した事業所の基本情報の設定・変更を行います。

 ・基本情報設定 ・消費税設定 ・科目設定 

 ・取引先設定  ・摘要設定  ・定時取引先設定 

 ・部門設定            

《期首残高登録》科目毎、補助科目毎に期首残高の登録を行います。

《会計帳簿》日々の取引は帳簿や伝票から入力します。 

                    

《集 計 表》日計表や月次試算表等の集計表の印刷を行います。  

 

《管理会計》資金繰り表の作成、予算管理、予実管理を行います。 

  

《会計監査》入力データのチェック、確認を行います。 

      データの確認が終了した月の取引の入力、修正ができな

いよう締め処理を行います。 

②会計基本情報の設定 

③残 高 の 登 録 

④日 常 の 業 務 

⑤月 次 締 め 処 理 

⑥決 算 処 理 

⑦翌期への更新処理 

《決算処理》決算書の作成を行います。 

｢メニューバー_業務_会計_翌期更新｣ 

会計データを次年度へ繰り越します。   

1、会計メニューの概要 
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アイコンクリック後に「データアクセスエラー」や「Web サーバ接続エラー」が発生する場合は、

以下の原因が考えられますので、ご確認をお願いします。 

■ インターネットができない状態である 

■ セキュリティソフト等により、データサーバへのアクセスが遮断されている 

「データアクセス時にエラーが発生しました」 

システムの起動

 

 

 

 

 

(1)  CASH RADAR のアイコンをダブルクリ

ックします。 

(2)  プログラムメンテナンスが行われま

すので、しばらくお待ち下さい。 

 

 

 

 

起動時にプログラムメンテナンスが行われる

事で、システムを常に 新の状態でご利用

いただけるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
2、システムの起動 

１ システムの起動 
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システムの起動

 

 

 

 

 

 

(1)  利用者認証ダイアログからユーザー

（＝システムの使用者）を選択しま

す。 

 

 

 

ユーザーの表示順は、メンテナンス[システム

管理]内の『ユーザー設定』で変更すること

ができます。 

 

(2)  パスワードを入力し、[F2 ログイン]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2、システムの起動 

２ 利用者認証（ログイン） 

選択したユーザーが、既に他端末でログ

インしている状態です。 

(同一のユーザーが複数の端末にログイ

ンすることはできません) 

大文字小文字の違いをご確認下さい 

 

パスワードが分からない場合は、システ

ム管理者にご確認下さい。 
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①［トピックス］ 会計事務所やサポートセンターからのお知らせが表示されます。 

②［会計・給与］ 財務会計、給与計算メニューに入ります。 

③［メンテナンス］テンプレート作成や、システム設定を行うメニューに入ります。

④［お知らせ］  お知らせ(トピックス)の作成や、お知らせ送信先のグループを設

定するメニューに入ります。(会計事務所のみ利用可能) 

ここから、CASH RADAR PB システムをご利用下さい 

システムの起動

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

① ② ③ ④ 

３ メインメニューの表示 

2、システムの起動 
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会社データの作成

 

 

 

 

 

 

（1）メインメニュー［メンテナンス］ボタンをクリックし、メンテナンスメニューを開きます 

 

 

 

 

 

 

 

 

（2）会社を作成する場合は、システム管理タブ内の「会社情報設定」クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[システム管理]タブ 会社データの作成や、会計事務所情報の管理等を行います 

[会計テンプレート]タブ 科目や摘要など、会計事務所共通で使用する項目の作成を行います 

[給与情報]タブ 所得税率や社会保険料率などの法定情報の設定を行います 

 

1 メンテナンス「会社情報設定」の起動 

3、会社データの作成 
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会社データの作成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 会社(顧問先)の名称や住所の登録・修

正・削除 

 ■ 担当者ごとの利用可能メニュー制限設

定 

 ■ 顧問先端末との「データ共有」設定 

 ■ 管理者権限ユーザーのみ選択可能 

   

3、会社データの作成 

２ 会社登録（新規作成） 
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（1） 会社コードの決定・入力         （2） 名称、住所等の情報入力 

（3） データ共有の設定               （4） 登録 

登録（[F2 登録]→[OK]）が完了すると、[担当者登録][担当者権限設定]タブがアクティ

ブになりますので、引き続き設定を行って下さい。 

 

会社データの作成

 

 

 

 

（1）各項目について 

① 会社コード 

会社を検索する時などに使用する、半角英数字 8文字の任意略称です。 

◆会社コードに使用できる文字 

・アルファベット(A～Z、a～z) ※ただし、検索時等に大文字小文字による判別はできません 

・数字 

② 顧客コード 

会社登録が行われた時点でデータセンターから自動付番される管理番号であるた

め、入力不要です。(変更等もできません) 

初期表示は「新規」となります。 

③ 
会社名 

～代表者氏名 
名称や住所等の会社情報を入力します。 

④ 現在数 

会社登録が行われた時点で自動更新されます。 

使用数＝現時点で登録されている会社数 

会社枠数＝登録可能な会社総数 

⑤ データ共有 

顧問先端末との共有設定を行います。 

◇データ共有 

顧問先端末とデータを共有する場合は「有」にチェックを入れます。 

◇データ共有先 

下段「データ共有先候補一覧」から選択された顧問先端末の会社コード、名称が

表示されます。 

◇データ共有先候補一覧 

会計事務所に接続している顧問先端末の会社コード、名称が一覧表示されます。

⑥ [F2 登録] すべての情報を入力後、登録を行います。 

⑦ [F5 新規] 
作成途中の会社情報を破棄し、あらためて会社情報を入力することができるように

なります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、会社データの作成 

    新規会社作成の流れ 
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会社データの作成

 

 

 

 
   
 

 

会計事務所全体で、会社コードの文字列の設定ルールを決めておくと、 

会社データの検索や絞り込みが便利になります。 

 

〔例： 会社コード設定ルール〕 会社名 5文字+決算月 2文字+会社種別 1文字 

会社名 種別 決算月 担当者 会社コード 

エルモード 法人(h) 3 月 野本 Erumo03h 

アトリエ青山 法人(h) 9 月 野本 Atori09h 

駒沢文具 法人(h) 12 月 佐藤 Komaz12h 

東京ファッション 法人(h) 3 月 野本 Tokyo03h 

ふじストアー 個人(k) 12 月 池田 Fujis12k 

レストラン東洋 法人(h) 3 月 西田 Touyo03h 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会社コードの文字列に「03ｈ」が含まれている、「決算月＝3 月」で「法人」である 

会社データが検索されます。 

 

 

 

会社コードは変更ができますので、決算月＋担当者名(03nomoto、12ikeda)や、 

担当者の通し番号(nomot001、nomot002)など、ご事務所様に便利な設定をお試し下さい。 

 

会社コードを指定しない場合は、データセンターから自動付番される「顧客コード」が 

会社コードとして登録されます。 

 

 

 

 

   

[会社コード]の活用例 

「03h」で検索すると… 

3、会社データの作成 
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① ユーザー 

システムの使用者＝個人（例：鈴木一郎、山田花子） 

② グループ 

複数の使用者で構成されるグループ（例：監査担当グループ、入力担当グループ） 

“全ユーザー”は登録されているユーザー全員 

③ 担当者 

その会社を操作できるユーザー、グループ 

会社データの作成

 

 

 

 

 

 

(1)  担当者登録タブを開きます。 

 

 

会社登録を行うと、[担当者登録][担当者

権限設定]タブがそれぞれアクティブになりま

す。 

 

(2)  左ブロックの「グループおよびユー

ザー一覧」の中から、右ブロックの

「担当者一覧」へ移動し、[F2 登録]

をクリックします。 

 

 

 

ここで登録されていないグループやユーザー

は、当該会社データの会計・給与を操作す

る事ができません。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 担当者登録 

3、会社データの作成 

    用語の定義 
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グループ、ユーザーが利用できる業務メニューを制限するための設定です。 

 

(例) 

 

 

会社データの作成

 

 

 

 

 

 

(1)  担当者権限設定タブを開き、権限を

設定したいグループ、ユーザー名に

カーソルを合わせます。 

 

 

 

(2)  業務一覧の中から、選択したグルー

プ、ユーザーが操作可能にしたい業

務にチェックを入れます。 

 

 

初期値は全チェックボックスが空欄になって

います。この状態では、担当者は、業務を

選択することができません。 

 

設定が終了した後に、[F2 登録]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 担当者権限設定 

3、会社データの作成 

    権限設定とは 

現金出納帳と 

銀行帳のみ「可」 

監査メニューと 

入力メニュー「可」 
全メニュー「可」 

所長・副所長グループ 監査担当グループ 入力担当グループ 
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会社データの作成

 

 

 

 

 

 

 ◆ ユーザー（個人）とそのユーザーが属するグループが重複して登録されている場合、 

権限の適用は「ユーザーの権限」＋「グループの権限」となります。 

 

ユーザー ユーザーが所属するグループ 

山田 太郎 

監査担当グループ 
佐藤 次郎 

北野 容子 

瀬名 麻衣 

 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3、会社データの作成 

権限の適用につきまして 

「監査担当グループ」は

全メニュー使用可能 

「佐藤次郎」は全メニュ

ー使用不可 

この場合、「監査担当グループ」と「佐藤次郎」の権限設定が包括で認識されるた

め、佐藤次郎さん個人は“使用不可”と設定されているにかかわらず、財務会計の

全メニューが操作可能となります。 

このように、グループ内の特定の個人のみ権限を外す事は、原則行うことができま

せん。 
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会社データの作成

 

 

 

 

 

 

(1)  会社登録タブ内の会社選択ボタンを

クリックし、選択ダイアログを表示

します 

(2)  修正・削除したい会社を検索し、

[F2OK]をクリックします。 

 

 

 

 

会社選択には、登録されているすべての会

社が表示されます。 

(3)  削除を行う場合は[F9 削除]をクリ

ックします。 

その後の確認ダイアログに対しては

[はい]をクリックして下さい。 

 

 

修正の場合は、修正後に[F2 登録]をクリッ

クします。 

 

 

５ 登録済み会社情報の修正・削除 

3、会社データの作成 
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会社データの作成

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 ◆ 会社選択画面の検索欄では、「会社コード検索」及び「会社名検索」に入力した文字が含まれる会社

を検索することができます。 

 

＜例１＞ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例２＞ 

 

 

 

 

 

 

3、会社データの作成 

会社名「東」で検索すると… 

会社名「東京」で検索すると… 

東日本、東京、東洋など【 東 】という

文字が含まれる会社が検索されます。 

【 東京 】という文字が含まれる会社の

みが検索されます。 

    会社の検索について 

顧問先端末の「１社目」として運用され

ている会社情報は削除ができません。 

顧問先端末の２社目以降として「データ

共有」している会社情報は削除を行うこ

とができません。 
(データ共有＝無に変更することで削除ができ

るようになります) 
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会計メニューの起動

 

 

 

 

 

 

(1)  メインメニュー［会計・給与］ボタ

ンをクリックし、会社選択を起動し

ます。 

(2)  利用したい会社にカーソルを合わ

せ、[F2 OK]をクリックします。 

 

 
 
 
 

 
 

ログインしているユーザーが[担当者登録]さ

れていない会社データは、会社選択に表示

されません。 

 

(3)  選択した会社の会計メニューが表示

されます。 

 

 

 

１ 会計メニューの起動 

4、会計メニューの起動 
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（1）項目の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

① 利用者数 現時点で会社データを操作しているユーザー数が表示されます。 

② 終操作日時(A/O) 会計事務所で会社データが 後に操作された日時が表示されます。 

③ 終操作日時(E/U) 顧問先で会社データが 後に操作された日時が表示されます。 

④ F4 詳細 キー 

利用しているユーザー等、選択した会社データの詳細を表示します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 会社選択について 

4、会計メニューの起動 

会計メニューの起動
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（2）会社の検索 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 ◆ 会社選択画面の検索欄では、「会社コード検索」及び「会社名検索」に入力した文字が含まれる会社

を検索することができます。 

 

 

＜例１＞ 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜例２＞ 

 

 

 

 

 

 

4、会計メニューの起動 

会社名「東」で検索すると… 

会社名「東京」で検索すると… 

東日本、東京、東洋など【 東 】という

文字が含まれる会社が検索されます。 

【 東京 】という文字が含まれる会社の

みが検索されます。 

会計メニューの起動
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C 

 

 

 

 

（1）各項目の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① メニューバー メニューの選択やウインドウの切り替えを行うことができます。

② ログインユーザー名 ログインしているユーザーが表示されます。 

③ ログアウト システムログイン画面まで戻ります。 

④ 
各メニュータブ 

各メニューボタン 
ここから、各業務の選択を行います。 

⑤ マイメニュー よく使うメニューをショートカットで選択できます。 

⑥ 終了 業務を終了し、メインメニューまで戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 画面の構成 

4、会計メニューの起動 

会計メニューの起動
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マイメニュー以外に、メニューバー[財務会計]からも、各メニューにショートカットで入るこ

とができます。 

 

 

 

 

C 

 

 

 

（2）マイメニュー 

①  会計メニュー左上の［マイメニュー

編集］をクリックし、編集ダイアロ

グを開きます。 

②  マイメニューに追加したい操作メニ

ューを、右ブロックに移動し[F2OK]

をクリックします。 

 
 
 
 

 
 

設定したマイメニューは、設定したユーザー

でログインした場合のみ有効になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、会計メニューの起動 

    メニューへのショートカット 

メニューバー［財務会計（Z）］を

クリックしてメニューを選択 

会計メニューの起動
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複数のメニューが立ち上がっている場合、メニューバーの[ウインドウ]で素早く表示を切り替

えることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

各ウインドウの左下[F1 ヘルプ]キーより、各メニューの操作

手順や注意事項を確認することができます。 

 

 

C 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4、会計メニューの起動 

    ウインドウの切り替え 

消費税集計表 仕訳日記帳 月次試算表 

メニューバー内の［ウインドウ(W)］をクリックしてメニューを選択 

会計メニューの起動

    ヘルプファイルの起動 
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① 基 本 情 報 設 定 会社の事業年度、財務締め日等の基本情報を登録します。 

課税業者の場合、消費税区分の確認を行ないます。 

勘定科目名の修正・削除・新規登録、補助科目の登録等を行ないます。

② 消 費 税 設 定 

③ 科 目 設 定 

④ 部 門 設 定 

⑤ 期 首 残 高 の 入 力 

⑥ 過 去 実 績 値 登 録 基本財務導入前までの過去残高を登録します。 

   

部門別集計を行う場合に部門の登録を行ないます。 

    

期首月における各科目の残高と補助科目の残高を登録します。 

⑦ 取 引 先 設 定 

⑧ 摘 要 設 定 

⑨ 定 時 取 引 設 定 

〔取引内容の設定〕

「摘要」とは別に、帳簿に取引先名を記載する場合は取引先名の登録

をします。 

仕訳入力時に使用する摘要名を登録します。 

   

決まったパターンで発生する取引（仕訳・伝票）を登録します。 

    

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

51 マスタ作成の流れ

基本マスタの作成①マスタ作成の流れ



- 33 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 事業年度など、会社データの初期設定 

 ■ 消費税の課税方法や経理方法の設定 

   

   

   

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

１ 基本情報 

52 基本情報設定 

基本マスタの作成②基本情報設定
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（1）各項目について 

 

 

 

 

 

 

 

① 業種選択 

[法人(一般)]・[法人(建設)]・[法人(医療)]・[個人事業者]から選択しま

す。 

会計データには、選択した業種の「会計テンプレート」が適用されます。

② 当期事業年度 

システム利用を開始する事業年度を入力します。 

当システムを、期の途中からご使用になる場合も期首日付から入力して下

さい。 

例）a.月末締め(12 月決算の場合) 

  1 月 1日～12 月 31 日 

 b.月中締め(12 月 20 日が決算日の場合) 

  12 月 21 日～12 月 20 日 

 c.新規設立(4 月 10 日設立、12 月決算の場合) 

  初年度 4月 10 日～12 月 31 日 

 

※翌期更新を行う事で、自動的に事業年度の開始年月が書き替わります。

※仕訳データ入力開始後は、期首日付を変更することができません。 

③ 月次決算締め日 

事業年度が月末締めの場合は「末日締め」が適用されます。 

事業年度が月中締めの場合は「末日以外」が原則となります。 

※月中締めの場合で初期表示される締め日を変更する場合は直接日付を修

正します。 

④ 決算期 
決算報告書などに印字される決算期を入力します。 

数字を直接入力して下さい。 

⑤ 製造原価科目使用 

製造原価科目を使用する場合は「する」として下さい。 

なお、業種選択で「法人(医療)」を選択した場合は、無条件で「しない」

と設定されます。 

⑥ 部門別集計 部門別の集計表を作成する場合は「部門集計=する」として下さい。 

⑦ 帳票設定 

●日付：帳票を印刷した日付を印字します。 

●会計事務所名：各帳票の右下に、該当帳票の提供元となる会計事務所名

を印字します。 

⑧ [F2 登録] 入力した内容を登録します。 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

52 基本情報設定 

基本マスタの作成②基本情報設定
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① 消費税計算 
消費税計算を行う場合は、「消費税計算＝する」を選択します。 

※「しない」を選択した場合はこれ以降の項目は設定不要です 

② 経理方法 

税抜・税込 より選択します。 

 

●税抜処理：消費税額と本体価格を区分して経理する方法 
a．売掛金 １，１００，０００円／売上高 １，０００，０００円 

／仮受消費税  １００，０００円 

b．仕入高    ７００，０００円／買掛金   ７７０，０００円 

仮払消費税  ７０，０００円 

  

●税込処理：消費税額と本体価格を区分しないで経理する方法 

（消費税額を損益として認識する） 
a．売掛金 １，１００，０００円／売上高 １，１００，０００円 

b．仕入高   ７７０，０００円／売掛金   ７７０，０００円 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

52 基本情報設定 

２ 消費税関連 

基本マスタの作成②基本情報設定
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③ 課税方法 一般・簡易 より選択します。 

④ 主要売上の事業区分 
第１種～第６種事業区分から選択します。 

※「課税方式」＝“簡易”の場合のみ入力対象です 

⑤ 消費税金額の計算 

端数処理方法 

●内税端数処理 

切り捨て／切り上げ／四捨五入より選択します。 

「内税端数処理」は、取引金額の入力時に「内税」を選択した場合の端数

処理方法です。 

●外税処理方法 

切り捨て／切り上げ／四捨五入より選択します。 

「外税端数処理」は、取引金額の入力時に「外税」を選択した場合の端数

処理方法です。 

 

消費税金額の修正 

する・しない より選択します。 

⑥ [F2 登録] 入力した内容を登録します。 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

52 基本情報設定 

基本マスタの作成②基本情報設定
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 ■ 基本情報設定にて「消費税計算＝する」

の場合のみ設定 

 ■ 基本情報設定における「課税方法」に基

づいた消費税区分が表示される 

 ■ 項目について改正があった場合は、自動

メンテナンスが行われる 

  (2019/8/24・軽減税率用の区分追加) 

   

① 略称 

当該消費税区分の「略称」です。[仕訳日記帳]や[総勘定元帳]などの会計

帳簿にこの略称が表示されます。 

任意の名称に変更可能です。（全角３文字/半角６文字） 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

53 消費税設定 

１ 消費税区分の確認と設定 

基本マスタの作成③消費税設定
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 ■ 勘定科目の追加・修正・削除 

 ■ 補助科目の追加・修正・削除 

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

 ■ 法人税法施行規則別表二十における帳

簿の記載事項に対応 

① コード 

勘定科目の入力コードです。（数字 4桁） 

変更する場合は、重複しない 4 桁の数字を入力します。大・中分類のコ

ードは変更できません。 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

１ 各項目の説明 

基本マスタの作成④科目設定
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② 名称 科目コードに対応する勘定科目名です。（全角 12 文字以内） 

③ 補助 登録されている補助科目数を表示します。 

④ 
補助科目コード 

補助科目名称 

登録されている補助科目のコード・名称です。 

（コード＝重複しない 4桁の数字 名称＝全角 15 文字以内） 

+ ボタンをクリックして確認、修正します。 

⑤ カナ検索 
頭文字検索を行うための、半角カナのキーワードです。 

（半角 10 文字以内） 

⑥ ローマ字検索 
頭文字検索を行うための、半角ローマ字のキーワードです。 

（半角 10 文字以内） 

⑦ 貸借区分 金額が増加する仕訳を入力した場合、計上する区分です。 

⑧ マイナス処理 
残高の計算方法が通常と逆になる科目を「対象」とします。 

〔例〕貸倒引当金  

⑨ 消費税集計 「消費税集計表」への集計対象科目を「対象」とします。 

⑩ 消費税 仕訳入力時に初期表示する消費税区分です。 

⑪ 変動損益項目 「変動損益計算書」に集計される変動項目です。※損益科目のみ 

⑫ 資金繰項目 「資金繰り表」に連動される項目です。 

⑬ ［F2 登録］ 入力した内容を登録します。 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

基本マスタの作成④科目設定 

 

追加、変更した勘定科目・補助科目は、システム上の［当期］と［翌期］の帳簿入力にお

いてのみ有効となります。 

過年度の帳簿データには反映されません。 

 

＜例＞2019 年度に補助科目名を［有限会社 ABC］→【（株）ABC】へ変更。 

   ・2019 年以降の帳簿入力においては【（株）ABC】 

   ・2018 年以前の保存帳簿では［有限会社 ABC］のまま 

科目の追加変更について 
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(1) 

 追加したい行の 1 つ上の勘定科目に

カーソルがある状態で、[F6 科目作

成]をクリックします。 

 

 

 

勘定科目[売上高]にカーソルがある状態の

場合、新しい勘定科目は[売上高]の下に

追加されます。 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

空欄の行が追加されますので、任意

のコードや名称を入力します。 

(3)  必要事項の入力後、[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

２ 勘定科目の追加 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

基本マスタの作成④科目設定
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(1) 

 修正したい勘定科目にカーソルを合

わせ、入力・選択を行います。 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 勘定科目の修正 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

基本マスタの作成④科目設定
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(1)  削除したい勘定科目にカーソルがあ

る状態で、[F9 行削除]をクリックし

ます。 

(2)  削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

54 科目設定 

４ 勘定科目の削除 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

基本マスタの作成④科目設定



- 43 - 

 

 

 

 

 

 

  

 （1）同じ分類内で並べ替える場合 

①  表示順を変更したい勘定科目にカー

ソルがある状態で[勘定科目表示順]

をクリックします。 

 

 

受取手形、支払手形、割引手形、裏書

手形、仮受・仮払消費税、諸口、科目未

定、事業主貸、事業主借および仕訳で使

用できない科目は対象外です。 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

ウインドウ右の[△][▽]ボタンで任

意の場所に移動し［F2 OK］をクリッ

クします。 

 

 

③  完了ダイアログに対し［OK］をクリ

ックします。 

 

54 科目設定 

５ 勘定科目の並べ替え 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

基本マスタの作成④科目設定
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 （2）分類を超えて移動する場合（例：その他経費から「その他人件費」へ） 

①  表示順を変更したい勘定科目にカー

ソルがある状態で[勘定科目表示順]

をクリックします。 

 

 

受取手形、支払手形、割引手形、裏書

手形、仮受・仮払消費税、諸口、科目未

定、および仕訳で使用できない科目は対

象外です。 

 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

ウインドウ右上の[選択中勘定科目

の所属分類を変更]をクリックしま

す。 

 

 

③  移動させたい先の分類を、下段「変

更後分類」で選択して[F2 OK]をクリ

ックします。 

 

 

 

消費税集計やマイナス処理などの設定は、

移動後に修正して下さい。 

 

 

54 科目設定 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

基本マスタの作成④科目設定
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④  完了ダイアログに対し[OK]をクリッ

クします。 

 

⑤  

 

 

 

 

 

 

 

 

移動先の分類に科目が表示されます

ので［F2OK］をクリックします。 

 

その後完了ダイアログに対し[OK]を

クリックして作業完了です。 

 

 

移動する位置は、その分類の 下行となり

ます。適宜、分類内での移動を行なって下

さい。 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

54 科目設定 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

基本マスタの作成④科目設定

 

勘定科目の並べ替えは当該年度のみに反映されます。 

比較試算表など過年度も含めた並び順を変更する場合は「年度切替」で前期以前に年度を

戻してからその年度の並べ替え作業を行なって下さい。 

なお、年度切替ができない期(※)については、その直近の年度の並び順が採用されます。 

(※) PB システムでは仕訳入力を行なっておらず、過去実績値データが入っている期

並べ替え後の比較試算表について 
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（1）補助科目の新規作成 

①  補助科目を作成したい勘定科目にカ

ーソルがある状態で[F7 補助作成]

をクリックします。 

②  空欄の行が追加されますので、任意

のコード、名称、カナ検索、ローマ

字検索の 4項目を入力します。 

 

 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要事項の入力後、[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

６ 補助科目の作成 

基本マスタの作成④科目設定
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（2）補助科目の追加 

①  補助科目を追加したい勘定科目の 

＋ボタンをクリックして、既存の補

助科目を表示させます。 

②  追加したい行の 1 つ上の補助科目に

カーソルがある状態で、[F7 補助作

成]をクリックします。 

 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

空欄の行が追加されますので、任意

のコード、名称、カナ検索、ローマ

字検索の 4項目を入力します。 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

基本マスタの作成④科目設定



- 48 - 

 

 

 

 

 

 

④  必要事項の入力後、[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

 

補助科目はコード順に自動整列されませんのでご注意下さい。 

並び順を変更する場合は、[F12 補助表示順]キーを使用します。 

補助科目の並び順について 

基本マスタの作成④科目設定
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(1)  修正したい補助科目にカーソルを合

わせ、入力・選択を行います。 

(2)  修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

７ 補助科目の修正 

基本マスタの作成④科目設定
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(1)  削除したい補助科目にカーソルがあ

る状態で、[F9 行削除]をクリックし

ます。 

(2)  削除対象となった補助科目の行がグ

レーになります。 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[F2 登録]をクリックします。 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

８ 補助科目の削除 

基本マスタの作成④科目設定
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(1)  [F12 補助表示順]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

カーソル位置はどこでもかまいません。 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

補助科目の並べ替えを行いたい勘定

科目を選択します。 

(3)  並べ替えをしたい補助科目にカーソ

ルがある状態で、矢印ボタンをクリ

ックして順番を調整し、[F2OK]をク

リックします。 

 

 

なお、ヘッダー項目（コード、補助科目名、

カナ検索、ローマ字検索）をクリックすると、

各項目の昇順・降順に並べ替えができま

す。 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

54 科目設定 

９ 補助科目の並べ替え 

基本マスタの作成④科目設定
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部門階層（例） 

」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部門分類を「大部門」「中部門」「小部門」の 大 3 階層まで設定し、損益部門を階層化して集計管理

することができます。 

仕訳入力では「小部門」を使用します。 

 

   

      

 

 

 

 

                               

    

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 基本情報設定にて「部門別集計＝する」

にしている場合のみ設定 

 ■ 部門の作成・修正・削除 

 ■ 共通費の配賦設定 

   

   

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

１ 部門マスタ設定（階層について） 

企 画 

営業 1 

総 務 

大 部 門 

東京本社 東京本店 

中野支店 

中 部 門 小 部 門 

営業 3 

営業 2 

開 発 

仕訳入力では【小部門】を使用します。 

基本マスタの作成⑤部門設定
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(1)  以下の中から適用する階層を選択し

ます。 

● 小部門のみ 

● 中・小部門 

● 大・中・小部門 

 

 

以下、「大・中・小部門」を選択した場合の

手順を解説します。 

なお、階層は後から追加することが可能で

す。 

 

(2)  大部門のコードと名称、略称を入力

します。 

登録後「コード」を変更することは

できません。 

 

※大部門は仕訳入力で使用しません。 

(3)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[F7 中部門作成]をクリックし、中部

門のコードと名称、略称を入力しま

す。 

登録後「コード」を変更することは

できません。 

 

※中部門は仕訳入力で使用しません。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

２ 部門マスタ設定 （部門の作成） 

基本マスタの作成⑤部門設定
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(4)  [F6 小部門作成]をクリックし、小部

門の各項目を入力し[F2 登録]をク

リックします。 

・コード（登録後の変更不可） 

・名称 

・略称 

・カナ検索 

・ローマ字検索 

・従業員数 

 

 

小部門は仕訳入力で使用するため、検索キー

ワード等を設定します。 

◆部門の修正について 

(1)  修正したい部門にカーソルを合わ

せ、入力を行います。 

ただし、「コード」を修正することは

できません。 

 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

基本マスタの作成⑤部門設定
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（1）大部門の追加 

①  [F8 大部門作成]をクリックします。

②  入力画面 下段に空欄の行が作成さ

れますので、コードと名称、略称を

入力します。 

③  下段に空欄の行が作成されますの

で、コードと名称、略称を入力し、

[F2 登録]をクリックします。 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

３ 部門マスタ設定 （部門の追加） 

基本マスタの作成⑤部門設定



- 56 - 

 

 

 

 

 

（2）中部門の追加 

①  追加したい大部門にカーソルがある

状態で[F7 中部門作成]をクリック

します。 

②  該当する大部門の 下段に空欄の行

が作成されますので、コードと名称、

略称を入力します。 

 

③  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

基本マスタの作成⑤部門設定
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（3）小部門の追加 

①  追加したい中部門にカーソルがある

状態で[F6 小部門作成]をクリック

します。 

 

大部門にカーソルがある状態で[F6 小部門

作成]をクリックした場合、「中部門選択画

面」が表示されます。 

該当する中部門を選択してから小部門の

追加を行ないます。 

 

 

 

 

 

②  該当する中部門の 下段に空欄の行

が作成されますので、コード・名称・

略称等を入力します。 

③  [F2 登録]をクリックします。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

基本マスタの作成⑤部門設定
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」 

 

 

 

 

 

 

（1）  削除したい部門にカーソルを合わ

せ、[F9 行削除]を押します。 

 

（2）  削除対象となった部門の行がグレー

になります。 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

（3）  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

４ 部門マスタ設定 （部門の削除） 

基本マスタの作成⑤部門設定
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部門の削除ができない場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

摘要マスタで使用している部門は削除できませ

ん。 

 

摘要マスタで不必要な摘要を削除するか、または

別部門に変更することで部門の削除ができます。

 

 

 

 

 

 

過去実績値登録・科目別残高登録・期中の残高（仕

訳）がある部門は削除できません。 

 

仕訳・残高を別部門に振り替えることで削除をす

ることができます。 

 

 

 

 

 

 

中部門の削除は、階層化されている小部門がない

場合のみ可能です。 

削除する場合は小部門を削除、または他の中部門

に階層を変更してから行ないます。 

 

 

 

 

 

 

大部門の削除は階層化されている中・小部門がな

い場合のみ可能です。 

削除する場合は、中・小部門を削除または他の大

部門に階層を変更してから行ないます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

基本マスタの作成⑤部門設定
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」 

 

 

 

 

 

 

(1)  上位部門を変更したい部門にカーソ

ルがある状態で、画面左上の［部門

表示順変更］をクリックします。 

 

 

 

 

 

(2)  ダイアログ上部の「選択中の部門の

所属上位部門を変更」ボタンをクリ

ックします。 

(3)  所属部門変更ダイアログの「変更後

所属部門」を選択して［F2 OK］をク

リックします。 

 

 

 

 

中部門の場合は、その下位部門（小部門）

も一緒に移動します。 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

５ 部門マスタ設定 （表示順変更） 

基本マスタの作成⑤部門設定
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」 

 

 

 

 

 

 

(1)  上位部門を変更したい部門にカーソ

ルがある状態で、画面左上の［部門

表示順変更］をクリックします。 

 

 

 

 

 

(2)  ダイアログ上部の「選択中の部門の

所属上位部門を変更」ボタンをクリ

ックします。 

(3)  所属部門変更ダイアログの「変更後

所属部門」を選択して［F2 OK］をク

リックします。 

 

 

 

 

中部門の場合は、その下位部門（小部門）

も一緒に移動します。 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

６ 部門マスタ設定 （上位部門の変更） 

基本マスタの作成⑤部門設定
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表示順の変更や上位部門の移動を行った場合においても、３桁の部門コードは 初に設定した

もののままとなり、変更することはできません。 

」 

 

 

 

 

(4)  確認ダイアログに対し［OK］をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

(5)  移動した上位部門のダイアログに移

りますので、必要に応じて〔△〕〔▽〕

ボタンで表示順を変更した上で[F2 

OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本マスタの作成⑤部門設定

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

    部門コードについて 
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」 

 

 

 

 

 

 

(1)  画面上部の［階層拡張］をクリック

し、新規の部門階層を追加します。

（カーソルはどこにあってもかまい

ません） 

(2)  新規階層の一行目に部門を入力し

て、[F2 登録]を行います。 

 

 

 

 

 

ここでは 1 つの部門しか作成できません。 

 

(3)  ＜複数の上位部門を追加する場合＞

階層拡張を行った後、[F8 大部門作

成]あるいは[F7 中部門作成]で新規

に部門を追加します。 

 

その後［部門表示順変更］で下位の

部門を移動（所属上位部門を変更）

します。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

７ 部門マスタ設定 （大部門および中部門の階層追加） 

基本マスタの作成⑤部門設定
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（1）配賦パターンの作成 

①  損益科目における共通費の配賦パタ

ーンを作成します。 

「パターン作成」をクリックします。

②  配賦パターン名に任意の名称を入力

し、各損益部門に対し、配賦比率を

設定します。 

 

（配賦比率の合計が 100%でない場

合は登録できません。） 

③  [F2 登録]をクリックします。 

 

[配賦パターンリスト]内に、作成し

たパターン名称が追加されます。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

８ 配賦パターン設定 

基本マスタの作成⑤部門設定
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（2）配賦パターンの修正 

①  「配賦パターンリスト」から修正し

たいパターン名を選択します。 

 

パターン名、配賦比率等を修正し、

[F2 登録]をクリックします。 

（3）配賦パターンの削除 

①  「配賦パターンリスト」内の削除し

たパターン名にカーソルがある状態

で、「パターン削除」をクリックしま

す。 

②  「選択した配賦パターンを削除して

よろしいですか」のメッセージに対

し、「はい（Y）」をクリックします。

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

基本マスタの作成⑤部門設定
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共通費の配賦方法は、以下の流れで設定します。 

１、配賦パターンを作成 

   例）営業日数比率、フロア数比率など 

２、科目ごとの配賦パターンを設定 

   例）福利厚生費→従業員比率、地代家賃→フロア数比率など 

 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  「科目別配賦設定」ボタンをクリッ

クします。 

(2)  各科目に配賦方法(配賦パターン)を

設定します。 

 

設定後、[F2OK]をクリックします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

55 部門設定 

９ 科目別配賦設定 

基本マスタの作成⑤部門設定

    共通費の配賦設定 
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 ■ 期首の科目残高、補助科目残高、部門別

(貸借科目)残高を登録 

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

   

   

① 期首年月 期首年月を表示します。 

② 
補助科目の 

ない勘定科目 
勘定科目の期首残高を入力します。 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

56 期首残高登録 

１ 期首残高の入力 

基本マスタの作成⑥期首残高登録
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③ 
補助科目の 

ある勘定科目 

補助科目の期首残高を入力します。 

補助科目の合計額が、勘定科目の期首残高となります。 

④ 差額 貸借合計に差額がある場合に、その金額が表示されます。 

⑤ [F2 登録] 

すべての金額を入力後、[F2 登録]を実行します。 

なお、差額がある場合は警告が表示されますが、[はい]を選択することで登録

自体は可能です。 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

56 期首残高登録 

基本マスタの作成⑥期首残高登録
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(1)  画面左上【部門別残高登録】をクリ

ックします。 

(2)  貸借科目(およびその補助科目)の部

門残高を入力します。 

 

 

 

 

 

科目全体の残高と部門残高合計との差額

は、共通部門の扱いとなります。 

 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

登録された残高が、月次試算表など各メニ

ューの部門別集計へ反映されます。 

なお「年度切替」を行なうことで、過年度の

部門別残高も登録が可能です。 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

56 期首残高登録 

２ 部門別残高登録 
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(1)  初期画面は、前期末の年月日のみが

表示されている状態です。 

(2)  前期の期首、前々期、3 期前の年月

日を入力し、[F2 登録]をクリックし

ます。 

 

 

 

過去の事業年度を登録すると、過去実績

値の登録画面が入力可能になります。 

 

 ■ 前期、前々期、3期前の科目残高を登録

 ■ 前期、前々期、3期前の従業員数を登録

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

   

57 過去実績値登録

１ 過去実績値の入力 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

基本マスタの作成⑦過去実績値登録
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(3)  ドロップダウンから期を選択し、そ

の後、入力したい月をクリックしま

す。 

(4)  ①貸借科目タブから貸借科目の残高

を入力します。 

 

 

貸借対照表の残高入力後、差額欄に当

期利益分の金額が表示されます。 

 

②損益科目タブ（及び製造原価タブ）

から損益科目の残高を入力します。

 

(5)  差額がないことを確認し、[F2 登録]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

57 過去実績値登録

基本マスタの作成⑦過去実績値登録
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 過去実績値の入力は                     の順に行って下さい。 

 

 

 

例）下記の過去実績値を登録する場合 

貸借科目(借方) 貸借科目(貸方) 損益科目 

現金        500 資本金       300 売上高       250 

仕入高       100 繰越利益剰余金  （200）

   前期繰越分   50 

   当期純利益  150 

資本の部      500 負債／純資産の部  500 当期純利益     150 

 

１、 貸借科目の実績値を入力します 

順番 内容 画面上の差額 

① 現金      500 ＋500 

② 資本金     300 ＋200 

③ 繰越利益(※1)   50 ＋150 (※2) 

※1 貸借科目「繰越利益」には、繰越利益剰余金のうち「前期繰越利益」にあたる金額を入力して下さ

い 

※2 すべての貸借科目入力後の差額は、当期純利益と同額になります   

 

２、 損益科目の実績値を入力します 

順番 内容 画面上の差額 当期純利益(B/S) 

④ 売上高     250 －100  ＋250(※4) 

⑤ 仕入高     100     0 (※3)  ＋150(※4) 

※3 すべての損益科目入力後、全体の差額はゼロになります 

※4 損益科目内で生じる差額は、繰越利益剰余金の「当期純利益」分として自動計上されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本マスタの作成⑦過去実績値登録

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

57 過去実績値登録

    過去実績値の入力順 

貸借科目 損益科目 
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(1)  「従業員数入力」をクリックします。

(2)  従業員数を入力後、［F2OK］をクリッ

クします。 

◆ データの初期化について 

(1)  「過去データ初期化」をクリックし

ます。 

 

メッセージに対し「はい（Y）」をク

リックすると当期・前々期・３期前

の残高が全て削除されます。 

 

「いいえ（N）」をクリックすると初

期化は行われません。 

 

２ 従業員数の入力 

5、マスタ作成 基本マスタの作成 

57 過去実績値登録

基本マスタの作成⑦過去実績値登録
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(1) 

 

取引先名称、カナ検索、ローマ字検

索の 4項目を入力します。 

また、インボイス制度の情報も入力

可能です。 

 

(2) 

 

［F2 登録］をクリックします。 

コードが自動付番されます。 

 

 ■ 取引先の新規登録・修正・削除 

 ■ 取引先登録可能数 5000 件 

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

   

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

61 取引先設定 

１ 取引先の作成 

取引内容マスタの作成①取引先設定 
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(1)  追加の場合、 下行にカーソルを合

わせ、各欄の入力を行います。 

(2)  修正の場合、修正したい取引先にカ

ーソルを合わせ、入力を行います。

(3)  修正、追加後に［F2 登録］をクリッ

クします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

61 取引先設定 

２ 取引先の修正・追加 

取引内容マスタの作成①取引先設定
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(1)  削除をする取引先にカーソルを合わ

せ、［F9 行削除］をクリックします。

(2)  削除対象となった取引先の行がグレ

ーになります。 

 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  ［F2 登録］をクリックします。 

 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

61 取引先設定 

３ 取引先の削除 

取引内容マスタの作成①取引先設定
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(1)  [F12 表示順変更]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

(2)  並べ替えをしたい取引先にカーソル

がある状態で、矢印ボタンをクリッ

クして順番を調整します。 

 

 

なお、ヘッダー項目（コード、取引先名、カナ

検索、ローマ字検索）をクリックすると、各項

目の昇順・降順に並べ替えができます。 

 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

61 取引先設定 

４ 取引先の並べ替え 

取引内容マスタの作成①取引先設定
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 ■ 摘要の新規登録・修正・削除 

 ■ 摘要登録可能数 5000 件 

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

   

① 
摘要名 

(検索) 

使用されている文字列から、作成済みの摘要を絞込み表示します。 

〔例〕「入金」という文字で検索した場合、“売上の入金”、“借入金返済”

など、「入金」という文字列が含まれた摘要がすべて表示されます。 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

１ 各項目の説明 

取引内容マスタの作成②摘要設定 
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頻繁に発生する取引をあらかじめ「摘要」として作成しておくことで、仕訳入力を簡単

に、誤りなく行うことができます。 

 

〔例〕  

 

                      という摘要を作成しておくと・・・ 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕訳の入力時に           を選ぶだけで 

営業部で発生した雑給／現金の仕訳が作成されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 

勘定科目 

補助科目 

(検索) 

使用されている勘定科目・補助科目から、作成済みの摘要を絞り込み表示し

ます。 

〔例〕売掛金とした場合、借方・貸方のいずれかに「売掛金」という科目が

使用されている摘要がすべて表示されます。 

③ 現在登録数 登録している摘要数を表示します。（最大 1,000 件） 

④ コード 摘要の入力コードです。（4桁）※変更不可 

⑤ 摘要名 摘要コードに対応する摘要名を表示します。（全角 20文字以内） 

⑥ カナ検索 頭文字検索を行うためのキーワードです。（半角カナ 10 文字以内） 

⑦ ローマ字検索 頭文字検索を行うためのキーワードです。（半角ローマ字 10 文字以内） 

⑧ 
借方（貸方）科目 

補助科目 
摘要情報として設定されている借方（貸方）科目・補助科目を表示します。 

⑨ 
消費税区分 

部門 

摘要情報として設定されている取引内容に該当する消費税区分・部門を表示

します。 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

    摘要とは？ 

 

「アルバイト代」 

(借方) 雑給 

補助科目/店舗アルバイト 

(貸方) 現金       

(部門) 営業部 

「アルバイト代」 

取引内容マスタの作成②摘要設定 
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（1）摘要の追加 

①  下行(空欄)に、摘要名・カナ検索・

ローマ字検索・仕訳を入力します。

②  ［F2 登録］をクリックします。 

③  コードが自動付番されます。 

 

２ 摘要の作成 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

取引内容マスタの作成②摘要設定
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科目設定にメニュー移動しないまま新しい補助科目を作るための機能です。 

ここで追加登録した補助科目は、科目設定にも反映されます。 

 

 

 

 

 

（2）補助科目の追加登録 

①  補助科目を作成したい勘定科目にカ

ーソルがある状態で、［補助科目登

録］をクリックします。 

②  補助科目名・カナ検索・ローマ字検

索を入力し、［F2OK］をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

補助科目登録とは 

取引内容マスタの作成②摘要設定
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(1)  摘要名・勘定科目から修正したい摘

要を検索します。 

 

 

(2)  修正したい摘要にカーソルを合わ

せ、入力します。 

(3)  ［F2 登録］をクリックします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

３ 摘要の修正 

取引内容マスタの作成②摘要設定
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(1)  削除をする摘要にカーソルを合わ

せ、［F9 行削除］をクリックします。

(2)  削除対象となった摘要の行がグレー

になります。 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

 

 

(3)  ［F2 登録］をクリックします。 

 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

４ 摘要の削除 

取引内容マスタの作成②摘要設定
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(1)  [F12 表示順変更]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

並べ替えをしたい摘要にカーソルが

ある状態で、矢印ボタンをクリック

して順番を調整します。 

 

 

なお、ヘッダー項目（コード、摘要名、カナ検

索、ローマ字検索）をクリックすると、各項目

の昇順・降順に並べ替えができます。 

 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

62 摘要設定 

５ 摘要の並べ替え 

取引内容マスタの作成②摘要設定
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(1)  「パターン作成」をクリックします。

(2)  パターン名と定時取引（仕訳）を入

力し、［F2 登録］をクリックします。

 

 

 

 

 

 ■ 定期的に発生する取引をマスタ登録 

 ■ 作成した取引は「仕訳日記帳」で実行 

 ■

■

パターン登録可能数１００件 

インポート・エクスポート可能 

   

 

   

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

１ パターンの作成 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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銀行引き落としや、給与の支払など、定期的に発生する取引について複数の仕訳を一つのグループにし、

マスタ登録できる機能です。 

作成したパターンを「仕訳日記帳」で指定する事により、同じ仕訳を毎月一括入力できます。 

   

例 

 

 

「銀行引き落とし」パターン 

 

 

 

 

 
銀行からの出金(自動引き落

とし)に関連する取引をパタ

ーン登録します。 

通帳記帳の順序通りに並べ替

えをすると便利です。 

 

例 

 

 

「給与支払」パターン 

 

 

 

 

 
給与の発生／支給でそれぞれ

パターンを作成しておくこと

により、預り金などの処理も

簡単に行うことが可能になり

ます。 

 

 

   

※その他、リース支払や利息の受取りパターンなど登録しておくと便利です。 

   

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

定時取引パターンとは 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  「定時取引パターンリスト」から取

引を追加するパターンを選択しま

す。 

(２)  空欄の行に定時取引（仕訳）を入力

し、[F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 定時取引の作成 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  画面上部〔パターン表示順〕をクリ

ックします。 

(2)  表示順を変更したい定時取引パター

ンを［△］［▽］ボタンにより移動し

ます。 

 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

３ パターンの並べ替え 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  [F12 取引表示順]をクリックしま

す。 

(2)  パターンを選択し、その中で表示順

を変更したい定時取引を［△］［▽］

ボタンにより移動します。 

 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

４ 定時取引の並べ替え 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  [F12 取引表示順]をクリックしま

す。 

(2)  所属を変更したい定時取引にカーソ

ルがある状態で、ウインドウ右上の

〔選択取引の所属パターンを変更〕

ボタンをクリックします。 

 

(3)  選択した定時取引の「変更後所属パ

ターン」を設定し、[F2 OK]をクリッ

クします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

５ 所属パターンの変更 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  定時取引パターンリストより、削除

する取引(仕訳)があるパターンを

クリックします。 

(2)  削除する取引にカーソルを合わせ、

［F9 行削除］をクリックします。 

 

 

 

 

削除対象となった取引がグレーになりま

す。 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

６ 定時取引の削除 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  「定時取引パターンリスト」で削除

したいパターンにカーソルを合わ

せ、「パターン削除」をクリックしま

す。 

(2)  メッセージに対し「はい（Y）」をク

リックします。 

 

 

 

「いいえ（N）」をクリックした場合、削除は実

行されません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

７ パターンの削除 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1)  コピーしたい定時取引パターンにカ

ーソルがある状態で、画面上部の[パ

ターン複製]をクリックします。 

 

 

 

 

 

(2)  パターン名が空欄になりますので、

任意の名称を入力して[F2 登録]を

クリックします。 

 

 

 

コピーされた定時取引パターンは、パターンリ

ストの 下行に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

８ パターンのコピー 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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(1) 画面上の[税率一括設定]をクリック

します。 

 

 

 

 

ここでは２０１９年１０月施行の税率１０％

への対応をご説明します。 

 

 

 

 

 

(2) 適用税率「10％」を選択して、[F2OK]

をクリックします。 

 

 

 

適用税率は5%、8%を選択することも可能で

す。 

 

 

(3) 確認ダイアログに対し「はい」を選

択することで、すべてのパターンの

定時取引データの税率が「10％」へ

更新されます。 

 

 

 

 

既に取込済みの仕訳データへの影響はあり

ません。 

 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

９ 税率一括設定（消費税率改定時に行う作業） 

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定
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取込画面、仕訳入力画面で税率の変更は可能ですが、入力ミスを防止するために、事前

に定時取引仕訳設定側で「10％」へ税率設定を行っておくことをお願いいたします(経過

措置対象のものを除く)。 

 

なお、定時取引仕訳設定で「10％」と税率設定されているものを 2019/09 月以前の対象

月で取り込んだ場合は、税率は「8％」に自動変換されます。 

 

 

 

 

 

(4) 経過措置など税率「5％」「8％」を適

用させる定時取引データがある場合

は、個別にドロップダウンから設定/

登録を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

取引内容マスタの作成③定時取引仕訳設定

    税率設定を行わなかった場合の定時取引取込（2019/10 月以降） 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

63 定時取引仕訳設定

仕訳日記帳の〔定時取引取込〕では、仕訳日付での税率判定は行

われません。(※ 経過措置の取引を考慮するため) 

仕訳日付が 2019/10/01 以降であっても定時取引仕訳設定に

おける税率が適用されます。 
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(1)  「パターン作成」をクリックします。

1 件もパターンが作成されていない

場合は（2）へ進みます。 

 

(2)  パターン名と伝票（仕訳）を入力し、

［F2 登録］をクリックします。 

 

 

 

 

1 パターンにつき 1 伝票の登録となります。 

 

 

 

 ■ 定時、随時に発生する取引を伝票形式で

マスタ登録 

 ■ ［複合仕訳］の登録が可能 

 ■ 作成した取引は「会計伝票」で実行 

 ■

■

パターン(＝伝票)登録可能数１００件 

インポート・エクスポート可能 

   

取引内容マスタの作成④定時取引伝票設定

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

64 定時取引伝票設定

１ パターンの作成 
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(1)  画面左側の定時取引パターンリスト

で、コピー元とするパターン名にカ

ーソルを合わせ、画面上部「パター

ン複製」をクリックします。 

 

 

 

 

(2)  パターン名欄が空欄でコピーされま

すので、任意の名称を入力します。

 

 

 

 

パターン名以外はすべてコピーされます。 

(3)  

 

 

 

 

 

必要に応じて伝票の内容を修正し、

[F2 登録]をクリックします。 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

64 定時取引伝票設定

２ パターンの複製（コピーによる作成） 

取引内容マスタの作成④定時取引伝票設定
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(1)  画面上部「パターン表示順」をクリ

ックします。 

 

 

 

 

(2)  パターンを選択し、その中で表示順

を変更したい定時取引を［△］［▽］

ボタンにより移動します。 

(3)  [F2 OK]をクリックします。 

 

 

 

 

表示順は、会計伝票「定時取引取込」に

おけるパターン選択リストに反映されます。 

 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

64 定時取引伝票設定

３ パターンの並べ替え 

取引内容マスタの作成④定時取引伝票設定
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  借入金 500 / 普通預金 550 

  支払利息 50 / 

 

定時取引伝票設定は、借入金の返済など、特定パターンで定時・随時に発生するが、単一仕

訳でないため「摘要設定」や「定時取引仕訳設定」に登録できない伝票を効率的に入力する

ためのマスタ作成機能です。 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  画面左側の定時取引パターンリスト

で、削除したいパターン名にカーソ

ルを合わせます。 

 

 

 

 

(2)  画面上部「パターン削除」をクリッ

クし、確認ダイアログに対し「はい」

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6、マスタ作成 取引内容マスタの作成 

64 定時取引伝票設定

４ パターンの削除 

取引内容マスタの作成④定時取引伝票設定

伝票の活用例 
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仕訳入力は【仕訳日記帳】をメインに行います。入力されたデータは各帳簿へ相互連動されます。 

仕訳日記帳、総勘定元帳・補助元帳ほか会計帳簿の入力メニューは、法人税法施行規則別表二十におけ

る帳簿の記載事項に対応しております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                  

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

71 会計帳簿の概要 

１ 仕訳入力の概要 

支払手形帳 

受取手形帳 

 

仕 訳 日 記 帳

総勘定元帳・補助元帳

現金出納帳 

会計伝票 

定時取引設定 

各管理帳票 

給与計算システム

給与データ取込銀行帳 

※手形帳から各入力メニューへは連

動しません。 

会計帳簿①概要

摘要設定 科目設定 取引先設定 

入力されたすべての仕訳データおよび管理帳票は、ＰＢシステムのセンターサーバに保存され、

いつでも追加・修正・削除・出力を行うことができます。 
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当システムでは、複数のユーザーが 1つの会社データを同時に入力することができます。（マルチ入力） 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ マルチ入力 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

株式会社エルモード 

５月分の帳簿入力 

マルチ入力とは① 

株式会社エルモード 

  

５月分の帳簿入力 

 

4 月分の月次監査 

マルチ入力とは② 

会計事務所 

エルモード 

(顧問先) 

エルモード 

(顧問先) 
会計事務所 

会計帳簿②基本操作
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複数のユーザーが、同一会社の同一メニューを操作している場合、別ユーザーの入力内容はそれぞ

れの画面に都度表示されることはありません。 

別ユーザーが入力した内容を画面に反映させるためには、入力画面の[F5 画面更新]を実行します。

 

マルチ入力以外でも、画面更新キーでは入力した仕訳を日付順に並べ替える機能も果たします。 

 

 

 

 

 

（1）[F5 画面更新]について 

会計帳簿メニューでは、各種データを整然とした形式および明瞭な状態で速やかに表示する事が可能で

す。他端末で入力したデータにおいても［F5 画面更新］機能で即座に画面へ反映されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

［F5 画面更新］につきまして 

会計帳簿②基本操作
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摘要や科目は、あらかじめマスタ登録してある頭文字（アルファベット、カナ）、及びコード番号で検索・

選択します。各項目の入力モードは「個人設定」で変更が可能です。 

 

◆  摘要や科目の入力欄で、頭文字やコ

ード番号を入力すると、該当するリ

ストが表示されます。 

 

 

 

検索項目（いずれも半角入力） 

・アルファベット 

・カナ 

・コード番号 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 科目や摘要の選択（オートコンプリート）

7、会計帳簿 

72 基本操作 

会計帳簿②基本操作

摘要欄に「k」を入力すると「k」で始まる摘要

が選択できます。 

「kari」と入力した場合は「kari」で始まる摘

要に絞り込まれます。 

同様にカナ（「カ」や「カリ」）、コード番号でも

検索・選択ができます。 

〔例〕仕訳日記帳入力で、摘要を選ぶ場合 
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（1）設定の手順 

①  画面上部のメニューバー内〔個人設

定（V）〕をクリックします。 

 

 

 

 

どのメニューからでも起動ができます。 

 

②  

 

 

 

 

 

 

 

 

各項目の「入力モード」と「リスト

表示件数」を選択します。 

 

 

 

③  [F2 OK]をクリックします。 

既に会計帳簿の入力画面に入ってい

る場合は、一度メニューに入り直し

て下さい。 

 

 

設定内容は『ログインユーザー』（＝利用

者）ごとに保存されます。 

同ユーザーでログインした場合は、端末、会

社データを問わず、同じ設定内容が反映さ

れます。 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

会計帳簿②基本操作

３ 入力モードの設定 
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個人設定の初期設定値は以下のとおりです。 

検索項目 入力モード リスト表示件数  ～入力モードについて～ 

勘定科目 半角英数 10  【全角かな】・・・名称で検索する場合 

補助科目 半角英数 10 KA と打つと「か」 (IME＝ひらがな) 

摘要 半角 ｶﾅ 10  【半角カナ】・・・フリガナで検索する場合 

取引先 半角 ｶﾅ 10 KA と打つと「ｶ」  (IME＝半角カタカナ) 

消費税 半角英数 10  【半角英数】・・・ローマ字、コード(数字)で検索する場合 

部門 半角英数 10 KA と打つと「ka」 (IME＝直接入力) 

    

 

 

 

 

 

（2）各項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 検索項目 
仕訳を入力する際にドロップダウンリストによる選択、検索キーによる入力を

行う項目です。 

② 入力モード 
検索項目にカーソルが移動した際に起動する日本語入力システム（Microsoft 

IME）の入力モードを【全角かな】【半角カナ】【半角英数】より選択します。

③ リスト表示件数 
検索項目でドロップダウンリストを開いたときに表示される項目の表示件数

を【３～２０】より選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

     初期設定値と入力モード 

会計帳簿②基本操作
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例：〔個人設定〕の入力モードにて、 

『補助科目＝半角英数』 

『摘要＝半角カナ』 と設定している場合…。 

〔個人設定〕で、あらかじめ各検索項目の『入力モード』

を設定しておきます。 

設定された『入力モード』は仕訳日記帳等で、摘要や科

目を選択する際に有効になります。 

 

これにより、摘要等を文字で絞り込む場合に、都度入力

モードの変換をする必要がなくなります。 

摘要欄では「半角カナ」に、補助科目欄では「半角英数」に入力モード

が切り替わります。 

マスタに設定されているフリガナやローマ字、コード番号に応じて、一

番簡単な入力モードを〔個人設定〕で設定しておくことで、仕訳入力が

スムーズに行えるようになります。 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

「個人設定」の活用例 ① 

会計帳簿②基本操作
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7、会計帳簿 

72 基本操作 

「個人設定」の活用例 ② 

例：〔個人設定〕のリスト表示件数にて、 

『摘要＝２０』 と設定している場合…。 

〔個人設定〕で、あらかじめ各検索項目の『リスト表示

件数』を設定しておきます。 

また、〔摘要設定〕で、摘要の並び順を変更します。 

 

これにより、摘要等をドロップダウンで選択する場合の

操作が改善されます。 

ドロップダウンボタン（▼）、もしくは[F4]キーをクリックして表示さ

れる摘要の候補数が「２０」になります。また、その並びは摘要設定で

変更(※)した順番になります。20 件を超える摘要は、スクロール表示を

して選択します。 

よく使用する摘要を上位に登録しておくことで、ドロップダウン→選択

の作業が簡単に行えるようになります。 

※並び順の変更は、摘要のみ可能

会計帳簿②基本操作
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カナ検索を「五十音」ダイアログで行うことも可能です。 

(1)  検索を行う項目にカーソルがある状

態で[F10 五十音]をクリックしま

す。 

 

 

五十音検索のできる項目 

・摘要 

・勘定科目、補助科目 

・取引先 

・損益部門 

（「カナ検索」が登録されている項目） 

(2)  

 

 

 

 

 

 

 

 

検索(絞り込み)をしたい五十音をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

初期表示は[全項目（F6）]の内容で

す。 

 

(3)  検索結果内から、仕訳で使用する項

目にカーソルを合わせ、[F2OK]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

五十音を選び直す場合は[F7 切替]

をクリックします。 

 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

４ 科目や摘要の選択（五十音検索） 

会計帳簿②基本操作
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五十音検索は、以下の入力系メニューでご使用になれます。 

 

 

 

 

 

 

(4)  選択した項目が仕訳に反映されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

     五十音検索の対応メニュー 

会計帳簿②基本操作

銀行帳 

総勘定元帳・補助元帳 

現金出納帳 仕訳日記帳 

会計伝票 給与データ取込 

仕訳日記帳(決算修正) 会計伝票(決算修正) 

会計帳簿 

決算処理 
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画面左上の［印刷］ボタンをクリックすると、PDF ファイルが作成されます。 

出力の対象は画面表示された取引内容すべてとなります。 

 

用紙として出力する場合は、作成された PDF フアイルからプリンタへ印刷指示を出して下さ

い。ファイルとして保存する場合は、作成された PDF ファイルを「コピーをして保存」コマ

ンドで保存して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計帳簿メニューでは、各種データを整然とした形式および明瞭な状態で速やかに表示する事が可能です。 

表示された内容はすべてプリンタ出力を行う事が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 印刷 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

印刷帳票は「ＰＤＦファイル」で作成されます 

会計帳簿②基本操作
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（1）印刷の手順 

① 

 

 対象とする入力データを表示させた

状態で、画面左上の「印刷」をクリ

ックします。 

②  表形式の PDF ファイルが表示されま

す。 

 

 

 

ファイル名は、会社略称＋メニュー名＋日 

付が初期表示されます。 

③  PDF ファイルの印刷ボタンでプリン

タへ出力します。 

保存ボタンで任意の場所へファイル

を保存することができます。 

 

 

7、会計帳簿 

72 基本操作 

会計帳簿②基本操作
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 ■ 仕訳の入力・修正・削除 

 ■ 定時取引の入力 

 ■ 作成された仕訳データの絞り込み検索 

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

7、会計帳簿 

73 仕訳日記帳（基本入力）

１ 摘要方式入力 

会計帳簿③仕訳日記帳/基本入力
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（1）摘要方式入力とは 

あらかじめ「摘要設定」にて作成した摘要を選択する事により、科目や消費税等の仕訳情報が自動表

示され、日付や金額等の必要項目を入力するだけで仕訳データ作成ができます。 

（2）各項目について 

 

 

① 対象年月日 
仕訳の表示範囲を年月日で入力します。 

初期表示は直近仕訳の処理日から操作日までとなります。（当期・翌期の場合）

② 表示 
対象年月日の入力後にクリックすることで対象の仕訳が表示されます。 

カーソルは 下行の入力欄に止まります。 

③ マーク(空欄) 

付箋・複合仕訳・決算仕訳がある時はそれぞれマークが表示されます。 

通常は空欄の状態です。 

また、空欄をダブルクリックすることで「伝票ジャンプ」が行われます。 

 

④ 

日付 
取引年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

登録 No 
1 仕訳毎に個別の No が自動附番されます。入力された仕訳はこの登録 No に基

づいて個別に保存・管理されます。 

⑤ 

摘要 

摘要（＝取引の対象となった資産又は役務の内容）をドロップダウンから選択

します。 

選択をすると、その摘要に紐付けられている「借方科目/補助科目」「貸方科目

/補助科目」「消費税」「部門」が自動表示されます。 

摘要名の修正および直接入力も可能です。※全角 20 文字・半角 40 文字 

取引先 
取引先（＝取引の相手方の氏名や名称）をドロップダウンから選択します。 

取引先名の修正および直接入力も可能です。※全角 20 文字・半角 40 文字 

⑥ 

借方科目 
選択した摘要に設定されている借方科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

補助科目 
選択した摘要に設定されている補助科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

⑦ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。本書

P37「消費税設定」の各区分に変更を行うことも可能です。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です（10％・8％・5％

のいずれかを選択）。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 
選択した摘要に設定されている部門が初期表示されます。変更する場合はドロ

ップダウンから選択します。※ [部門集計＝する]と設定している場合のみ 

7、会計帳簿 

73 仕訳日記帳（基本入力）

会計帳簿③仕訳日記帳/基本入力
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⑧ 

金額 

取引の対価の額を、原則税込金額で入力します。( 大 12 桁) 

※消費税でドロップダウンから「外税」を選択した場合は「税抜金額」を入力

します。 

消費税金額 

自動計算されます。 

※「消費税金額の修正＝する」に設定している場合のみ、消費税金額欄にカー

ソルがあたり、自動表示された消費税金額の修正が行えます。 

⑨ 

貸方科目 
選択した摘要に設定されている貸方科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

補助科目 
選択した摘要に設定されている補助科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

⑩ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。本書

P37「消費税設定」の各区分に変更を行うことも可能です。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です（10％・8％・5％

のいずれかを選択）。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

選択した摘要に設定されている部門が初期表示されます。修正する場合はドロ

ップダウンから選択します。 

※ [部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移動します。 

⑪ 

金額 

取引の対価の額を、原則税込金額で入力します。( 大 12 桁) 

※消費税でドロップダウンから「外税」を選択した場合は「税抜金額」を入力

します。 

消費税金額 

自動計算されます。 

※「消費税金額の修正＝する」に設定している場合のみ、消費税金額欄にカー

ソルがあたり、自動表示された消費税金額の修正が行えます。 

⑫ 証 No 
「証 No.」の入力欄です。（半角英数字 4文字以内） 

領収書や請求書を保存する際の記号や番号を入力します。 

⑬ [F2 登録] 

入力した内容を登録します。 

複数の仕訳を一括登録することができますが、この場合も各仕訳には個別の登

録 No が附番されます 

※クリックせずに終了すると入力内容が無効になります。 

73 仕訳日記帳（基本入力）

7、会計帳簿 

会計帳簿③仕訳日記帳/基本入力



- 115 - 

 

仕訳日記帳では複合仕訳の入力・修正は行えません。(表示、印刷は可能) 

複合仕訳が発生した場合は、「会計伝票」で入力を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力画面左上の[摘要方式/科目方式]ボタンをクリックすると、「科目方式」の入力画面となります。 

再度ボタンをクリックすると「摘要方式」の入力画面に戻ります。 

 

（1）科目方式入力とは 

定時取引仕訳設定や摘要設定に登録していない取引等を入力します。 

帳簿形式で各項目を入力します。科目方式、摘要方式のどちらで入力しても、帳票など、各メニュー

への連動内容に差異はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 科目方式入力 

7、会計帳簿 

73 仕訳日記帳（基本入力）

複合仕訳の入力につきまして 

会計帳簿③仕訳日記帳/基本入力
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（2）各項目について 

① 対象年月日 
仕訳の表示範囲を年月日で入力します。 

初期表示は直近仕訳の処理日から操作日までとなります。（当期・翌期の場合）

② 表示 
対象年月日の入力後にクリックすることで対象の仕訳が表示されます。 

カーソルは 下行の入力欄に止まります。 

③ マーク(空欄) 

付箋・複合仕訳・決算仕訳があるとそれぞれマークが表示されます。 

通常は空欄の状態です。 

また、空欄をダブルクリックすることで「伝票ジャンプ」が行われます。 

④ 
日付 

取引年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

登録 No 同一対象年月内で登録順に No が自動付番されます。 

 

⑤ 

借方科目 
ドロップダウンから借方科目を選択します。 

※カナ検索・ローマ字検索も可能です。 

補助科目 
ドロップダウンから補助科目を選択します。 

※カナ検索・ローマ字検索も可能です。 

⑥ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

ドロップダウンから部門を選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑦ 

金額 
「税額方式＝外税」の場合は、「税抜き金額」を入力します。 

それ以外の場合は、「税込み金額」を入力します。 

消費税金額 

自動計算されます。 

※「消費税金額の修正＝する」に設定している場合のみ、消費税金額欄にカー

ソルがあたり、自動表示された消費税金額の修正が行えます。 

⑧ 

貸方科目 
ドロップダウンから貸方科目を選択します。 

※カナ検索・ローマ字検索も可能です。 

補助科目 
ドロップダウンから補助科目を選択します。 

※カナ検索・ローマ字検索も可能です。 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

73 仕訳日記帳（基本入力）

会計帳簿③仕訳日記帳/基本入力
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仕訳日記帳ほか各会計帳簿メニュー（◆）で登録した仕訳の情報は、全ての会計帳簿メニュー

間で相互連動されます。 

（◆）［仕訳日記帳］［現金出納帳］［銀行帳］［会計伝票］［総勘定元帳・補助元帳］※決算修正含む

 

入力項目（④日付・登録 No～⑫証 No）は全メニュー共通となりますので、仕訳日記帳で登

録した仕訳を「登録 No」をキーに総勘定元帳で検索・出力する、といった関連帳簿間におけ

るデータ照合を行うことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

⑨ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

ドロップダウンから部門を選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑩ 

金額 
「税額方式＝外税」の場合は、「税抜き金額」を入力します。 

それ以外の場合は、「税込み金額」を入力します。 

消費税金額 

自動計算されます。 

※「消費税金額の修正＝する」に設定している場合のみ、消費税金額欄にカー

ソルがあたり、自動表示された消費税金額の修正が行えます。 

⑪ 

摘要 

摘要名を入力します。ドロップダウンから摘要を選択することも可能です。 

※摘要名を直接入力する場合、または選択した摘要を修正する場合は最大全角

20 文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

取引先 

取引先名を入力します。ドロップダウンから取引先を選択することも可能で

す。 

※取引先名を直接入力する場合、または選択した取引先を修正する場合は最大

全角 20 文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

⑫ 証 No 
「証 No.」の入力欄です。（半角英数字 4文字以内） 

領収書や請求書を保存する際にナンバリングする記号や番号を入力します。 

⑬ [F2 登録] 
全ての仕訳入力が完了しましたら[F2 登録]をクリックします。 

※ [F2 登録]をクリックせずに終了すると登録がされません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

73 仕訳日記帳（基本入力）

会計帳簿③仕訳日記帳/基本入力

登録された仕訳の帳簿メニュー間相互関連 
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（1）定時取引入力とは 

あらかじめ「定時取引仕訳設定」にて作成した取引パターンを選択する事により、仕訳データが簡単

に作成できます。 

毎月の取引日や取引先、取引金額が一定している仕訳（家賃の支払など）の入力に便利です。 

 

例：「家賃の支払い」…毎月 5日、普通預金から\150,000 支払い 

「PC リース料金の支払」…毎月 20 日、当座預金から\9,300 支払い 

（2）手順 

①  [定時取引取込]ボタンをクリックし

ます。 

②  対象月を選択し、ドロップダウンか

ら定時取引パターンを選択します。

 

 

初期表示されるのは「未取込」の定時取引

です。 

「取込済」の取引を再度取り込むことも可

能です。 

 

 

 

 

１ 定時取引取込 

7、会計帳簿 

74 仕訳日記帳（定時取引入力）

会計帳簿④仕訳日記帳/定時取引入力
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③  「取込」欄にチェックし、[F2OK]を

クリックします。 

 

 

日付や金額等の修正がある場合は、この

画面で修正してから取込むことも可能で

す。 

④  仕訳日記帳に戻ります。 

 

必要に応じて各項目（金額等）を修

正し、[F2 登録]をクリックします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

74 仕訳日記帳（定時取引入力）

会計帳簿④仕訳日記帳/定時取引入力
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① 未来日付の定時取引は登録できません 

仕訳日記帳では未来日付で入力することは出来ません。 

未来日付の定時取引が取り込まれた状態で[F2登録]をクリックすると【仕訳日付の入力が不正です】

というエラーメッセージが表示されます。 

② 日付による消費税率の自動設定は行われません 

定時取引取込によって作成された仕訳には、定時取引仕訳設定における消費税率が設定されます。

したがって、仕訳日付に基づいた税率の自動設定は行われません。 

(例）マスタにおいて税率が「８％」と設定されている定時取引を 2019/10/01 の仕訳日付で取り込んだ場合、 

消費税率は「８％」のままとなります。 

③ 一度取り込んだ定時取引を、もう一度取り込むことができます （仕訳の重複にご注意） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

定時取引取込サブ画面のヘッダー部「取込済」（あるいは「すべて」）を選択すると、既に仕訳とし

て登録された定時取引を表示・取込することが可能になります。 

 

 

定時取引取込のご注意 

7、会計帳簿  

74 仕訳日記帳（定時取引入力）

会計帳簿④仕訳日記帳/定時取引入力
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何度も使用する検索条件がある場合は、会計監査【データ監査】メニューの「監査項目」と

してパターン登録しておくことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）絞り込み検索とは 

「仕訳日記帳」メニューには、作成された仕訳データを検索する機能が統合されています。 

帳簿入力は仕訳明細単位で行われるため、科目や金額など詳細な検索条件の組み合わせにより、対象年

月の範囲内のあらゆる角度から仕訳データを速やかに探し出す事が出来ます。 

 

（2）手順 

①  仕訳日記帳画面で[絞り込み検索]ボ

タンをクリックします。 

 

 

過去年度を検索対象とする場合は、事前

に［年度切替］を実行することで対応が可

能です（P311～314）。 

②  検索条件ウインドウが表示されるの

で各条件を設定し[F2OK]をクリック

します。 

 

 

日付のみ必須項目です。１事業年度（課

税期間）の範囲で指定してください。 

その他の項目については空欄でも検索可

能です。 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

75 仕訳日記帳（検索）

１ 絞り込み検索 

会計帳簿⑤仕訳日記帳/検索

検索パターンは「データ監査」で 
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① 日付 日付についての範囲を指定します。初期表示は当期課税期間の期首日～期末日となりま

す。必須項目です。 

② 登録 No 登録 No.についての範囲（開始 No.～終了 No.）を指定します。 

③ 一致範囲 借方・貸方「とも一致」「どちらか一致」を指定します。 

④ 勘定科目 勘定科目を選択・入力します。 

「借方・貸方どちらか一致」の場合は、借方・貸方の区分はありません。 

⑤ 補助科目 補助科目を選択・入力します。 

「借方・貸方どちらか一致」の場合は、借方・貸方の区分はありません。 

⑥ 消費税 消費税区分、および税率を選択します。 

「借方・貸方どちらか一致」の場合は、借方・貸方の区分はありません。 

⑦ 部門 部門を選択します。 

「借方・貸方どちらか一致」の場合は、借方・貸方の区分はありません。 

 

 

7、会計帳簿 

75 仕訳日記帳（検索）

２ 絞り込みの項目 

会計帳簿⑤仕訳日記帳/検索
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【借方・貸方とも一致】…詳細検索 

  検索例(１)  

借方 貸方 

普通預金 (空欄） 

  検索例(２)   

借方 貸方 

普通預金 売上高 

  検索例(３)  

借方 貸方 

普通預金 普通預金 

 

【借方・貸方どちらか一致】…あいまい検索 

(※) 

普通預金 

   

（※）「どちらか一致」の検索では、借方・貸方の条件区分がなくなります。 

 

 

 

 

 

⑧ 税額方式 全て/内税/外税より選択します。 

「借方・貸方どちらか一致」の場合は、借方・貸方の区分はありません。 

⑨ 金額 金額について範囲（下限～上限）を指定します。 

⑩ 証 No 出力対象の証 No.を手入力します。 

⑪ 摘要 摘要名を手入力します。（最大 40 文字まで） 

⑫ 取引先 取引先名を手入力します。（最大 40 文字まで） 

⑬ 付箋仕訳のみ EU/AO を選択します。 

⑭ 決算修正仕訳 含む/含まない/決算仕訳のみを選択します。決算仕訳の前に青色のマークが付きます。

⑮ 削除仕訳 含む/含まない/削除仕訳のみを選択します。 

⑯ 表示順 日付順/登録 No 順を選択します。 

⑰ 複合仕訳 複合仕訳を対象とする場合、あるいは対象から外す場合にチェックを入れます。 

⑱ Moneytree 取

込仕訳 

オプション機能「Moneytree 取込」で作成された仕訳を対象とする場合、あるいは対象

から外す場合にチェックを入れます。 

⑲ [F9 クリア] 指定した検索条件をクリアします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

75 仕訳日記帳（検索）

会計帳簿⑤仕訳日記帳/検索

     借方・貸方「とも一致」「どちらか一致」の違い 

借方に「普通預金」が使用されて

いる仕訳が全て検索されます。 

借方に「普通預金」、且つ貸方に

「売上高」が使用されている仕訳

が検索されます。 

借方・貸方ともに「普通預金」が

使用されている仕訳が検索され

ます。 

借方・貸方問わず「普通預金」が

使用されている仕訳が全て検索

されます。 
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・複合仕訳（会計帳簿で修正） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

  ※日付を締め処理済みの月日に修正することも出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）仕訳の修正 

①  修正したい仕訳にカーソルを合わ

せ、入力・選択を行います。 

②  修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

76 仕訳日記帳（修正・削除）

１ 修正・削除 

修正を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑥仕訳日記帳/修正・削除
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・複合仕訳（会計帳簿で削除） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

 

 

 

 

 

（2）仕訳の削除 

①  削除したい仕訳にカーソルがある状

態で、[F9 行削除]をクリックしま

す。 

削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

②  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

76 仕訳日記帳（修正・削除）

削除を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑥仕訳日記帳/修正・削除
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（1）仕訳の挿入 

①  挿入したい行の上の仕訳にカーソル

を合わせ[F6 行挿入]をクリックし

ます。 

 

②  空欄の行が追加されますので、取引

を入力・選択します。 

 

 

 

日付のみ、上の仕訳の日付を引き継ぎま

す。（変更可能）。 

 

但し仕訳日記帳は日付順に仕訳が表示さ

れます。 

 ③  必要事項の入力後、[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

7、会計帳簿 

76 仕訳日記帳（修正・削除）

２ 行挿入 

会計帳簿⑥仕訳日記帳/修正・削除



- 127 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 現金取引の仕訳入力 

 ■ 現金取引・残高の確認 

   

   

   

① 対象年月日 カレンダーから入力します。対象年月日外の仕訳は入力不可になります。 

② 
現金種別 

補助科目 
ドロップダウンから選択します。初期表示は「現金」です。 

7、会計帳簿 

77 現金出納帳 

１ 現金取引の入力 

会計帳簿⑦現金出納帳
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③ 部門 
大・中・小部門から選択します。 

仕訳入力が行えるのは小部門のみとなります。 

④ 表示 指定した条件(対象年月、科目)の仕訳を表示します。 

⑤ 入力モード 

エンターキーで入力を進める場合の金額欄のカーソルの動きが表示されます。

[F6 入力モード]キーで 3パターンから選択ができます。 

〔入金固定〕入金欄にだけカーソルがとまる （日付→入金→摘要・・・） 

〔出金固定〕出金欄にだけカーソルがとまる （日付→出金→摘要・・・） 

〔通常〕入金欄→出金欄の順にカーソルがとまる 

⑥ マーク(空欄) 

付箋・複合仕訳・決算仕訳がある場合、それぞれマークが表示されます。 

通常は空欄の状態です。 

また、空欄をダブクリックすることで「伝票ジャンプ」が行われます。 

⑦ 
日付 

取引年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

登録 No 自動付番されます。 

⑧ 
入金 

出金 
金額をどちらか一方に税込で入力します。（ 大 12 桁） 

⑨ 残高 自動計算されます。 

⑩ 
摘要 摘要名を入力します。ドロップダウンから摘要を選択することも可能です。 

取引先 取引先名を入力します。ドロップダウンから選択することも可能です。 

⑪ 

相手科目 
選択した摘要に設定されている勘定科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

補助科目 
選択した摘要に設定されている補助科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

⑫ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

選択した摘要に設定されている部門が初期表示されます。変更する場合はドロ

ップダウンから選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑬ 証 No 
「証 No.」の入力欄です。（半角英数字 4文字以内） 

領収書や請求書を保存する際の記号や番号を入力します。 

7、会計帳簿 

77 現金出納帳 

会計帳簿⑦現金出納帳
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・複合仕訳（会計帳簿で修正） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

  ※日付を締め処理済みの月日に修正することも出来ません 

 

 

 

 

 

 

 

（1）仕訳の修正 

①  修正したい箇所にカーソルを合わ

せ、入力・選択を行います。 

②  修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

77 現金出納帳 

２ 修正・削除 

修正を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑦現金出納帳

7、会計帳簿 
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・複合仕訳（会計帳簿で削除） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

 

 

 

 

 

（2）仕訳の削除 

①  削除したい仕訳にカーソルがある状

態で、[F9 行削除]をクリックしま

す。 

削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

②  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

77 現金出納帳 

削除を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑦現金出納帳
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「対象科目設定」に表示される科目は、現金に関連する科目(※)のみです。 

（※）科目設定における、現金科目から当座預金科目の上の科目まで 

 

「科目設定」で現金に関連する科目を追加した場合、現金出納帳の「対象科目設定」でチ

ェックが無い状態では、現金種別のドロップダウンリストに追加した科目が表示されませ

ん。  

 

 

 

 

 

 

 

(1)  画面の右上の[対象科目設定]ボタン

をクリックします。 

 

(2)  現金出納帳入力で使用する科目にチ

ェックを入れて[F2 OK]をクリック

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

77 現金出納帳 

３ 対象科目設定 

    設定可能な対象科目について 

会計帳簿⑦現金出納帳
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 ■ 預金取引の仕訳入力 

 ■ 預金取引・残高の確認 

   

   

   

① 対象年月日 カレンダーから入力します。対象年月日外の仕訳は入力不可になります。 

② 
預金種別 

補助科目 
ドロップダウンから選択します。初期表示は「当座預金」です。 

7、会計帳簿 

78 銀行帳

１ 預金取引の入力 

会計帳簿⑧銀行帳
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③ 部門 
大・中・小部門から選択します。 

仕訳入力が行えるのは小部門のみとなります。 

④ 表示 指定した条件(対象年月、科目)の仕訳を表示します。 

⑤ 入力モード 

エンターキーで入力を進める場合の金額欄のカーソルの動きが表示されます。

[F6 入力モード]キーで 3パターンから選択ができます。 

〔引出固定〕引出欄にだけカーソルがとまる （日付→引出→摘要・・・） 

〔預入固定〕預入欄にだけカーソルがとまる （日付→預入→摘要・・・） 

〔通常〕引出欄→預入欄の順にカーソルがとまる 

⑥ マーク(空欄) 

付箋・複合仕訳・決算仕訳がある場合、それぞれマークが表示されます。 

通常は空欄の状態です。 

また、空欄をダブクリックすることで「伝票ジャンプ」が行われます。 

⑦ 
日付 

取引年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

登録 No 自動付番されます。 

⑧ 
引出 

預入 
金額をどちらか一方に税込で入力します。（ 大 12 桁） 

⑨ 残高 自動計算されます。 

⑩ 
摘要 摘要名を入力します。ドロップダウンから摘要を選択することも可能です。 

取引先 取引先名を入力します。ドロップダウンから選択することも可能です。 

⑪ 

相手科目 
選択した摘要に設定されている勘定科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

補助科目 
選択した摘要に設定されている補助科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

⑫ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

選択した摘要に設定されている部門が初期表示されます。変更する場合はドロ

ップダウンから選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑬ 証 No 
「証 No.」の入力欄です。（半角英数字 4文字以内） 

領収書や請求書を保存する際の記号や番号を入力します。 

7、会計帳簿 

78 銀行帳

会計帳簿⑧銀行帳
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・複合仕訳（会計帳簿で修正） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

  ※日付を締め処理済みの月日に修正することも出来ません 

 

 

 

 

 

 

 

（1）仕訳の修正 

①  修正したい仕訳にカーソルを合わ

せ、入力・選択を行います。 

②  修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

78 銀行帳 

２ 修正・削除 

修正を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑧銀行帳
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・複合仕訳（会計帳簿で削除） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

 

 

 

 

 

（2）仕訳の削除 

①  削除したい仕訳にカーソルがある状

態で、[F9 行削除]をクリックしま

す。 

削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

②  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

78 銀行帳

削除を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑧銀行帳
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「対象科目設定」に表示される科目は、預金に関連する科目(※)のみです。 

（※）当座預金科目から「現金・預金 計」の上の科目まで 

 

「科目設定」で預金に関連する科目を追加した場合、銀行帳の「対象科目設定」でチェッ

クが無い状態では、預金種別のドロップダウンリストに追加した科目が表示されません。 

。  

 

 

 

 

 

 

 

(1)  画面の右上の[対象科目設定]ボタン

をクリックします。 

 

(2)  銀行帳入力で使用する科目にチェッ

クを入れて[F2 OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

78 銀行帳 

３ 対象科目設定 

     設定可能な対象科目について 

会計帳簿⑧銀行帳
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① 対象年月日 初期表示は当月です（選択年度＝当期の場合）。必要に応じて変更します。 

② 
勘定科目 

補助科目 

初期表示は「現金」です。 

勘定科目・補助科目を選択することで、その科目の元帳が表示されます。 

 ■ 総勘定元帳・補助元帳の表示・出力 

 ■ 帳票の一括出力（連続帳票出力） 

 ■ 入力済み仕訳の検索 

 ■ 仕訳の追加、修正 

 ■ エクスポート可能 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

１ 元帳の表示（標準） 

会計帳簿⑨元帳
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 共通費の配賦は行われません。 

 PDF 出力、CSV 出力も選択された部門が対象になります。 

 摘要入力を行う場合は、摘要設定の内容にかかわらず、選択された部門が自科目の部門として初

期設定されます（ドロップダウンで変更可能）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 表示 指定した条件(対象年月、科目)の仕訳を表示します。 

④ 決算修正仕訳 決算修正仕訳を含める場合はチェックを入れます。 

⑤ 消費税 
［税込］［税抜］いずれかを選択します。 

税抜の場合は、消費税対象科目の修正を行うことはできません。 

③ 部門 
大・中・小部門から選択します。 

仕訳入力が行えるのは小部門のみとなります。 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

会計帳簿⑨元帳

     元帳メニューにおける部門別集計について 
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① 日付 
日付についての範囲（開始日～終了日）を指定します。 

年月日を直接入力、またはカレンダーより選択します。 

② 登録 No 
登録 No.についての範囲（開始 No.～終了 No.）を指定します。 

動付番されています。 

③ 勘定科目 相手勘定科目を選択・入力します。 

④ 補助科目 相手補助科目を選択・入力します。 

⑤ 消費税 消費税区分、および税率を選択します。 

⑥ 部門 部門を選択します。 

⑦ 税額方式 全て/内税/外税より選択します。 

⑧ 金額 金額について範囲（下限～上限）を指定します。 

⑨ 証 No 出力対象の証 No.を手入力します。 

⑩ 摘要 摘要名を手入力します。（ 大 40 文字まで） 

 

 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

会計帳簿⑨元帳

２ 元帳の表示（絞り込み検索） 
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科目検索を行なう際に以下の条件を選択し、絞り込むことができます。 

一致：選択した借方科目、補助科目または消費税区分と一致している仕訳を検索します。 

 以外：選択した借方科目、補助科目または消費税区分以外の仕訳を検索します。 

 

 

 

 

 

 

⑪ 取引先 取引先名を手入力します。（ 大 40 文字まで） 

⑫ 付箋仕訳のみ 

EU/AO を選択します。 

※顧問先で付けた付箋仕訳を検索する場合は EU にチェックを入れます 

※所内でつけた付箋仕訳を検索する場合は AO にチェックを入れます 

⑬ 
Moneytree 取

込仕訳 

オプション機能「Moneytree 取込」で作成された仕訳を対象とする場合、あるいは

対象から外す場合にチェックを入れます。 

⑭ [F9 クリア] 設定した検索条件をクリアします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

     検索の条件について 

会計帳簿⑨元帳
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① 

 

 

 

 

 

 

 元帳画面で[元帳一括印刷]ボタンを

クリックします。 

②  出力条件ウインドウが表示されるの

で各条件を設定し[F2OK]をクリック

します。 

出力方式「出力」の場合は PDF ファ

イルが展開されます。 

③  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力方式「ファイル保管」とした場

合は、PDF ファイルを保管するフォ

ルダを指定して[OK]をクリックしま

す。 

 

 

３ 元帳一括出力 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

会計帳簿⑨元帳
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① 対象期間(年月) 
数か月分出力したい場合は、期首月から出力したい月までマウスをドラ

ッグします。（過去月の場合はドロップダウンなし） 

② 部門選択 大・中・小部門を絞り込みます。 

③ 元帳の種類 出力したい帳票を選択します。 

④ 出力対象科目 

「全科目」…科目リストで選択されている科目全てが対象 

「繰越残高又は仕訳がある科目」…仕訳がなくても、残高があれば印刷

する場合 

「仕訳がある科目」…仕訳がなければ、残高があっても印刷しない場合

⑤ 決算修正仕訳を含む 
決算修正仕訳を含む場合はチェックを入れます。対象期間が期末のみの

場合は「決算修正仕訳のみ」を選択できます。 

⑥ 消費税 税込/税抜を選択しチェックを入れます。 

⑦ 取引のない年月の印字 する/しないを選択しチェックを入れます。 

⑧ 科目コードの印字 する/しないを選択しチェックを入れます。 

⑨ 出力順 

科目順/総勘定元帳→補助元帳順を選択しチェックを入れます。 

※科目順＝元帳の種類にかかわらず、科目コード順に印刷します。 

※総勘定元帳→補助元帳順＝先に総勘定元帳を科目コード順に印刷し

ます。次に補助元帳を印刷します。 

⑩ ページ印字条件 
全科目/科目単位を選択しチェックを入れます。印字しない事も可能で

す。 

 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

会計帳簿⑨元帳
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⑪ 出力方式 
出力＝PDF ファイルが画面に展開されます。 

ファイル保管＝指定したフォルダに PDF ファイルを一旦保管します。 

⑫ ファイル分割 

出力方式＝ファイル保管の場合に選択が可能です。 

「する」を選択すると、ファイルは[貸借科目][損益科目][製造原価科

目]に分割されます。 

⑬ 科目リスト 
出力する科目にチェックを入れます。 

※合計転記＝月合計表示する場合にはチェックを入れます。 

 

 

 

  

  

・ページは分割されたファイル全体をとおして付番されます 

・指定したフォルダに同名＝同じ日に保管したファイルがある場合は上書きされます。 

  

 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

会計帳簿⑨元帳

     「出力方式＝ファイル保管」の場合に保管される PDF ファイル 

＜出力順＞ 総勘定元帳→補助元帳 

＜出力方式＞ ファイル保管 

＜ファイル分割＞ する 

 
貸借、損益、製造原価ごと、かつ総勘定元帳と補

助元帳に分割して PDF が作成されます。 

（ 大 6ファイル） 

＜出力順＞ 科目順 

＜出力方式＞ ファイル保管 

＜ファイル分割＞ する 

 
貸借、損益、製造原価ごとに PDF が作成されます。

（ 大 3ファイル） 

＜出力順＞ 科目順、総勘定元帳→補助元帳 

＜出力方式＞ ファイル保管 

＜ファイル分割＞ しない 

 
貸借、損益、製造原価および総勘定元帳、補助元

帳をすべて通した PDF が作成されます。 

（1ファイル） 
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① マーク(空欄) 
付箋・複合仕訳・決算仕訳があるとそれぞれマークが表示されます。 

また、空欄をダブルクリックすることで「伝票ジャンプ」が行われます。 

② 
日付 

取引年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

登録 No 自動付番されます。 

③ 

摘要 

摘要をドロップダウンから選択します。直接入力も可能です。 

「相手科目/補助科目」「消費税」「部門」が自動表示されます。 

※摘要名を直接入力する場合、または選択した摘要名を修正する場合は 大全

角 20 文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

取引先 

取引先をドロップダウンから選択します。直接入力も可能です。 

※取引先名を直接入力する場合、または選択した取引先名を修正する場合は

大全角 20 文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

④ 証 No 
「証 No.」の入力欄です。（半角英数字 4文字以内） 

領収書や請求書を保存する際の記号や番号を入力します。 

４ 仕訳の入力 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

会計帳簿⑨元帳
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「消費税＝税抜」として元帳を表示させている場合、『消費税対象』である科目(例：売上高、

販管費)は入力・修正を行うことはできません。（削除は可能） 

伝票ジャンプ機能で、入力等を行って下さい。 

 

※「消費税＝税込」にチェックを入れ替える事で、消費税対象科目も入力・修正が可能です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

選択した摘要に設定されている部門が初期表示されます。変更する場合はドロ

ップダウンから選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑥ 

相手科目 
選択した摘要に設定されている勘定科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

補助科目 
選択した摘要に設定されている補助科目が初期表示されます。修正する場合は

ドロップダウンから選択します。 

⑦ 

相手消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

相手部門 

選択した摘要に設定されている部門が初期表示されます。変更する場合はドロ

ップダウンから選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑧ 借方金額 借方科目の金額を入力します。（ 大 12桁） 

⑨ 貸方金額 貸方科目の金額を入力します。（ 大 12桁） 

⑩ 残高 自動表示されます。 

⑪ [F2 登録] 
全ての仕訳入力が完了しましたら[F2 登録]をクリックします。 

※ [F2 登録]をクリックせずに終了した場合、入力した仕訳は無効になります。

会計帳簿⑨元帳

     仕訳入力不可な勘定科目について 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳
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・消費税計算対象の科目（税抜表示の場合） 

・複合仕訳（会計帳簿で修正） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

  ※日付を締め処理済みの月日に修正することも出来ません。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）仕訳の修正 

①  修正したい仕訳にカーソルを合わ

せ、入力・選択を行います。 

②  修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

５ 仕訳の修正・削除 

修正を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑨元帳
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・複合仕訳（会計帳簿で削除） 

・月次締め処理済みの月の仕訳 

 

 

 

 

 

（2）仕訳の削除 

①  削除したい仕訳にカーソルがある状

態で、[F9 行削除]をクリックしま

す。 

削除対象となった勘定科目の行がグ

レーになります。 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

②  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

79 総勘定元帳・補助元帳

削除を行うことができない仕訳 

会計帳簿⑨元帳
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 ■ 仕訳の入力 

 ■ 複合仕訳の入力 

 ■ 定時取引伝票の取り込み 

 ■ 伝票の絞り込み検索 

   

① ↓→切替 Enter キー押下時のカーソルの動きを設定します。 

② 日付 
取引年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

１ 各項目の説明 

会計帳簿⑩会計伝票
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③ 

借方科目 
ドロップダウンから借方科目を選択します。 

※[カナ仮名][ローマ字検索]からの検索も可能です。 

補助科目 
ドロップダウンから補助科目を選択します。 

※[カナ仮名][ローマ字検索]からの検索も可能です。 

④ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

ドロップダウンから部門を選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑤ 

金額 
「税額方式＝外税」の場合は、「税抜き金額」を入力します。 

それ以外の場合は、「税込み金額」を入力します。 

消費税金額 

自動計算されます。 

※「消費税金額の修正＝する」に設定している場合のみ、消費税金額欄にカー

ソルがあたり、自動表示された消費税金額の修正が行えます。 

⑥ 

貸方科目 
ドロップダウンから貸方科目を選択します。 

※[カナ仮名][ローマ字検索]からの検索も可能です。 

補助科目 
ドロップダウンから補助科目を選択します。 

※[カナ仮名][ローマ字検索]からの検索も可能です。 

⑦ 

消費税 

区分…選択した摘要に設定されている消費税区分が初期表示されます。 

税率…仕訳日付に基づいて自動設定されます。変更も可能です。 

税額方式…「内税/外税」をドロップダウンから選択します。税額が発生しな

い消費税区分の場合は選択・表示されません。 

部門 

ドロップダウンから部門を選択します。 

※「基本情報設定」で[部門集計＝する]と設定している場合のみカーソルが移

動します。 

⑧ 

金額 
「税額方式＝外税」の場合は、「税抜き金額」を入力します。 

それ以外の場合は、「税込み金額」を入力します。 

消費税金額 

自動計算されます。 

※「消費税金額の修正＝する」に設定している場合のみ、消費税金額欄にカー

ソルがあたり、自動表示された消費税金額の修正が行えます。 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

会計帳簿⑩会計伝票
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⑨ 

摘要 

摘要名を入力します。ドロップダウンから摘要を選択することも可能です。 

※摘要名を直接入力する場合、または選択した摘要を修正する場合は 大全角

20 文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

取引先 

取引先名を入力します。ドロップダウンから取引先を選択することも可能で

す。 

※取引先名を直接入力する場合、または選択した取引先を修正する場合は 大

全角 20 文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

⑩ 証 No 
「証 No.」の入力欄です。（半角英数字 4文字以内） 

領収書や請求書を保存する際にナンバリングする記号や番号を入力します。 

⑪ 貸借差額 
借方合計と貸方合計の差額が表示されます。差額がある場合は[F2 登録]を行う

ことができません。 

会計帳簿⑩会計伝票

7、会計帳簿 

710 会計伝票 
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(1)  貸借いずれかの項目（科目、金額）

を入力すると、空欄の次行が表示さ

れます。 

 

(2)  複合仕訳の場合は、次行に入力しま

す。 

 

入力後、画面下の借方合計と貸方合

計が一致していることを確認しま

す。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

２ 複合仕訳の入力 

会計帳簿⑩会計伝票
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(4)  登録が終了すると、次の伝票入力に

移ります。 

 

◆  登録した内容を確認する場合は[前

へ]ボタンをクリックします。 

 

◆  借方合計、貸方合計に差額ある場合

『金額の入力が不正です』というエ

ラーメッセージが表示されます。 

 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

会計帳簿⑩会計伝票
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(1)  仕訳の日付を設定し、入力欄にカー

ソルがある状態で、画面上部「定時

取引取込」をクリックします。 

 

(2)  仕訳として登録したい定時取引パタ

ーンを選択し、必要に応じて修正を

行い、［F2OK］をクリックします。 

 

 

 

貸借に差額がある場合はエラーになります。

(3)  伝票入力画面に戻りますので、［F2

登録］をクリックします。 

 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

３ 定時取引伝票の取込 

会計帳簿⑩会計伝票
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（1）一部の行を削除する場合 

①  該当の複合仕訳を呼び出し、削除し

たい勘定科目にカーソルを合わせま

す。 

②  Delete キーなどで勘定科目の名称

を削除します。 

 

 

 

 

 

削除をした行が空欄になりますので、金額

を調整し差額がない状態にします。 

③  [F2 登録]をクリックします。 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

４ 複合仕訳の修正 

会計帳簿⑩会計伝票
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上記手順のとおり、複合仕訳のうちの一部の行(勘定科目)を削除する場合は勘定科目を

削除する方法になります。 

借方 貸方 

現金 ¥30000 機械装置 ¥55000

未収入金 ¥20000   

固定資産売却損 ¥5000     

 

 

借方 貸方 

現金 ¥50000 機械装置 ¥55000

固定資産売却損 ¥5000     

 

ファンクションキー［F9 伝票削除］は、複合仕訳全体の削除になりますのでご注意下さ

い。 

 

 

 

 

 

 

 

④  ＜確認＞ 

［前へ］ボタンで戻ると、複合仕訳

から、その取引(行)が削除されてい

ます。 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

 

 

〔例〕 

未収入金を削除したい 

ご注意下さい（削除について） 

会計帳簿⑩会計伝票
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(1)  削除したい伝票を開き[F9 伝票削

除]をクリックします。 

(2)  『登録 NoXX を削除してよろしいで

すか？』のメッセージに対して、 

「はい」をクリックするとその時点

で削除は完了です。 

(3)  削除完了後は次の伝票入力画面に移

ります。 

 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

５ 伝票の削除 

会計帳簿⑩会計伝票
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(1)  [絞り込み検索]ボタンをクリック

し、検索条件を設定したうえで

[F2OK]をクリックします。 

(2)  絞り込まれた伝票は［絞込み前へ］

［絞込み次へ］ボタンで表示を切り

替えます。 

 

 

日付順あるいは登録番号順に 1 伝票ずつ

表示されます 

 

◆  絞り込み検索後に［前へ］あるいは

[次へ]ボタンをクリックすると、絞

り込み状態が解除されます。 

 

7、会計帳簿 

710 会計伝票 

６ 絞り込み検索 

会計帳簿⑩会計伝票
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(1)  ［絞り込み検索］あるいは「前へ」

「次へ」で、再利用したい伝票を表

示します。 

 

(2)   [F8 伝票作成]をクリックし「伝票

を再利用しますか」に対して「はい」

を選択します。 

 

 

「いいえ」を選択した場合は新規伝票の作

成になります。 

 

(3)  伝票がコピーされますので、金額等

を修正して[F2 登録]します。 

 

 

 

コピーされない項目 

「日付」＝現時点の 新仕訳と同じ日付 

「金額」＝すべてゼロ 

 

/ 

710 会計伝票 

７ 伝票の再利用 

7、会計帳簿 

会計帳簿⑩会計伝票
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仕訳の行の一番左（＝ 付箋や複合仕訳のマークが入る欄）をダブルクリックすると、その

仕訳の〔会計伝票〕が開きます。 

 

また、仕訳にカーソルがあたっている状態で画面上部の［伝票ジャンプ］ボタンをクリック

する方法もご利用いただけます。 

 

＜伝票ジャンプ利用対象メニュー＞ 

・仕訳日記帳 ・現金出納帳 

・銀行帳   ・総勘定元帳・補助元帳 ・仕訳日記帳（決算仕訳） 

 

 

 

 

 

 

 

会計伝票入力とは 1 つの仕訳(伝票)を 1 画面で入力する、会計帳簿内のメニューです。帳簿入力画面か

らは[伝票ジャンプ]機能でメニューに移ることができます。 

仕訳日記帳、総勘定元帳・補助元帳の操作中に、複合仕訳の修正や追加を行う場合などに使用します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

  

 

 

 

   

 

7、会計帳簿 

711 他メニューへのジャンプ（共通操作） 

１ 会計伝票へのジャンプ 

会計帳簿⑪メニュージャンプ

「伝票ジャンプ」の方法 
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・借方科目が「受取手形（初期科目コード=1121）」 

・[F2 登録]が実行済み 

上記いずれにも該当する仕訳が該当 

 

 

 

 

 

 

 

（1）受取手形入力とは 

受取手形の発生にかかる仕訳の内容を、会計帳簿内のメニュー「受取手形帳」へ連動させる入力方法

です。 

手形帳を使用しない場合は、実行する必要はありません。 

（2）手順 

①  手形発生の仕訳（借方に受取手形が

ある仕訳）にカーソルがある状態で

[受取手形入力]ボタンをクリックし

ます。 

②  受取手形帳に移り、その仕訳で発生

した手形の入力画面になります。 

 

満期日等の手形情報を入力して[F2

登録]をクリックします。 

[Esc 終了]ボタンをクリックすると

元の入力画面へ戻ります。 

 

 

金額等を変更しても帳簿には反映しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

711 他メニューへのジャンプ（共通操作） 

２ 受取手形入力へのジャンプ（発生） 

受取手形帳へジャンプする条件 

会計帳簿⑪メニュージャンプ
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・貸方科目が「支払手形（初期科目コード=4111）」 

・[F2 登録]が実行済み 

上記いずれにも該当する仕訳が該当 

 

 

 

 

 

 

 

（1）支払手形入力とは 

支払手形の発生にかかる仕訳の内容を、会計帳簿内のメニュー「支払手形帳」へ連動させる入力方法

です。 

手形帳を使用しない場合は、実行する必要はありません。 

（2）手順 

①  手形発生の仕訳（貸方に支払手形が

ある仕訳）にカーソルがある状態で

[支払手形入力]ボタンをクリックし

ます。 

②  支払手形帳に移り、その仕訳で発生

した手形の入力画面になります。 

 

満期日等の手形情報を入力して[F2

登録]をクリックします。 

[Esc 終了]ボタンをクリックすると

元の入力画面へ戻ります。 

 

 

金額等を変更しても帳簿には反映しませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

３ 支払手形入力へのジャンプ（発生） 

7、会計帳簿  

711 他メニューへのジャンプ（共通操作） 

支払手形帳へジャンプする条件 

会計帳簿⑪メニュージャンプ
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 決済・裏書・割引・不渡の手形処理（発生以外の手形処理）は直接連動しません 

手形発生以外の仕訳から手形帳へジャンプした場合、手形帳に一覧表示される中から該当する手形を選択

して顛末を修正して下さい。 

 手形帳の修正内容は仕訳に連動しません 

手形帳で修正した内容は、帳簿に連動されません。 

手形帳で修正を行った場合は、帳簿入力に戻って該当する仕訳を修正して下さい。 

 

(1)  例）受取手形決済の仕訳で[受取手形

入力]ボタンをクリックします。 

(2)  「受取手形入力」に移り、受取手形

帳に登録されている未決済の手形が

すべて表示されます。 

決済した手形を選択し、顛末を「決

済」に変更して[F2 登録]をクリック

します。 

 

 

ここで顛末を決済に変更しても、仕訳日記

帳には反映しません。 

7、会計帳簿  

711 他メニューへのジャンプ（共通操作） 

４ 発生以外の手形入力 

    ご注意下さい（受取手形・支払手形共通） 

会計帳簿⑪メニュージャンプ
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仕訳日記帳    総勘定元帳・補助元帳     

 

 

 

 

 

 

 

（1）入出金予定入力とは 

管理帳票内のメニューで作成する「入出金予定表」の内容を、仕訳入力時に並行して行うための機能

です。 

入出金予定表を使用しない場合は、実行する必要はありません。 

 

（2）手順 

①  該当する仕訳(次ページ参照)にカーソ

ルがある状態で[入出金予定入力]ボ

タンをクリックします。 

 

該当しない場合、『資金繰り対象外の

科目のため、利用できません』とエ

ラーが表示されます。 

 

 

 

 

②  入出金予定表のウインドウが表示さ

れるので、入金・出金の予定日等を

入力し［F2 OK］をクリックします。

 

[F2 OK]をクリックすると帳簿に戻

ります。 

 

 

 

 

 

５ 入出金予定入力へのジャンプ 

7、会計帳簿  

711 他メニューへのジャンプ（共通操作） 

   利用可能メニュー 

会計帳簿⑪メニュージャンプ
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（3）ジャンプ可能な仕訳 

  下記の中分類科目に属する勘定科目を使用した、入出金に関連する仕訳がジャンプ可能です。  

中分類 

科目コード 

中分類 

科目名 
借方で使用 貸方で使用 

1120 

 

1300 

売上債権 

 （売掛金、受取手形など） 

他の流動資産 ◆1 

 （前払費用、未収入金など） 

○ 

入金予定 
× 

4110 

 

4130 

4140 

 

4210 

4220 

買入債務 

 （買掛金、支払手形など） 

短期借入金 

他の流動負債 ◆2 

 （未払費用、未払金など） 

長期借入金 

他の固定負債 

× 
○ 

出金予定 

◆1 仮払消費税を除く 

◆2 仮受消費税、裏書手形、割引手形を除く 

    〔例〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仕訳 借方勘定科目 貸方勘定科目 入出金予定表へのジャンプ 

掛売上 売掛金 売上 ○ 

売掛金回収 当座預金 売掛金 × 

掛仕入 仕入 買掛金 ○ 

買掛金回収 買掛金 当座預金 × 

7、会計帳簿 

711 他メニューへのジャンプ（共通操作） 

会計帳簿⑪メニュージャンプ
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摘要と取引先のマスタを追加した場合は、直接仕訳には反映しません。 

追加後にあらためて選択をして下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）マスタ追加登録について 

帳簿メニューから「摘要」「取引先」「補助科目」のマスタを新規に追加することができます。 

登録したマスタは、それぞれ「摘要設定」「取引先設定」「科目設定」に追加されます。 

 

（2）摘要マスタ追加 

①   [摘要登録]ボタンをクリックする

と登録ダイアログが表示されます。

 

各項目を設定後、[F2 OK]ボタンをク

リックすると、摘要設定に追加され

ます。 

（3）取引先マスタ追加 

①   [取引先登録]ボタンををクリック

すると登録ダイアログが表示されま

す。 

 

取引先名等を入力後、[F2 OK]をクリ

ックすると取引先設定に追加されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

712 マスタの追加登録（共通操作）

１ 摘要、取引先の追加登録 

     追加したマスタについて 

会計帳簿⑫マスタ追加
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(1)  科目にカーソルがある状態で[補助

科目登録]ボタンをクリックします。

 

(2)  登録ダイアログが表示されます。 

補助科目名等を入力後、[F2 OK]をク

リックします。 

 

(3)  補助科目登録を実行すると、追加し

た補助科目がそのまま仕訳に反映さ

れます。 

 

また、「科目設定」にも追加した補助

科目が反映します。 

 

7、会計帳簿 

712 マスタの追加登録（共通操作）

２ 補助科目の追加登録 

会計帳簿⑫マスタ追加



- 167 - 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  コピーしたい仕訳にカーソルを合わ

せて[F7 行コピー]をクリックしま

す。 

(2)  空欄の行にカーソルを合わせて 

[F8 行貼り付け]をクリックします。

 

登録するまでは何行も貼り付け可能

です。 

 

 

(3)  必要に応じて修正を行い、[F2 登録]

をクリックします。 

 

7、会計帳簿 

713 仕訳のコピー（共通操作）

１ 仕訳のコピー・挿入 

会計帳簿⑬仕訳コピー
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（1）付箋とは 

入力時に未確定事項があるなど、後でチェックをしたい(チェックをしてもらいたい)仕訳に付箋を貼る

ことができます。 

付箋を貼った仕訳には画面上にマークが付く他、仕訳日記帳などで「付箋つき仕訳のみ」を絞込み検索

することも可能です。 

 

（2）貼付け手順 

①  付箋を貼りたい仕訳にカーソルを合

わせて[F3 付箋]をクリックします。

②  ダイアログボックスが開くので、メ

モや申し渡し事項などを入力して

[F2 OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

714 付箋の貼付け（共通操作）

１ 付箋の貼付け 

会計帳簿⑭付箋
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月次締め処理済みの月の仕訳については、付箋の貼付けや確認・修正等を行うことはできま

せん。 

また、複合仕訳については［会計伝票］メニューで付箋の貼付けや確認修正を行います。そ

の他の会計帳簿メニューでは複合仕訳の付箋は操作できません。  

 

 

 

 

 

 

③  付箋マークが表示されます。 

④  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

ダイアログで［F2OK］をクリックしただけでは

確定しません。 

ダイアログを閉じた後、必ず[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

714 付箋の貼付け（共通操作）

     付箋を貼ることができない仕訳について 

会計帳簿⑭付箋
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（1）付箋の確認 

①  付箋を確認したい仕訳にカーソルを

合わせて[F3 付箋]をクリックしま

す。 

②  ダイアログボックスが開きます。 

 

③  （削除する場合） 

ダイアログボックスで［F9 削除］を

クリックします。 

7、会計帳簿 

714 付箋の貼付け（共通操作）

２ 付箋の確認・削除 

会計帳簿⑭付箋



- 171 - 

 

 

 

 

 

 

④  付箋マークが外れるので[F2 登録]

をクリックします。 

 

 

 

ダイアログで［F9 削除］をクリックしただけでは

確定しません。 

その後、必ず[F2 登録]をクリックします。 

 

（2）各項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 日付 取引年月日が表示されます。付箋をつけた日付ではありません。 

② 登録 No 仕訳登録時に自動付番される番号です。 

③ 区分 会計事務所端末・顧問先端末どちらで付箋を付けたかを表示します。 

※AO＝会計事務所、EU＝顧問先端末 

④ 付箋 メモ帳です。任意で入力をします。（ 大 100 文字） 

 

 

 

7、会計帳簿 

714 付箋の貼付け（共通操作）

会計帳簿⑭付箋
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① 受取日 
手形の受取日についての範囲（開始日～終了日）を指定します。 

年月日を直接入力、またはカレンダーより選択します。 

 

 ■ 受取手形帳の出力・検索 

 ■ 受取手形の入力 

 ■ 受取手形の割引、裏書 

 ■ 受取手形の決済等 

 ■ インポート可能 

 ■ エクスポート可能 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

１ 受取手形帳の表示 

会計帳簿⑮受取手形帳
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② 満期日 
手形の期日についての範囲（開始日～終了日）を指定します。 

年月日を直接入力、またはカレンダーより選択します。 

③ 表示順 
「受取日順」「満期日順」いずれかにチェックを入れます。初期表示は受取日順で

す。 

④ 種別 出力対象の種別（受取/割引/裏書）にチェックを入れます。 

⑤ 顛末 出力対象の顛末（決済/未決済/不渡）にチェックを入れます。 

⑥ 金額 

金額について範囲（下限～上限）を指定します。 

※上限を空欄にした場合は「～以上」という設定になり、下限を空欄にした場合は「～

以下」の設定になります。 

⑦ 受取先 
ドロップダウンから受取先を選択します。 

※受取先には、受取手形の補助科目として登録されているものが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

会計帳簿⑮受取手形帳
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手形帳で作成した手形から、仕訳は自動作成されません 

新規作成する場合は、手形帳ではなく仕訳日記帳などから手形入力にジャンプする方法をおすすめします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 受取手形の新規登録 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

①仕訳日記帳などで、手形関連の仕訳を

入力する 

 

②画面左上の［受取手形入力］ボタンで

受取手形帳の画面にジャンプし、手形

の詳細情報を登録する 

会計帳簿⑮受取手形帳
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（1）各項目について 

① 受取日 
手形の受取年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

② 
受取先 

ドロップダウンから受取先を選択します。 

※受取先には、受取手形の補助科目として登録されているものが表示されます。 

手形番号 任意で入力します。（ 大 8桁） 

③ 手形金額 手形の金額を入力します。（ 大 12 桁） 

④ 

摘要 

摘要名を入力します。ドロップダウンから摘要を選択することも可能です。 

※摘要名を直接入力する場合、または選択した摘要を修正する場合は 大全角 20 文

字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

取引先 

取引先名を入力します。ドロップダウンから取引先を選択することも可能です。 

※取引先名を直接入力する場合、または選択した取引先を修正する場合は 大全角 20

文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

⑤ 

種別 
ドロップダウンから種別を選択します。 

※種別の初期表示は「受取」です。 

割引/裏書日 
「種別」で割引/裏書を選択した場合、割引/裏書日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

⑥ 満期日 
手形の期日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

⑦ 顛末 ドロップダウンから顛末を選択します。 

⑧ 
入金銀行 

ドロップダウンから入金先の口座種別/銀行を選択します。 

※銀行は、当座預金・普通預金等の補助科目として登録されているものが表示されま

す。 

備考 任意で入力します。（ 大 20 文字） 

⑨ [F2 登録] 
全ての仕訳入力が完了しましたら[F2 登録]をクリックします。 

※ [F2 登録]をクリックせずに終了すると登録がされません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

会計帳簿⑮受取手形帳
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(1)  種別をクリックし、割引（若しくは

裏書）を選択します。 

(2)  割引／裏書日を入力します。 

(3)  修正後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

３ 受取手形の割引・裏書 

会計帳簿⑮受取手形帳
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 (1)  顛末をクリックして、決済を選択し

ます。 

(不渡の場合は不渡を選択します) 

(2)  選択後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

決済・裏書・割引・不渡の手形処理（発生以外の手形処理）は直接連動しません 

手形発生以外の仕訳から手形帳へジャンプした場合、手形帳に一覧表示される中から該当する手形

を選択して顛末を修正して下さい。 

 手形帳の修正内容は仕訳に連動しません 

手形帳で修正した内容は、帳簿に連動されません。 

手形帳で修正を行った場合は、帳簿入力に戻って該当する仕訳を修正して下さい。 

 

 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

４ 受取手形の決済 

会計帳簿⑮受取手形帳
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(1)  削除したい受取手形にカーソルを合

わせます。 

(2)  削除対象となった受取手形の行がグ

レーになります。 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

7、会計帳簿 

715 受取手形帳 

５ 受取手形の削除 

会計帳簿⑮受取手形帳
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① 振出日 
手形の振出日についての範囲（開始日～終了日）を指定します。 

年月日を直接入力、またはカレンダーより選択します。 

 

 ■ 支払手形帳の作成・検索 

 ■ 支払手形の入力 

 ■ 支払手形の決済等 

 ■

■

インポート可能 

エクスポート可能 

7、会計帳簿 

716 支払手形帳 

１ 支払手形帳の表示 

会計帳簿⑯支払手形帳
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② 満期日 
手形の期日についての範囲（開始日～終了日）を指定します。 

年月日を直接入力、またはカレンダーより選択します。 

③ 表示順 
「振出日順」「満期日順」いずれかにチェックを入れます。初期表示は振出日順で

す。 

④ 顛末 出力対象の顛末（決済/未決済）にチェックを入れます。 

⑤ 金額 

金額について範囲（下限～上限）を指定します。 

※上限を空欄にした場合は「～以上」という設定になり、下限を空欄にした場合は「～

以下」の設定になります。 

⑥ 支払先 
ドロップダウンから支払先を選択します。 

※支払先には、支払手形の補助科目として登録されているものが表示されます。 

⑦ 決済銀行 

ドロップダウンから口座種別/銀行を選択します。 

※銀行は、当座預金・普通預金等の補助科目として登録されているものが表示されま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

716 支払手形帳 

会計帳簿⑯支払手形帳
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手形帳で作成した手形から、仕訳は自動作成されません 

新規作成する場合は、手形帳ではなく仕訳日記料などから手形入力にジャンプする方法をおすすめします。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 支払手形の新規登録 

7、会計帳簿 

716 支払手形帳 

①仕訳日記帳などで、手形関連の仕訳を

入力する 

②画面左上の［支払手形入力］ボタンで

支払手形帳の画面にジャンプし、手形

の詳細情報を登録する 

会計帳簿⑯支払手形帳
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（1）各項目について 

① 振出日 
手形の振出年月日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

② 
支払先 

ドロップダウンから支払先を選択します。 

※支払先には、支払手形の補助科目として登録されているものが表示されます。 

手形番号 任意で入力します。（ 大 8桁） 

③ 手形金額 手形の金額を入力します。（ 大 12 桁） 

④ 

摘要 

摘要名を入力します。ドロップダウンから摘要を選択することも可能です。 

※摘要名を直接入力する場合、または選択した摘要を修正する場合は 大全角 20 文字

（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

取引先 

取引先名を入力します。ドロップダウンから取引先を選択することも可能です。 

※取引先名を直接入力する場合、または選択した取引先を修正する場合は 大全角 20

文字（半角 40 文字）まで入力が出来ます。 

⑤ 満期日 
手形の期日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

⑥ 

顛末 ドロップダウンから顛末を選択します。 

実行日 
手形の実行日（西暦 8桁）を入力します。 

例）2019 年 1 月 1日の場合→「20190101」と入力 

⑦ 
決済銀行 

ドロップダウンから決済口座種別/銀行を選択します。 

※銀行は、当座預金・普通預金等の補助科目として登録されているものが表示されます。

備考 任意で入力します。（ 大 20 文字） 

⑧ [F2 登録] 
全ての仕訳入力が完了しましたら[F2 登録]をクリックします。 

※ [F2 登録]をクリックせずに終了すると登録がされません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

716 支払手形帳 

会計帳簿⑯支払手形帳
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(1)  顛末「決済」をクリックして決済を

選択し、実行日を入力します。 

(2)  [F2 登録]をクリックします。 

 

決済の手形処理（発生以外の手形処理）は直接連動しません 

手形発生以外の仕訳から手形帳へジャンプした場合、手形帳に一覧表示される中から該当する手形

を選択して顛末を修正して下さい。 

 手形帳の修正内容は仕訳に連動しません 

手形帳で修正した内容は、帳簿に連動されません。 

手形帳で修正を行った場合は、帳簿入力に戻って該当する仕訳を修正して下さい。 

 

 

7、会計帳簿 

716 支払手形帳 

３ 支払手形の決済 

会計帳簿⑯支払手形帳
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(1)  

 

削除したい手形にカーソルを合わせ

ます。 

(2)  [F9 削除]をクリックします。 

 

削除対象となった受取手形の行がグ

レーになります。 

 

 

 

この段階では、削除は実行されません。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

7、会計帳簿 

716 支払手形帳 

４ 支払手形の削除 

会計帳簿⑯支払手形帳
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(1)  給与（賞与）データの集計条件を設

定し、［表示］をクリックします。 

 

 

 

 

 

条件に基づいて、画面下部に集計データが

表示されます。 

(2)  集計データに「摘要」「科目」などの

仕訳情報を割り付けます。 

 

 

 

 

【摘要設定】に登録されていない取引でも

新規に設定ができます。 

 

 ■ 給与計算システムで入力したデータを

会計伝票（仕訳）へ連動 

   

   

   

7、会計帳簿 

717 給与データ取込

１ 取り込みの手順 

会計帳簿⑰給与データ取込
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取込が［F2 実行］された仕訳は、データベースに保存され次月以降の給与データ取込に引き継

がれます。摘要や科目を毎月設定する必要はありません。 

なお、[F2 実行]後に会計伝票画面をキャンセルした場合でも保存は行われます。 

 

＜注意点＞ 

 前月と異なる条件設定をした場合、仕訳情報は引き継がれません。 

（例：前月は部門集計「あり」、今月は「なし」では引き継がれない） 

 仕訳が引き継がれる対象は次月以降の給与データ取込です。過去月の再集計を行う場合に直近

の仕訳情報は反映されません。 

 

 

 

 

 

 

(3)  取り込みたいデータの「取込」欄に

チェックをつけ、[F2 実行]をクリッ

クします。 

(4)  [会計伝票]にジャンプします。 

割り付けた仕訳が表示されますので

必要に応じて、上書き修正を行ない

[F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

717 給与データ取込

会計帳簿⑰給与データ取込

    取込データの次月引き継ぎ 
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① 処理区分 給与/賞与いずれかを選択します。 

② 対象年度 取り込みたい給与/賞与の対象年度を選択します。 

③ 通常・臨時区分 通常/臨時のいずれかを選択します。（給与の場合のみ選択） 

④ 月区分または賞与 取り込みたい給与の月区分、あるいは賞与の名称を選択します。 

⑤ 
勤怠情報パターン 

支給日区分 

取り込みたい社員が含まれる勤怠情報パターンを選択します。（賞与

の場合は「支給日区分」に表示が変わります）。 

⑥ 処理日（日付） 

作成される仕訳の処理日を、該当月の給与メニューにおける【給与締

め日】【給与支払日】から選択します。 

賞与の場合は【給与支払日】を選択して下さい。 

⑦ 
支給額の集計「支給金

額」 

【給与総額】 …控除項目の額を引く前の支給金額を集計。主に、処

理日を「給与締め日」とした場合に選択。 

【差引支給額】…控除項目の額を引いた後の支給金額を集計。主に、

処理日を「給与支払日」とした場合に選択。 

 

7、会計帳簿 

717 給与データ取込

２ 各項目について 

会計帳簿⑰給与データ取込
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⑧ 
控除額の集計「全社一

括集計」 

【する】 …社員区分に依らず全社一括で控除額が集計されます。 

【しない】…社員区分ごとに控除額が集計されます。 

 

※【する】とした場合、控除額の⑨部門別集計⑩役員別集計を行うこ

とができません。 

⑨ 部門別集計 

【する】の場合、給与部門ごとにデータが集計されます。 

 

※ここでの「部門」は会計メニューの部門ではありません。 

支給額や控除額の仕訳をを部門別に作成するためには、仕訳の部門

欄に会計の部門コードを設定します。 

⑩ 役員別集計 
【する】の場合、役員のデータ（役員報酬など）が 1人別に集計され

ます。 

⑪ ［表示］ボタン 

クリックをすると条件設定に基づいて給与データが集計されます。 

集計後に条件を変えた場合も［表示］をクリックしなければデータは

集計されません。 

⑫ 日付 条件設定の［処理日（日付）］に基づいた仕訳日付が表示されます。 

⑬ 

給与部門 
条件設定で［部門別集計］＝「する」とした場合に集計・表示されま

す。 

社員区分 

給与メニューの社員区分ごとに集計・表示されます。 

ただし、控除項目について［全社一括集計］＝「する」としている場

合に社員区分は考慮されません。 

⑭ 

役員氏名 
条件設定で［役員別集計］＝「する」とした場合に、役員一人一人に

分けて集計・表示されます。 

支給控除項目 
給与で使用されている項目が集計・表示されます。通勤費以外の課税

支給項目は１本に合算されます。 

⑮ 金額 

支給・控除項目の金額が集計されます。 

支給項目について［差引支給額］としている場合は、控除項目を差し

引いた金額となります。 

⑯ 摘要名 

仕訳の摘要を設定します。 

マスタ作成「摘要設定」に登録されているものを選択するほか、 

直接文字入力による設定も可能です。 

 

 

 

会計帳簿⑰給与データ取込

7、会計帳簿 

717 給与データ取込
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給与締め日に行う集計（例） 

・処理日（日付） ●給与締め日 ◯給与支給日 

・■支給額の集計 支給金額    ◯給与総額 ●差引支給額 

・■控除額の集計 全社一括集計 ●する ◯しない 

差引支給額、控除額とも借方科目は「従業員給与」。 

差引支給額の貸方科目は「未払金」、控除額の貸方科目は「預り金」として仕訳を作成する。 

 

給与支給日に行う集計（例） 

・処理日（日付） ◯給与締め日 ●給与支給日 

・■支給額の集計 支給金額    ◯給与総額 ●差引支給額 

・□控除額の集計 全社一括集計 ◯する ◯しない 

差引支給額の借方科目は「未払金」、貸方科目は「現金」として仕訳を作成する。 

控除額は集計自体行わない。 

 

 

 

 

 

 

 

⑰ 
借方（貸方）科目 

補助科目 
仕訳の勘定科目、補助科目を設定します。 

⑱ 
消費税 

部門 
仕訳の消費税区分、部門を設定します。 

⑲ 取込 
取り込みの対象とする仕訳にチェックを入れます。金額がないものは

空欄、その他はチェックありが初期表示となります。 

⑳ [F2 実行] 

クリックをすると［会計伝票］画面が開きます。 

会計伝票にて必要に応じて日付や金額などの修正を行い[F2 登録]を

行うことで、取込が完了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7、会計帳簿 

717 給与データ取込

会計帳簿⑰給与データ取込

    集計パターン 
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①  ［対象科目設定］をクリックします。

②  現金照合表で使用したい勘定科目に

チェックを入れ、[F2OK]をクリック

します。 

 

 

 

使用可能な勘定科目は、現預金科目のうち 

“当座預金”よりも上の位置に設定されているも

のとなります。 

 

 ■ 現金残高と帳簿残高の照合管理 

 ■ 日計表(指定した1日間の試算表)の出力

   

   

   

8、集計表 

81 現金照合表・日計表

１ 現金照合表対象科目の設定 

集計表①現金照合表・日計表
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① 対象年月日 

入力・閲覧したい年月日を選択します。過去の年月日も選択可能、［前日］［当日］

ボタンで変更することも可能です。 

初期表示はシステム日付（＝当日）となります。 

② 勘定科目 
対象科目設定で有効になっている勘定科目ドロップダウンリストから選択しま

す。補助科目の選択も可能です。 

③ 現金実際有り高 手元の現金有り高を直接入力します。「小切手他」は金額も直接入力します。 

④ 現金帳簿残高 帳簿残高（＝PB システム上の残高）が連動表示されます。 

⑤ 差額 
実際有り高を基準にした帳簿残高との差額を表示します。 

差額がある場合も登録は可能です。 

⑥ 
現金照合履歴リ

スト 

[F2 登録]が行われた各日の有り高や帳簿残高、差額、登録実行担当者のリスト

を出力します。 

 

 
集計表①現金照合表・日計表

8、集計表 

81 現金照合表・日計表

２ 各項目の説明 
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①  ［印刷］をクリックします。 

②  現金照合表、日計表のうち印刷した

い帳票を選択し[F2OK]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

81 現金照合表・日計表

３ 印刷 

集計表①現金照合表・日計表
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① 事業年度 
当期、翌期から選択します（初期表示は 新仕訳の属する期） 

選択年度が過年度の場合は、当該事業年度で固定。 

② 対象期間（年月） 集計する期間を選択します。 

 

 ■ 月次試算表の集計・出力 

 ■ 補助残高確認表の出力 

 ■ 部門別月次試算表の出力 

 ■ 元帳ジャンプ機能 

 ■ 各種グラフの作成 

 ■ エクスポート可能 

8、集計表 

82 月次試算表 

１ 月次試算表の表示 

集計表②月次試算表
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③ 部門 大・中・小部門のうちから選択します。 

④ 要約・明細 要約表示・明細表示を選択します。 

⑤ 科目コード表示 科目コードの表示有無を選択します。 

⑥ 残高ゼロ表示 残高が 0円の科目の表示有無を選択します。 

⑦ 決算修正仕訳 決算修正仕訳を含めるか選択します。 

⑧ 消費税 税込表示・税抜表示を選択します。 

 

 

 

 

（例）6月～12 月までの月次試算表を集計したい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

82 月次試算表 

      対象期間の選択方法 

6 月をマウスで左クリックしたまま、12 月までマウスをずらします

青く選択された月が集計されます

集計表②月次試算表
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（1）元帳へのジャンプ 

①  元帳へ移動したい勘定科目、あるい

は補助科目をダブルクリックしま

す。 

 

 

元帳ジャンプは、科目残高の内訳・詳細を［総

勘定元帳・補助元帳］で確認・修正するための

機能です。 

②  ダブルクリックした勘定科目(補助

科目)の総勘定元帳・補助元帳が表示

されます。 

 

 

 

さらに「伝票ジャンプ」で会計伝票に切り替えるこ

とも可能です。 

[ESC 終了]で月次試算表に戻ります。 

◆  カーソルを合わせ[元帳ジャンプ]ボ

タンでも同じ操作を行うことができ

ます。 

 

 

8、集計表 

82 月次試算表 

２ 元帳へのジャンプ 

集計表②月次試算表
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（2）ジャンプ後の画面更新 

 

ジャンプしたメニューで仕訳の変更を行った場合、月次試算表画面で［F5 画面更新］が必要です 

 

 

①  ジャンプした入力画面で変更や追加

登録を行い、[ESC 終了]をクリック

します。 

②  月次試算表画面に戻りますので、[F5

画面更新]をクリックします 

 

 

 

 

画面更新を行うことで、ジャンプ先で入力し

た変更内容が反映しますので、必ず実行し

て下さい。 

 

 

 

 

試算表に戻る 仕訳の変更を行う 試算表からジャンプ 
試算表で 

［F5 画面更新］ 

8、集計表 

82 月次試算表 

集計表②月次試算表
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(1)  期間や部門など条件を設定した上で

「補助科目残高一覧選択」をクリッ

クします。 

(2)  科目一覧に表示される科目から、「補

助残高確認表」を表示させたいもの

を「選択科目」へ移動させ[F2OK]を

クリックします。 

(3)  [補助残高確認表]が表示されます。

対象期間などの条件を変更して確認

することも可能です。 

 

[F12 試算表]をクリックすると、月

次試算表に戻ります。 

 

8、集計表 

82 月次試算表 

３ 補助残高確認表の表示 

集計表②月次試算表
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(1)  期間や部門など条件を設定し試算表

を表示させた状態で「印刷」をクリ

ックします。 

(2)  「月次試算表」の場合は、貸借対照

表・損益計算書・製造原価報告書の

うち、印刷したい帳票をチェックし

て[F2 OK]をクリックします。 

帳票は PDF ファイル形式で出力され

ます。 

 

 

「月次試算表」を開いている状態で、「補助

残高確認表」の印刷はできません。 

 

◆  「補助残高確認表」の場合は補助残

高確認表を開き、「印刷」をクリック

します。 

 

8、集計表 

82 月次試算表 

４ 印刷 

集計表②月次試算表
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（1）貸借対照表構成グラフ 

①  「貸借対照表構成グラフ」をクリッ

クします。 

②  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

82 月次試算表 

５ グラフの作成 

集計表②月次試算表
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（2）対売上高比率グラフ 

①  「対売上比率グラフ」をクリックす

ます。 

②  売上高と対比させたい勘定科目を選

択して[F2OK]をクリックします。 

◆  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

 

8、集計表 

82 月次試算表 

集計表②月次試算表
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① 
対象期間 

期首からの累計 

マウスドラッグで選択します。 

単月および期中からの表示とする場合は、「期首からの累計」を外します。

 

 ■ ３期比較試算表の表示・出力 

 ■ 補助残高３期比較表の表示・出力 

 ■ ３期実績比較グラフの作成 

 ■ エクスポート可能 

   

8、集計表 

83 比較試算表 

１ 比較試算表の出力 

集計表③比較試算表
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② 共通費配賦 
損益科目の共通費を配賦する場合に選択します。（部門を選択している場

合のみ有効） 

③ 決算修正仕訳 取引金額の集計に「決算修正仕訳」を含めるかを選択します。 

④ 部門 部門別集計を行う場合に選択します。 

⑤ 集計ボタン 

①から④の条件を設定後に実行します。 

集計表示がされると非アクティブとなり、その後①から④の条件を変更す

るとアクティブ（＝再実行可能）になります。 

⑥ 種別 

要約表示・明細表示を選択します。 

※要約表示では主要な集計科目によるダイジェスト版を表示することが

できます。 

⑦ 残高ゼロ表示 

残高が 0 円の科目の表示有無を選択します。 

※チェックを入れた場合、「前々期」「前期」「当期」の残高がすべて 0 円

の科目も表示されます。 

⑧ 消費税 「税込金額」と「税抜金額」の表示を切り替えます。 

⑨ 単位 「円」と「千円」の表示を切り替えます。 

⑩ 元帳ジャンプ 
金額にカーソルがある状態で実行をすると、総勘定元帳・補助元帳が起動

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

83 比較試算表 

集計表③比較試算表

 

 

 

 

 

 

 

 

【比較試算表】および【月別推移表】では、対象期間や部門などの条件設定後に[集計]ボタンを

クリックする必要があります。 

集計表示が実行されると[集計]ボタンは非アクティブになります。 

 

    ［集計］ボタンについて 

アクティブ（白文字）・・・設定した条件が反映されていない状態。クリックで集計される。 

非アクティブ・・・設定した条件にもとづいて集計表示されている状態。 
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(1) 画面上部「補助残高比較表」をクリ

ックします。 

(2) 対象とする勘定科目を右側「選択科

目」に移動し[F2 OK]をクリックしま

す。 

 

初期値ではすべての勘定科目が選択され

た状態になっています。 

次回以降は前回の選択状態が引き継が

れます。 

(3) 期間など各種条件を設定し[集計]を

クリックします。 

 

8、集計表 

83 比較試算表 

２ 補助残高比較表の出力 

集計表③比較試算表
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(1) 集計表示がされた状態（集計ボタン

が非アクティブの状態）で、画面上

部「３期実績比較グラフ」をクリッ

クします。 

(2) 対象とする勘定科目を設定し[F2 

OK]をクリックします。 

  

(3) グラフは PDF ファイルで出力されま

す。 

 

8、集計表 

83 比較試算表 

３ グラフの作成 

集計表③比較試算表
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① 対象期間 マウスドラッグで選択します。 

② 共通費配賦 
損益科目の共通費を配賦する場合に選択します。（部門を選択している場合のみ

有効） 

 

 ■ 月別推移表の表示・出力 

 ■ 補助残高推移表の表示・出力 

 ■ 複合推移グラフの作成 

 ■ エクスポート可能 

   

8、集計表 

84 月別推移表 

１ 月別推移表の出力 

集計表④月別推移表
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③ 決算修正仕訳 取引金額の集計に「決算修正仕訳」を含めるかを選択します。 

④ 表示 

「月別」表示、「四半期」表示を選択します。 

四半期表示では1 年を3 ヶ月ごと4 つに分割した期と上半期/下半期の計6期間

の表示になります。 

⑤ 部門 部門別集計を行う場合に選択します。 

⑥ 集計ボタン 

①から④の条件を設定後に実行します。 

集計表示がされると非アクティブとなり、その後①から④の条件を変更するとア

クティブ（＝再実行可能）になります。 

⑦ 種別 

要約表示・明細表示を選択します。 

※要約表示では主要な集計科目によるダイジェスト版を表示することができま

す。 

⑧ 残高ゼロ表示 

残高が 0 円の科目の表示有無を選択します。 

※チェックを入れた場合、「前々期」「前期」「当期」の残高がすべて 0 円の科目

も表示されます。 

⑨ 消費税 「税込金額」と「税抜金額」の表示を切り替えます。 

⑩ 単位 「円」と「千円」の表示を切り替えます。 

⑪ 元帳ジャンプ 金額にカーソルがある状態で実行をすると、総勘定元帳・補助元帳が起動します。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

84 月別推移表 

集計表④月別推移表

 

【比較試算表】および【月別推移表】では、月次試算表と同様に「伝票ジャンプ」機能がご利用

になれます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    元帳ジャンプについて 

各期(あるいは月)の金額欄からのみジャンプが可能

です。 

勘定科目・補助科目単位でジャンプを行うことはで

きません。 



- 207 - 

 

 

 

 

 

 

 

(1) 画面上部「補助残高比較表」をクリ

ックします。 

(2) 対象とする勘定科目を右側「選択科

目」に移動し[F2 OK]をクリックしま

す。 

 

初期値ではすべての勘定科目が選択され

た状態になっています。 

次回以降は前回の選択状態が引き継が

れます。 

(3) 期間など各種条件を設定し[集計]を

クリックします。 

 

8、集計表 

84 月別推移表 

２ 補助残高推移表の出力 

集計表④月別推移表
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(1) 集計表示がされた状態（集計ボタン

が非アクティブの状態）で、画面上

部「複合推移グラフ」をクリックし

ます。 

(2) 棒グラフ、折れ線グラフの勘定科目

を選択し[F2 OK]をクリックします。

 

(3)  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

３ 

8、集計表 

84 月別推移表 

グラフの作成 

集計表④月別推移表
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① 対象期間（年月） 集計する対象期間をクリック、またはドラッグ＆ドロップで選択します。 

② 部門 部門別集計を行う場合は部門を選択します。 

 

 ■ 変動損益計算書の出力 

 ■ 変動損益比較グラフの作成 

 ■ 固定費比較グラフの作成 

 ■ 損益分岐点グラフの作成 

 ■ エクスポート可能 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

１ 変動損益計算書の出力 

集計表⑤変動損益計算書
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① 対象期間（年月） 集計する対象期間をクリック、またはドラッグ＆ドロップで選択します。 

② 部門 部門別集計を行う場合は部門を選択します。 

③ 共通費配賦 
損益科目の共通費を配賦する場合に選択します。（部門を選択している場合

に有効） 

④ 決算仕訳 取引金額の集計に「決算修正仕訳」を含めるかを選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

集計表⑤変動損益計算書
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（1）変動損益比較グラフ 

①  「変動損益比較グラフ」をクリック

します。 

②  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

（2）固定費比較グラフ 

①  「固定費比較グラフ」をクリックし

ます。 

 

２ 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

グラフの作成 

集計表⑤変動損益計算書
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②  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

（3）損益分岐点グラフ 

①  「損益分岐点グラフ」をクリックし

ます。 

②  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

集計表⑤変動損益計算書
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変動損益項目は、あらかじめ初期項目が科目設定に登録されております。 

必要に応じて、設定の変更を行って下さい。 

 

また、メンテナンスメニューの「勘定科目テンプレート」で設定を行うと、その後新規で作

成される会社に、一律反映します。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）科目設定 

①  マスタ作成［科目設定］を選択しま

す。 

②  損益科目タブ・製造原価科目タブ内

の各科目について「変動損益項目」

を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

変動損益項目 （科目設定メニュー） 

    初期設定について 

集計表⑤変動損益計算書



- 214 - 

 

個人事業者の場合、項目名が法人と一部異なります。計算方法は同じです。 

① 売上高    →「売上高・収入」 

⑦ 役員報酬   →「専従者給与」 

⑧ 従業員給与等 →「給料・賃金」 

⑯ 営業外損益  →「引当金等」 

⑱ 経常利益   →「控除前所得金額」 

 

 

 

 

 

（2）各項目の計算式について 

表示順 項目名 計算方法 

① 売上高 変動損益項目「売上高」と設定した勘定科目の残高 

② 仕入高 変動損益項目「仕入高」と設定した勘定科目の残高 

③ 外注費 変動損益項目「外注費」と設定した勘定科目の残高 

④ その他変動費 変動損益項目「その他変動費」と設定した勘定科目の残高 

⑤ 変動費 合計 変動損益項目 ②＋③＋④ 

⑥ 限界利益 変動損益項目 ①－⑤ 

⑦ 役員報酬 変動損益項目「役員報酬」と設定した勘定科目の残高 

⑧ 従業員給与等 変動損益項目「従業員給与等」と設定した勘定科目の残高 

⑨ その他人件費 変動損益項目「その他人件費」と設定した勘定科目の残高 

⑩ 人件費合計 変動損益項目 ⑦＋⑧＋⑨ 

⑪ 減価償却費 変動損益項目「減価償却費」と設定した勘定科目の残高 

⑫ 地代家賃等 変動損益項目「地代家賃等」と設定した勘定科目の残高 

⑬ 製造費用 変動損益項目「製造費用」と設定した勘定科目の残高 

⑭ 金融費用 変動損益項目「金融費用」と設定した勘定科目の残高 

⑮ その他固定費 変動損益項目「その他固定費」と設定した勘定科目の残高 

⑯ 営業外損益 変動損益項目「営業外損益」と設定した勘定科目の残高 

⑰ 固定費 合計 変動損益項目 ⑩＋⑪＋⑫＋⑬＋⑭＋⑮＋⑯ 

⑱ 経常利益 変動損益項目 ⑥－⑰ 

                                          (法人) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

      個人事業者の場合 

集計表⑤変動損益計算書
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（1）各項目の計算式について 

表示順 分析値 計算方法 

① 損益分岐点売上高 固定費合計／限界利益率 

② 月平均従業員数 従業員数の期間計／期間 

③ １人あたり売上高(月) 月平均売上高／月平均従業員数 

④ １人あたり付加価値(月) 月平均付加価値額／月平均従業員数 

⑤ １人あたり人件費(月) 月平均人件費／月平均従業員数 

⑥ 限界利益率 (限界利益／売上高)×100 

⑦ 固定比率 (固定費合計／売上高)×100 

⑧ 経営安全率 {1－(損益分岐点売上高／売上高)}×100 

⑨ 付加価値率 (付加価値額／売上高)×100 

⑩ 労働分配率 (人件費計／付加価値額)×100 

― 付加価値額 売上高－(仕入高＋外注費) 

―  従業員数 ｢従業員数入力｣にて別途設定 

 

（2）従業員数入力 

①  変動損益計算書画面の「従業員数入

力」ボタンをクリックし入力画面を

起動します。 

 

従業員数を入力後、［F2OK］をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

8、集計表 

85 変動損益計算書 

変動損益分析値 

集計表⑤変動損益計算書
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① 対象期間 
ドロップダウンから期を選択します。「期首からの累計」のチェックを外すと、

単月の指定が可能です。 

② 残高ゼロ表示 チェックを入れている場合は使用していない消費税区分も表示されます。 

 

 ■ 消費税集計表の出力 

 ■ 課税方式比較表 

 ■ エクスポート可能 

   

   

8、集計表 

86 消費税集計表 

１ 消費税区分集計表 

集計表⑥消費税集計表
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① 対象期間 
ドロップダウンから期を選択します。「期首からの累計」のチェックを外すと、

単月の指定が可能です 

② 対象税率 税率ごとに絞り込み表示をする場合に選択します。(初期表示＝全て) 

③ 補助科目 チェックを入れると補助科目別の内訳が集計・表示されます。 

④ 残高ゼロ表示 残高がない消費税区分も表示させる場合にチェックを入れます。 

⑤ 税抜／税込 税抜/税込の表示方法を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

8、集計表 

86 消費税集計表 

科目別消費税区分集計表 

集計表⑥消費税集計表
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① 対象期間 
ドロップダウンから期を選択します。「期首からの累計」のチェックを外すと、

単月の指定が可能です 

② 補助科目 チェックを入れると補助科目別の内訳が集計・表示されます。 

③ 税抜／税込 税抜/税込の表示方法を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 

8、集計表 

86 消費税集計表 

簡易課税集計表 

集計表⑥消費税集計表
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(1)  科目別消費税区分集計表タブにて、

明細を表示させたい勘定科目にカー

ソルを合わせます。 

 

 

 

消費税区分集計表タブでは、この機能は

無効です。 

(2)  勘定科目にカーソルがある状態で

[科目別明細]ボタンをクリックしま

す。 

(3)  その勘定科目で使用された消費税区

分とその残高が表示されます。 

 

※仕訳日記帳へのジャンプも可能で

す。(後述) 

 

４ 

8、集計表 

86 消費税集計表 

科目別明細 

集計表⑥消費税集計表
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（1）消費税区分集計表からのジャンプ 

①  消費税区分集計表タブ内の、ジャン

プしたい消費税区分にカーソルを合

わせます。 

②  消費税区分にカーソルがある状態で

[日記帳ジャンプ]ボタンをクリック

します。 

③  選択した消費税区分で絞り込まれた

「仕訳日記帳」へジャンプします。

 

５ 

8、集計表 

86 消費税集計表 

仕訳日記帳へのジャンプ 

集計表⑥消費税集計表



- 221 - 

 

 

 

 

 

（2）科目別消費税区分集計表からのジャンプ 

①  科目別消費税区分集計表タブにて、

明細を表示させたい勘定科目にカー

ソルを合わせ、[科目別明細]ボタン

をクリックします。 

 

②  「科目別明細」にてジャンプしたい

消費税区分にカーソルがある状態で

[仕訳日記帳ジャンプ]ボタンをクリ

ックします。 

③  選択した消費税区分で絞り込まれた

「仕訳日記帳」へジャンプします。

 

 

 

 

 

消費税区分の絞り込みであるため、科目の

絞り込みは行われません。 

 

 

8、集計表 

86 消費税集計表 

集計表⑥消費税集計表
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（3）ジャンプ後の画面更新 

ジャンプしたメニューで仕訳の変更を行った場合、消費税集計表画面で［F5 画面更新］が必要です 

 

 

 

①  ジャンプした入力画面で変更や追加

登録を行い、[ESC 終了]をクリック

します。 

②  消費税集計表画面に戻りますので、

[F5 画面更新]をクリックします 

 

 

 

 

画面更新を行うことで、ジャンプ先で入力し

た変更内容が反映しますので、必ず実行し

て下さい。 

 

 

 

 

8、集計表 

86 消費税集計表 

集計表に戻る 仕訳の変更を行う 集計表からジャンプ 
集計表で 

［F5 画面更新］ 

集計表⑥消費税集計表
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課税売上、課税仕入等の消費税集計額を元に、概算の消費税申告額を算出します。 

課税方法が「一般(本則)」である場合と「簡易」である場合の比較を行うことも可能です。

また、一般課税の場合、税額控除方式を「全額」「個別対応」「比例配分」から選択するこ

とができます。 

(1) [課税方式比較]ボタンをクリックし

ます。 

消費税区分集計表、科目別消費税区分

集計表のいずれのタブ上にも同じボタンが

表示されています。

(2) 課税方式比較表が表示されます。

課税方式等を変更しても、集計表に影響

はありません。 

６

8、集計表 

8-6 消費税集計表

課税方式比較

   「課税方式比較表」とは

集計表⑥消費税集計表
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 ■ 部門別損益計算書の作成・印刷 

 ■ 部門間売上比率グラフの作成・印刷 

 ■ エクスポート可能 

 ■ 基本情報設定「部門別集計＝する」の場

合のみ利用可能 

   

87 部門別損益計算書

8、集計表 

１ 部門別損益計算書の作成 

集計表⑦部門別損益計算書
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① 対象期間（年月） 

ドロップダウンリストより「期」を選択し、月選択バーより「期間」を選

択します。 

集計期間を複数月選択する場合は開始月から終了月までをドラッグしま

す。単月の印刷をする場合は「期首からの累計」のチェックを外し、「月」

を選択します。 

② 集計単位 

小部門・中部門・大部門より選択します。 

集計単位で中部門・大部門を選択した場合は「部門選択」欄で「全社」も

しくは「中部門」「大部門」を選択します。（大部門、中部門が未設定の場合は

設定不可となります。） 

③ 構成比率 

売上比率（売上比）：部門毎の「純売上高」を 100 とし、その部門の各科目

の割合を表示します。 

部門間比率（部門比）：全社の科目の合計を 100 とし、部門の各科目の割合

を表示します。             小数点第 3位以下は四捨五入。

※比率＝桁数をオーバーした場合は「******」表示になります。 

    「0.01」以下の場合は「0.01」を表示します。 

④ 種別 
勘定科目の印字形式を「要約」「明細」に切り替えます。初期値は「明細」

形式での印字になります。 

⑤ 共通費を配賦する 

共通費の配賦前・配賦後を選択します。チェックを付けた場合は、「共通」

部門の残高を「部門設定」で設定した科目別の配賦率により、各部門に振

り分けます。 

１円未満の端数が出た場合は、 も配賦率の高い部門で調整されます。 

  ※全科目について共通費の配賦がおこなわれたときのみ、「共通＝０」

になるため「共通」行は非表示となります。 

⑥ 残高 0科目を表示する 残高０の科目の印字をする場合はチェックを付けます。 

⑦ 残高 0部門を表示する 残高０の部門の印字をする場合はチェックを付けます。 

⑧ 決算修正仕訳を含む 決算修正仕訳を含めて表示する場合はチェックを付けます。 

⑨ 消費税 
基本情報設定「消費税計算＝する」場合、「経理方法＝税抜または税込」を

切り替えます。 

⑩ 単位 

印字する残高の単位を切り替えることができます。「円」「千円｣から選択で

きます。「千円」を選択した場合は、千円未満を四捨五入します。 

また、千円未満の場合は「１」とします。（例：900 円→１「千円」） 

⑪ [F2 出力] 集計条件を設定後、[F2 出力]をクリックします。 

87 部門別損益計算書

8、集計表 
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(1)  「部門間売上比率グラフ」をクリッ

クします。 

(2)  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

 

 

表示される部門は上位 5 部門、それ以外

は「その他」に集計されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 部門間売上比率グラフの作成 

87 部門別損益計算書

8、集計表 
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(1)  画面左上の[CF 項目設定]をクリッ

クします。 

 

 

(2)  科目を設定したい「キャッシュフロ

ー項目」を選択します。 

 

 

 

基本的な科目にはキャッシュフロー項目が

初期設定されています。 

 

 

 

 ■ キャッシュフロー計算書作成 

(直接法・間接法) 

 ■ キャッシュフロー計算書グラフ作成 

   

   

   

9、管理会計 
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１ キャッシュフロー項目の設定 
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ＣＦ項目設定（＝集計される科目の個別設定）が可能なキャッシュフロー項目は以下のと

おりです。 

設定した科目の残高が、キャッシュフロー計算書に連動します。 

 

・貸倒損失         ・固定資産除却損 

・前受収益の純増/純減    ・未払金等の純増/純減  

・定期性預金の純増/純減     ・貸付金の純増/純減   

・有価証券の純増/純減 

 

 

 

 

 

 

(3)  キャッシュフロー項目の集計対象に

する勘定科目を、「科目一覧」から、

「選択科目」に移動します。 

 

 

 

キャッシュフロー項目により、選択できる勘定

科目は異なります。 

 

(4)  科目を選択後、[F2 OK]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 
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① 対象期間（年月） 

ドロップダウンリストより「期」を選択し、月選択バーより「期間」を

選択します。（選択年度が過年度の場合は、当該事業年度で固定） 

集計期間を複数月選択する場合は開始月から終了月までをドラッグしま

す。単月の印刷をする場合は「期首からの累計」のチェックを外し、「月」

を選択します。 

※仕訳データがある場合は登録済み仕訳の 終仕訳の日付が属する期、

登録済み 仕訳の 終日付の属する月が選択されます。 

仕訳データが無い場合は「当期」の「期首年月」が選択されます。） 

② 無償増資・減資の額 無償増資・減資の額を入力します。（千円単位） 

③ 配当金の支払額 配当金の支払額を入力します。（千円単位） 

④ [F2 出力] 
設定完了後、｢F2 出力｣をクリックします。 

帳票は PDF で出力されます。 

２ キャッシュフロー計算書の作成 

管理会計①キャッシュフロー

9、管理会計 
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(1)  「CF グラフ」をクリックします。 

(2)  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グラフの作成 

9、管理会計 

91 キャッシュフロー計算書

管理会計①キャッシュフロー



- 231 - 

 

 

 

 

 

 

 

No 項目名 取得科目 

1 営業キャッシュフロー 計算 №2-10+22+23 

2 営業収入 計算 №3+8+9 

3 売上総収入 計算 №4+5+6+7 

4 純売上高 集計科目「6199 純売上高」の期間残高 

5 
売掛債権の純増 

(純減) 

集計科目「1139 売上債権計」の期間残高×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

6 貸倒損失 CF 項目設定画面「貸倒損失」に設定した科目の期間残高計×(-1) 

7 
前受収益の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「前受収益の純増/純減」に設定した科目の期間残高

計 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

8 受取利息・配当金 
集計科目「7119 受取利息・配当」の期間残高 

※個人事業者の場合はなし 

9 雑益等収入 

集計科目「7129 その他営業外収益計」＋「8199 特別利益計」の期間

残高 

※個人事業者＝「集計科目 7199 繰戻等計」の期間残高 

10 営業支出 計算 №11+15+20+21 

11 原価総支出 計算 №12+13+14 

12 売上原価 集計科目「6299 売上原価」-「6365 減価償却費」の期間残高 

13 
買掛債務の純増 

(純減) 

集計科目「4129 買入債務計」の期間残高×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

14 
棚卸資産の純増 

(純減) 

集計科目「1299 棚卸資産計」の期間残高  

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

15 販売管理費総支出 計算 №16+17+18+19 

16 人件費支出 集計科目「6449 人件費計」の期間残高 

17 その他経費支出 
集計科目「6488 その他経費計」-「6472 減価償却費」- CF 項目設定

画面「貸倒損失」に設定した科目の期間残高計 

18 
未払金等の純増 

    （純減） 

CF 項目設定画面「未払金等の純増/純減」に設定した科目の期間残高

計×(-1)  

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

19 支払利息 集計科目「7219 支払利息等」の期間残高 

 

 

４ 各項目の計算式（直接法） 

9、管理会計 

91 キャッシュフロー計算書
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No 項目名 取得科目 

20 雑損等支出 

集計科目「7289 その他営業外費用計」+「8299 特別損失計」の期間残

高-CF 項目設定画面「固定資産除却損」に設定した科目の期間残高計

※個人事業者＝「集計科目 7299 繰入額等計」の期間残高- CF 項目設

定画面「固定資産除却損」に設定した科目の期間残高計 

21 法人税等の支払 
勘定科目「9112 法人税・住民税及び事業税」の期間残高 

※個人事業者の場合はなし 

22 
その他資産の純増 

（純減） 

集計科目「1399 他流動資産計」+「3199 繰延資産合計」+「3311 諸口」

+「3312 科目未定」-「CF 項目設定画面に設定されている“1300 他の

流動資産”に属する科目」の期間残高 ×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

23 
その他負債の純増 

（純減） 

集計科目「4189 他流動負債計」-「CF 項目設定画面に設定している

“4140 他の流動負債”に属する科目」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

24 投資キャッシュフロー 計算 No25+26+27+28+29 

25 
定期性預金の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「定期性預金の純増/純減」に設定した科目の期間残

高計×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

26 
有価証券の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「有価証券の純増/純減」に設定した科目の期間残高

計×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

27 
固定資産の純増 

(純減) 

集計科目「2199 有形固定資産計」+「2299 無形固定資産計」+減価償

却費+固定資産除却損の期間残高×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

28 
その他投資の純増 

(純減) 

集計科目「2399 その他投資計」-「CF 項目設定画面に設定している

“2300 投資その他の資産”に属する科目」の期間残高×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

29 
貸付金の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「貸付金の純増/純減」に設定した科目の期間残高計

×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

30 フリーキャッシュフロー 計算 No1+24 

31 財務キャッシュフロー 計算 No32+33+34+35+36 
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No 項目名 取得科目 

32 
短期借入金の純増 

(純減) 

集計科目「4139 短期借入金計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

33 
長期借入金の純増 

(純減) 

集計科目「4219 長期借入金計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

34 
その他固定負債の純増  

(純減) 

集計科目「4239 他の固定負債計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

35 
資本金の純増 

(純減) 

勘定科目「5111 資本金」の期間残高-画面で入力した無償増資減資の

額 

※個人事業者：ＣＦ項目名「事業主勘定のＸＸ」＝「4319 事業主借

計」－「3219 事業主貸計」＋「5111 元入金」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

36 配当金の支払い 
画面で入力した配当金の支払額×(-1) 

※個人事業者の場合はなし 

37 キャッシュフロー 計算  No30+31 

38 
YYYY/MM/DD  

現金・預金 
集計科目「現金預金計」-№25 の期間開始月前月残高 

39 
YYYY/MM/DD  

現金・預金 
集計科目「現金預金計」-№25 の期間終了月当月残高 
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No 項目名 取得科目 

1 営業キャッシュフロー 計算 №2+3+4+5+6+7+8+9+10+1112+13 

2 税引前当期利益 

集計科目「8599 税引前当期純利益」の期間残高 

※個人事業者：ＣＦ項目名「控除前所得金額」＝「集計科目 9199 控

除前所得金額」の期間残高 

3 
売掛債権の純増 

(純減) 

集計科目「1139 売上債権計」の期間残高+「4.貸倒損失」×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

4 貸倒損失 CF 項目設定画面「貸倒損失」に設定した科目の期間残高計 

5 
前受収益の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「前受収益の純増/純減」に設定した科目の期間残高

計 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

6 
買掛債務の純増 

(純減) 

集計科目「4129 買入債務計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

7 
棚卸資産の純増 

(純減) 

集計科目「1299 棚卸資産計」の期間残高×(-1)  

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

8 
未払金等の純増 

    （純減） 

CF 項目設定画面「未払金等の純増/純減」に設定した科目の期間残高

計  

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

9 減価償却費 勘定科目「6365 減価償却費」+「6472 減価償却費」 

10 固定資産除却損 CF 項目設定画面「固定資産除却損」に設定した科目の期間残高計 

11 法人税等の支払 
勘定科目「9112 法人税・住民税及び事業税」の期間残高 

※個人事業者の場合はなし 

12 
その他資産の純増 

（純減） 

集計科目「1399 他流動資産計」+「3199 繰延資産合計」+「3311 諸口」

+「3312 科目未定」-「CF 項目設定画面に設定されている“1300 他の

流動資産”に属する科目」の期間残高 ×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

13 
その他負債の純増 

（純減） 

集計科目「4189 他流動負債計」-「CF 項目設定画面に設定している

“4140 他の流動負債”に属する科目」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

14 投資キャッシュフロー 計算 No15+16+17+18+19 

15 
定期性預金の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「定期性預金の純増/純減」に設定した科目の期間残

高計×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

9、管理会計 
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No 項目名 取得科目 

16 
有価証券の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「有価証券の純増/純減」に設定した科目の期間残高

計×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

17 
固定資産の純増 

(純減) 

集計科目「2199 有形固定資産計」+「2299 無形固定資産計」+№9+10

の期間残高×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

18 
その他投資の純増 

(純減) 

集計科目「2399 その他投資計」-「CF 項目設定画面に設定している

“2300 投資その他の資産”に属する科目」の期間残高×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

19 
貸付金の純増 

(純減) 

CF 項目設定画面「貸付金の純増/純減」に設定した科目の期間残高計

×(-1) 

※0＞の場合「純増」、それ以外は「純減」 

20 フリーキャッシュフロー 計算 No1+14 

21 財務キャッシュフロー 計算 No22+23+24+25+26 

22 
短期借入金の純増 

(純減) 

集計科目「4139 短期借入金計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

23 
長期借入金の純増 

(純減) 

集計科目「4219 長期借入金計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

24 
その他固定負債の純増  

(純減) 

集計科目「4239 他の固定負債計」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

25 
資本金の純増 

(純減) 

勘定科目「5111 資本金」の期間残高-画面で入力した無償増資減資の

額 

※個人事業者：ＣＦ項目名「事業主勘定のＸＸ」＝「4319 事業主借

計」－「3219 事業主貸計」＋「5111 元入金」の期間残高 

※0＞の場合「純減」、それ以外は「純増」 

26 配当金の支払い 
画面で入力した配当金の支払額×(-1) 

※個人事業者の場合はなし 

27 キャッシュフロー 計算  No20+21 

28 
YYYY/MM/DD  

現金・預金 
集計科目「現金預金計」-№15 の期間開始月前月残高 

29 
YYYY/MM/DD  

現金・預金 
集計科目「現金預金計」-№15 の期間終了月当月残高 

 

管理会計①キャッシュフロー

9、管理会計 

91 キャッシュフロー計算書
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(1)  予定表新規作成ボタンをクリックし

ます。 

(予定表を初めて作成する場合はそ

のまま入力を始めます) 

(2)  各項目を入力し、[F2 登録]をクリッ

クします。 

 

 

 

入出金予定入力を行っている項目は、金

額が自動表示されます。 

 

 

 ■ 現預金(資金科目)の入金/出金予定表を

作成。 

 ■ 仕訳入力の入出金予定入力が連動 

 ■ オリジナルの入出金項目の追加可能 

 ■ エクスポート可能 

 

   

   

9、管理会計 

92 入出金予定表 

１ 予定表の作成 

管理会計②入出金予定表
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① 予定表リスト 
作成済みの予定表が表示されます。予定表は、ダブルクリックで表示されま

す。 

② 対象期間 
予定表の対象期間（作成の日から 3ヶ月内）を設定します。 

作成済みの予定表の場合は非アクティブとなり変更できません。 

③ 現時点での資金 予定表作成時点での資金科目の金額を入力します。。 

④ メモ 予定表に関連する注釈等を入力します。 

⑤ 項目 
入出金予定入力が行われた項目が連動されます。 

入金/出金項目は新規作成も可能です。 

⑥ 予定/コメント 

入金/出金の予定額が連動されます。新規に項目を作成した場合は、金額を直

接入力します。 

必要に応じて注釈等を入力します。 

⑦ [F2 登録] 各項目の入力後、[F2 登録]をクリックします。 

 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

２ 各項目について 

管理会計②入出金予定表
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(1)  [F6 項目追加]をクリックします。 

 

(2)  入出金予定入力画面に、勘定科目(補

助科目)と入出金の予定を入力し、

[F2OK]をクリックします。 

 

 

 

仕訳日記帳などで、既に入出金予定入力

が行われている勘定科目・補助科目を選

択することはできません。 

 

(3)  入力した項目が追加されますので、

[F2 登録]をクリックします。 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

３ 入出金予定入力の追加実行 

管理会計②入出金予定表
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(1)  修正を行いたい項目にカーソルを合

わせ、[F7 項目修正]をクリックしま

す。 

 

(2)  入力済みの内容を修正し、[F2OK]を

クリックします。 

 

 

 

勘定科目・補助科目を修正することはでき

ません。 

 

 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

４ 入出金予定項目の修正 

管理会計②入出金予定表
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(1)  削除を行いたい項目にカーソルを合

わせ、[F7 項目修正]をクリックしま

す。 

 

(2)  [F9 削除]をクリックします。 

 

 

 

選択した項目の内容全てが削除されます。

 

 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行った時点で削除が完了しま

す。 

 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

５ 入出金予定項目の削除 

管理会計②入出金予定表
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入出金項目は、入出金予定入力から連動される項目（勘定科目・補助科目）と、独自に作

成する項目（オリジナル項目）の２種類に分けられます。 

 

1120 売上債権(売掛金、受取手形など） 

1300 他の流動資産(前払費用、未収入金など） 

4110 買入債務(買掛金、支払手形など） 

4130 短期借入金 

4140 他の流動負債(未払費用、未払金など） 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  作成したい行に、項目名や金額を入

力します。 

入出金予定入力の対象項目欄にはオ

リジナル項目を作成することはでき

ません。 

 

 

空欄の行がない場合は、追加したい行の

上行にカーソルを合わせ、[F8 行挿入]をクリ

ックします。 

(2)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

６ オリジナル項目の新規作成 

管理会計②入出金予定表

    入出金項目について 

入出金予定入力の対象

となる勘定科目 
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(1)  削除したい項目にカーソルを合わ

せ、[F9 行削除]をクリックします。

 

 

 

(2)  削除の対象となる行がグレーになり

ます。 

 

 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

[F2 登録]を行うと行が削除されます。 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

７ オリジナル項目の削除 

管理会計②入出金予定表
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(1)  削除したい予定表が開いている状態

で、[予定表削除]をクリックします。

 

 

 

(2)  確認ダイアログに対して[はい]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

92 入出金予定表 

８ 予定表の削除 

管理会計②入出金予定表
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資金繰り表では、現預金科目＝資金科目の推移を確認・シミュレーションします。 

◆  ＜科目設定＞ 

現金～普通預金が「資金科目」と初

期設定されています。 

資金科目は任意に追加・修正が可能

です。 

 

 

資金繰り表では、これら「資金科目」の残

高推移＝資金繰りを確認します。 

 

◆  ＜科目設定＞ 

資金科目以外の勘定科目について

は、科目の特性に合った資金繰り項

目を設定します。 

 

 

 

資金科目の推移要因として、これらの科目

が項目ごとに集計されます。 

 

 ■ 資金科目の推移を確認・シミュレーショ

ン 

   

   

   

   

9、管理会計 

93 資金繰り表 

１ 資金繰り項目の設定（科目設定メニュー） 

管理会計③資金繰り表
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① 実績期間 対象期間のうち、実績のある期間（＝仕訳が入力されている期間）が表示されます。

② 対象期間 
実績のある期間以降の、対象期間を入力します。 

[F2 登録]がされている状態では、入力ができなくなります。 

③ 前月繰越 資金科目に該当する勘定科目の残高合計が表示されます。 

④ 資金繰り項目 

各資金繰り項目の資金科目に関連する残高の合計、並びに入出金予定表メニューで

登録した予定額が表示されます。 

実績期間中の文字色「黒」、実績期間外の文字色「青」。いずれも直接入力が可能で

す。 

⑤ [F2 登録] 
各項目の入力後、[F2 登録]をクリックします。 

次回以降は 後に[F2 登録]された内容が初期表示されます。 

⑥ 実績再集計 

新の仕訳データに基づいて、実績期間と実績値を再集計します。直接入力してい

た値はクリアされます。 

※ ただし、仕訳がない期間の入力値はクリアされません 

 

9、管理会計 

93 資金繰り表 

２ 資金繰り表の作成 

管理会計③資金繰り表
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(1)  ［収支推移グラフ］ボタンをクリッ

クします。 

(2)  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

93 資金繰り表 

３ 収支推移グラフの作成 

管理会計③資金繰り表
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(1)  ［資金繰り初期化］ボタンをクリッ

クします。 

(2)  メッセージに対し「はい」をクリッ

クします。 

 

 

 

直接入力した内容がすべてクリアされ、実

績値が再連動します。 

対象年月欄がアクティブになります。 

(3)  [F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

 

[F2 登録]を行った段階で初期化が完了 

します。 

登録を行わないまま終了した場合は、初期

化は実行されません。 

 

9、管理会計 

93 資金繰り表 

４ 資金繰りデータの初期化 

管理会計③資金繰り表



- 248 - 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 事業年度 ドロップダウンから事業年度を選択します。当期と翌期が選択可能です。 

② 部門選択 部門を選択します。大・中・小部門が選択可能です。 

 

 ■ 損益科目の年間予算策定 

 ■ 部門ごとの設定も可能 

 ■ 登録内容は「予算実績管理」メニューに

反映 

 ■ エクスポート可能 

   

9、管理会計 

94 予算策定 

１ 各項目の説明 

管理会計④予算策定 
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予算策定メニューでは、当期の予算作りのみを行います。 

策定した予算と、実際の当期損益（実績）との比較は、「予算実績管理」メニューで行い

ます。 

 

 

 

 

 

 

③ 種別 科目分類の表示方法を選択します。 

④ 残高ゼロ表示 残高ゼロの科目を表示させない場合はチェックを外します。 

⑤ 決算修正仕訳 集計額に決算修正仕訳を含めるか選択します。 

⑥ 科目名 勘定科目(損益科目)とその集計科目が表示されます。 

⑦ 前期実績 選択した事業年度の前年度（前期）の残高が表示されます。修正はできません。 

⑧ 予算 
選択した事業年度（当期）の予算を入力します。 

直接入力する方法と、簡易入力する方法があります。 

⑨ [F2 登録] 全科目、期間の予算策定後、[F2 登録]を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

94 予算策定 

管理会計④予算策定 

    実績比較は「予算実績管理」メニューで 

予算実績管理 

～予算と実績を比較する～ 

予算策定 

～予算計画をする～ 
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(1)  策定したい科目の予算欄にカーソル

がある状態で、[簡易入力]ボタンを

クリックします。 

 

 

 

(2)  策定方法「均等月額法」「実績比率按

分法」のいずれかを選択し、金額を

入力します。 

 

 

 

策定方法は次頁で解説します。 

(3)  策定方法に基づいた予算額が１年分

表示されますので[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

9、管理会計 

94 予算策定 

２ 予算の簡易入力 

管理会計④予算策定
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予算の策定方法は「直接入力」「簡易入力：均等月額法」「簡易入力：実績比率按分法」の３

種類から選択できます。 

それぞれの方法を組み合わせて予算を策定して下さい。 

なお、簡易入力で策定された予算額を修正入力することも可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方法 入力方法 予算の算出 

直接入力 各科目の各月の予算欄に金額を直接入力 各欄に入力した金額 

簡易入力 

均等月額法 
簡易入力ダイアログに、その科目の予算総額（年間

累計）を入力 

入力した予算総額を、

その事業年度の月数で

各月に按分 

簡易入力 

実績比率按分法 
簡易入力ダイアログに、その科目の予算総額（年間

累計）を入力 

入力した予算総額を、

前期事業年度の実績に

応じて各月に按分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

94 予算策定 

管理会計④予算策定

   予算の策定方法 
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(1)  予算の登録後、印刷ボタンをクリッ

クします。 

 

 

 

(2)  印刷したい予算計画表「月別」「年間」

を選択して[F2 OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

94 予算策定 

３ 予算計画表の印刷 

管理会計④予算策定
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① 事業年度 
ドロップダウンから事業年度を選択します。当期と翌期が選択可能です。 

「期首からの累計」のチェックを外すと、単月の指定が可能です 

 

 ■ 予算策定で設定した予算に対する実績

比較表を作成 

 ■ 

 

エクスポート可能 

   

   

   

管理会計⑤予算実績管理 

9、管理会計 

95 予算実績管理 

１ 各項目の説明 
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予算実績管理メニューでは、「予算策定」メニューで登録された各予算を元に、当期の実

績を比較した帳票やグラフを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

② 出力帳票 

月次管理表と月別推移表のいずれかを選択します。 

 ・月次管理表…指定した月時点の、予算と実績の比較表を出力します。 

 ・月別推移表…事業年度各月の、予算と実績の比較表を一覧出力します 

③ 部門 損益部門を選択します。大・中・小部門が選択可能です。 

④ 種別選択 科目分類の表示方法を選択します。 

⑤ 残高ゼロ表示 残高ゼロの科目を表示させない場合はチェックを外します。 

⑥ 決算修正仕訳 集計額に決算修正仕訳を含めるか選択します。 

⑦ [F2 出力] 設定完了後、[F2 出力]を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

95 予算実績管理 

管理会計⑤予算実績管理 

    事前に「予算策定」を行なって下さい 

予算実績管理 

～予算と実績を比較する～ 

予算策定 

～予算計画をする～ 
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(1)  ［予算実績対比グラフ］をクリック

します。 

(2)  グラフは PDF ファイル形式で出力さ

れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9、管理会計 

95 予算実績管理 

２ グラフの作成 

管理会計⑤予算実績管理
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「データ監査」とは、監査におけるポイントや手順を「監査項目」として標準化し、簡単な操作で監査業

務を行うことができるメニューです。 

チェック項目が標準化されていることで、新入社員や未経験者でも短期間で一定水準の監査業務を行うこ

とができるようになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 重複仕訳など、監査項目に該当する仕訳

をチェック 

 ■ 初期設定されている監査項目は 18 項目 

 ■ 独自の監査項目を作成し、担当者や企業

に合わせたチェックが可能 

 ■ インポート可能（監査項目） 

 ■ エクスポート可能（監査項目） 

10、会計監査 

101 データ監査 

１ データ監査とは 

会計監査①データ監査 

重複仕訳はあるか？ 

科目未定の仕訳はあるか？ 

０円の仕訳はあるか？   など… 

    データ監査 ～標準化～ 

ボタン１つで 

チェック 

帳簿入力 

月次締め処理 

NG 
データ監査からＮＧ帳票へジャンプ 

OK 
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(1)  監査対象期間を選択します。 

 

 

 

 

監査期間は 大 3 ヶ月までとなります。 

(2)  監査を行いたい項目のチェックボッ

クスをチェックし、[F2 実行]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

全選択、全解除ボタンで一括チェックが可

能です。 

(3)  該当する仕訳や科目がある場合、該

当データ欄に「あり」と表示されま

す。 

 

 

 

 

 

会計監査①データ監査

10、会計監査 

101 データ監査 

２ 監査の実行 
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(1)  監査対象になった項目の該当データ

欄「あり」をクリックします。 

 

 

 

(2)  ＜仕訳系＞ 

仕訳に関連する監査項目の場合は、

該当する仕訳日記帳へジャンプしま

す。 

 

修正等の操作方法は、通常の仕訳日

記帳と同じです。 

(3)  ＜科目系＞ 

科目に関連する監査項目の場合は、

該当する科目のサブ画面が表示され

ます。 

修正したい勘定科目、補助科目をク

リックすると総勘定元帳、補助元帳

へジャンプします。 

 

10、会計監査 

101 データ監査 

３ 監査該当データの確認・修正 

会計監査①データ監査
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① 印刷ボタン 印刷ボタンをクリックすると、印刷サブ画面が起動します。 

② データ監査リスト 
登録されている監査項目とその結果を出力します。 

チェックリストとしてご使用下さい。 

③ 付箋付き仕訳リスト 
付箋付き仕訳のみを抽出したリストを作成します。 

付箋をつけた 

④ 監査詳細項目 登録されている監査項目の「詳細」を出力します。 

⑤ [F2OK] 
印刷したい項目にチェックがある状態で[F2OK]をクリックします。 

帳票は PDF ファイルで作成されます。 

 

 

 

 

10、会計監査 

101 データ監査 

４ 印刷 

会計監査①データ監査
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一般的な監査項目が 18 件初期設定してあります。これらは、削除・修正ができません。 

会社ごとに監査項目が新規作成できますので、監査の方法に合わせてオリジナル項目を作

成して下さい。 

 

例)簡易課税の消費税区分チェック 

  社員への仮払金顛末チェック  …など 

 

 

 

 

 

 

 

 

（1）項目の追加手順 

①  [F6 項目追加]をクリックします。 

 

 

 

②  項目設定画面が起動するので、各項

目を入力し、[F2OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

各項目の詳細は次ページ以降でご案内し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10、会計監査 

101 データ監査 

５ 監査項目の追加 

会計監査①データ監査

    監査項目について 
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（2）各項目の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① No 重複しない 2桁の番号を入力します。。 

② 監査項目 監査項目名を入力します。 

③ 監査内容 監査内容を入力します。 

④ 登録者 監査項目の作成者を入力します。 

⑤ 詳細(250 文字) 監査項目の詳細を入力します。 

⑥ 監査条件 呼出帳簿 
監査対象とする帳簿「仕訳日記帳」「元帳」のいずれかを選択します。 

選択した帳票で、監査項目に合致するように各条件を設定します。 

⑦ 勘定科目 

呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件となる勘定科目を選択しま

す。また貸借の区分を選択します。 

複数の勘定科目を設定する場合は空欄にし、[複数科目選択]で設定します。 

 

 

  

 

10、会計監査 

101 データ監査 

会計監査①データ監査
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⑧ 複数科目選択ボタン 

呼出帳簿を「仕訳日記帳」とし、複数の勘定科目を監査条件とする場合に実行

します。 

ボタンをクリックすると科目選択ダイアログが起動しますので、監査条件とす

る勘定科目と貸借区分にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

⑨ 補助科目 

呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件とする補助科目を選択しま

す。また貸借の区分を選択します。 

勘定科目を「複数科目」としている場合は、選択できません。 

⑩ 金額 
呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件とする金額範囲を入力しま

す。 

⑪ 摘要 呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件とする摘要を入力します。

⑫ 取引先 呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件とする取引先を入力します。

⑬ 消費税 
呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件とする消費税区分、および

税率を選択します。また貸借の区分を選択します。 

⑭ 部門 
呼出帳簿を「仕訳日記帳」とした場合に、監査条件とする部門を選択します。

また貸借の区分を選択します。 

⑮ 科目選択 

呼出帳簿を「元帳」とした場合に、監査対象とする勘定科目、もしくは補助科

目を選択します。 

ボタンをクリックすると科目選択ダイアログが起動しますので、監査条件とす

る勘定科目（補助科目）にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

10、会計監査 

101 データ監査 

会計監査①データ監査
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月次の監査だけでなく、日常の帳簿入力で頻繁に使用する「検索パターン」としてお使い

いただくと便利です。 

 

呼出帳簿『仕訳日記帳』の場合 

（例） 

「仮払金」の仕訳のうち、補助科目が「0001 社員分」であり、且つ部門が「002 広島支店」

であるものを抽出したい。 

勘定科目 仮払金 

複数科目選択ボタン (使用しない) 

補助科目 0001 社員分 

金額 (空欄) 

摘要 (空欄) 

取引先 (空欄) 

消費税 (空欄) 

部門 002 広島支店 

 

 

 

呼出帳簿『元帳』の場合 

（例） 

「仮払金」の補助科目「0001 社員分」、「立替金」の補助科目「0003 社員分」を抽出した

い。 

仮払金 

0001 社員分    レ 

0002 店舗仕入    

0003 その他経費 

立替金 

0001 総務経費 

0002 営業経費 

0003 社員分    レ 

 

 

 

 

 

 

  

   

   

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計監査①データ監査

     監査条件について 

10、会計監査 

101 データ監査 
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ユーザーが追加した監査項目（No19 以降）は［F12 表示順変更］キーで並べ替えを行うこと

ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

（1）修正 

①  修正したい監査項目にカーソルがあ

る状態で、[F7 項目修正]をクリック

します。 

 

 

No1 から 18 までの監査項目は、初期設定

項目であるため修正ができません。 

 

 

②  項目設定画面が起動するので、各項

目を修正し、[F2OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 監査項目の修正・削除 

10、会計監査 

101 データ監査 

会計監査①データ監査 

    監査項目の並べ替え 



- 265 - 

 

No1 から No18 までの監査項目は、初期設定項目であるため削除ができません。 

 

 

 

 

 

（2）削除 

①  削除したい監査項目にカーソルがあ

る状態で、[F9 削除]をクリックしま

す。 

 

②  確認ダイアログに対し[はい]を選択

することで、削除が実行されます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会計監査①データ監査

10、会計監査 

101 データ監査 

    削除できない監査項目 
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① 更新年月日 変更や登録、削除を行った期間を指定します。 

② 仕訳日付 検索をしたい仕訳の日付を指定します。 

 

 ■ 仕訳の変更削除等の情報検索 

 ■ 変更履歴の削除は不可 

 ■ エクスポート可能 

   

   

10、会計監査 

102 仕訳変更履歴一覧

１ 検索条件 

会計監査②仕訳変更履歴
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③ 登録 No 検索をしたい仕訳の登録 No を指定します。 

④ 担当者区分 
変更を行った担当者の区分を選択します。（必須項目） 

会計事務所の場合は「AO」、顧問先の場合は「EU」を選択します。 

⑤ 担当者 変更を行った担当者名を入力します。 

⑥ 仕訳履歴 

変更が行われた内容を選択します。 

「全て」…仕訳の新規登録、修正、削除履歴が全て検索されます。 

「登録」…登録後に修正や削除をしていない仕訳履歴が検索されます。 

「修正」…登録後に修正を行った仕訳履歴が検索されます。 

「削除」…登録後に削除をした仕訳履歴が検索されます。 

「締め後処理」…一度月次締めが行われた後に実行された仕訳の新規登録(追

加)、修正、削除が検索されます。 

⑦ 検索 条件に基づいて変更履歴を検索・表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10、会計監査 

102 仕訳変更履歴一覧

会計監査②仕訳変更履歴

    変更履歴の追加 

履歴は仕訳が登録された時点から 

残されます。 

登録後は帳簿入力メニューで変更や削除が行われた都度、自動的に履歴として新しい行が

追加され、日付や内容だけでなく実行担当者等を時系列で確認することが可能です（変更

履歴として自動追加される項目は次ページに掲載しております）。 

1 つの仕訳を複数回変更した場合は、同じ登録 No の変更履歴がその回数分だけ複数行蓄積

されることになります。 
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① 仕訳件数 

条件に合致した仕訳の件数が表示されます。 

１つの取引について複数件カウントされますので、仕訳日記帳などで確認する実際

の仕訳本数とは異なります。 

② 
変更日 

時刻 
変更（登録・削除含む）が行われた年月日と時刻が表示されます。 

③ 
変更種別 

担当 

変更の種別およびその変更を実行した担当者、担当者区分が表示されます。(変更種

別については、次ページに詳細を記載します) 

④ 
日付 

登録 No 

日付… 変更された仕訳日付が表示されます。 

登録 No… 変更された仕訳の登録 No が表示されます。なお、仕訳変更によって登録

No は更新されませんので、初回登録時の値が表示されます。 

⑤ 仕訳情報 変更された仕訳の内容（勘定科目、消費税、金額等）が表示されます。 

 

 

 

10、会計監査 

102 仕訳変更履歴一覧

２ 検索結果について 

会計監査②仕訳変更履歴
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  変更種別は、以下の６とおりです。 

変更種別 仕訳の状況 ヒットする検索条件 

登録 新規登録された仕訳 [全て] 

修正 修正が行われた仕訳（付箋の貼付け含む） [全て]、[修正] 

削除 削除が行われた仕訳 [全て]、[削除] 

締め後追加 月次締め処理を解除してから新規登録された仕訳 [全て]、[締め後処理] 

締め後修正 月次締め処理を解除してから修正が行われた仕訳 
[全て]、[修正] 

[締め後処理] 

締め後削除 月次締め処理を解除してから削除が行われた仕訳 
[全て]、[削除] 

[締め後処理] 

 

 

 

 

     

  仕訳変更履歴は、設定した検索条件の全てに合致するものが表示されます。 

検索条件「更新年月日」「仕訳日付」をいずれも設定する場合はご注意下さい。 

  （例） 

更新年月日 2019/3/1～2019/3/31 ＝当システムで仕訳を入力した日付 

仕訳日付 2019/1/1～2019/3/31 ＝取引が発生した日付 

 

    

3 月に変更した 1月分の仕訳 検索＝○ 
取引発生から期間を経過した後に入力された仕訳につ

いても、更新年月日（および登録 No）をベースに履歴

が作成・管理されます。 1 月に変更した 1月分の仕訳 検索＝× 

 

  履歴が追加される対象期間は、システム上の課税期間「当期」の期首年月日以降 24 ヶ月間と 

なります。 

この期間に登録・修正・削除されたすべての仕訳の内容が履歴として残され、随時検索（出力） 

を行うことが可能です。 

 

 

    変更種別 

10、会計監査 

102 仕訳変更履歴一覧

    更新年月日と仕訳日付 

会計監査②仕訳変更履歴
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(1)  締め処理をかけたい月のチェックボ

ックスをチェックすると、確認ダイ

アログが表示されます。 

 

 

 

 

締めをかけたい月が複数に渡る場合は、そ

の 後の月にチェックを入れます。 

(2)  ダイアログに対し「はい」を選択す

ると月次締め処理が終了します。 

 

 

 

 

 

終締め年月日と締め処理担当者が表

示されます。 

 

 ■ 当月監査終了後の入力ロック、および解

除 

   

   

   

   

10、会計監査 

103 月次締め処理 

１ 月次締め処理 

会計監査③月次締め処理
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(1)  締め処理を解除したい月のチェック

ボックスを空欄にすると、確認ダイ

アログが表示されます。 

 

 

 

 

締めを解除したい月が複数に渡る場合は、

その 初の月にチェックを入れます。 

(2)  ダイアログに対し「はい」を選択す

ると月次締め処理が解除されます。

 

 

 

 

 

終締め年月日と締め処理担当者の表

示は残ります。 

 

 

     

  月次締め処理は、原則、その月の監査が終了し、金額が確定してから実行する 

メニューです。 

月次締め処理が行われた月は、仕訳の新規登録や修正、削除ができなくなります。 

  監査担当者以外が、締めの実行や解除を行えないように、［担当者権限設定］で 

  利用制限をしておくことをおすすめします。 

   

 

 

10、会計監査 

103 月次締め処理 

２ 月次締め処理の解除 

    締め処理とは 

会計監査③月次締め処理
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「決算予測」では、決算までの残期間＝３ヶ月間の損益(利益)予測を策定し、仮決算や所得調整を行い当

期の予測納税額を算出します。 

納税額のシミュレーションは、損益の予測や仮決算、節税対策の方法に応じて 10 パターン作成できます。 

また、消費税の納付額予測も行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ■ 当期の利益予測 

 ■ 利益予測に基づいた納付税額予測と 

  決算対策 

 ■ 消費税の納税額予測 

   

11、決算処理 

111 決算予測  

１ 決算予測とは 

予測損益の策定 
（予測パターンの作成） 

仮決算 

予測課税所得の策定 

決算対策（節税対策） 

予測納税額の算出 

決算月までの損益を「移動平均法」「前年対比法」

のいずれかの方法で予測算出します。 
算出された予測損益に、決算時に行われる予定の

取引を加味し、仮決算を行います。 

算出された予測納税額を元に節税対策を策定し、

終的な納税額をシミュレーションします。 

各種税率を設定した上で、申告の際に加算・減算

される項目（予測課税所得）を計上し、予測損益

に基づく納税額を算出します。 

 

決算処理①決算予測



- 273 - 

 

 

 

 

 

 

 

(1)  画面上部の「新規パターン作成」を

クリックします。 

 

 

 

「項目を再利用しますか」に対し[はい]を選

択すると、既存のパターンで登録した内容

がコピーされます。 

 

(2)  任意のパターン名を入力し、予測開

始月を選択します。 

 

 

 

選択できる予測開始月は、決算月を含め

た事業年度の後半 3 ヶ月間です。 

 

(3)  今期損益の実績が反映されますの

で、[F2 登録]をクリックします。 

 

 

 

ここから、損益や仮決算、節税対策等の納

税額シミュレーションを始めます。 

 

 

２ 予測パターンの作成（予測損益タブ） 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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(1)  [売上高]、[仕入高・外注費]、[人件

費・労務費]、[その他経費]の 4分類

の損益項目について、予測方法を選

択します。 

 

 

 

予測方法は「移動平均法」と「前年対比

法」の 2 種類から選択します。 

 

(2)  予測開始ボタンをクリックすると、

各項目の予測値が算出されます。 

 

 

 

予測値は直接入力も可能です。 

 

(3)  必要に応じて、[F2 登録]をクリック

します。（登録をしないまま他のタブ

に移動することも可能です） 

 

 

３ 予測損益の算出（予測損益タブ） 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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移動平均法 

前３ヶ月間の実績値の平均から、予測損益を計算します。 

実績月 予測対象月（決算前 3ヶ月） 

Ⅰ月 Ⅱ月 Ⅲ月 ａ月 ｂ月 ｃ月 

 

ａ月＝（Ⅰ月＋Ⅱ月＋Ⅲ月）÷３ 

予測損益 → ｂ月＝（Ⅱ月＋Ⅲ月＋ａ月）÷３ 

ｃ月＝（Ⅲ月＋ａ月＋ｂ月）÷３ 

 

例）予測開始月が 1月の場合の予測損益 

           1 月分＝「10 月、11 月、12 月」の平均値 

           2 月分＝「11 月、12 月、１月(予測値)」の平均値 

3 月分＝「12 月、1月(予測値)、2月(予測値)」の平均値 

 

 

 

前年対比法 

期首月から予測開始月までの実績累計と、前年同期の実績累計との比率をから、予測損

益を計算します。 

当期実績値累計 
＝ Ｚ(比率) 

前期実績値累計 

   

予測損益 → 前年同月の実績値×Ｚ(比率) 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    予測計算式 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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（1）仮決算金額の入力 

①  金額を登録したい勘定科目の予測損

益にカーソルがある状態で、[仮決

算]ボタンをクリックします。 

 

 

②  仮決算ダイアログが表示されますの

で、「決算項目」「増減」「金額」を選

択・入力し、[F2OK]をクリックしま

す。 

 

 

 

「決算項目」はリストからの選択の他、直接

入力で新規作成する事も可能です 

 

③  入力した金額が仮決算欄に表示さ

れ、決算予測額に反映します。 

 

必要に応じて、[F2 登録]をクリック

します。（登録をしないまま他のタブ

に移動することも可能です） 

 

４ 仮決算（予測損益タブ） 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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（2）仮決算金額の削除 

①  仮決算金額を削除したい勘定科目の

予測損益にカーソルがある状態で、

[仮決算]ボタンをクリックします。

 

 

②  仮決算ダイアログが表示されますの

で、 [F9 削除]をクリックします。 

 

 

 

修正を行う場合は、必要項目を修正後に

[F2OK]をクリックします。 

 

③  確認ダイアログが表示されますの

で、 [はい]をクリックします。 

 

 

 

仮決算項目が全て削除されます。 

 

 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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（1）税率の設定 

①  [税率設定]ボタンをクリックしま

す。 

 

 

②  税率設定ダイアログが表示されます

ので、 各種税率を設定し[F2OK]をク

リックします。 

 

 

③  入力した税率が予測税額に反映しま

す。 

 

必要に応じて、[F2 登録]をクリック

します。（登録をしないまま他のタブ

に移動することも可能です） 

 

５ 予測納税額の算出（予測税額タブ） 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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（2）納付額の調整 

①  所得項目(加算・減算項目)の金額と

中間納付額を入力します。 

 

 

②  入力した金額に基づき、予測納付税

額が算出されます。 

 

必要に応じて、[F2 登録]をクリック

します。（登録をしないまま他のタブ

に移動することも可能です） 

 

 

 

 

     

  個人事業者の場合、「税率設定」機能はありません。 

     また、所得項目についても確定申告書に即した内容になります。 

 

 

 

 

 

 

 

11、決算処理 

111 決算予測 

    個人事業者の場合 

決算処理①決算予測
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(1)  「決算対策案」とその金額を入力し

ます。 

 

 

税率設定ボタンで各税率を設定することも

可能です。 

 

(2)  入力した金額が、各予測値に反映し

ます。 

[F2 登録]をクリックします。 

 

 

以上で、納税額予測は終了です。 

引き続き、消費税の予測納税を行います。

 

 

 

 

     

  予測パターンは１０種作成できます。 

     「決算賞与あり」、「設備投資あり」などのパターンを作成し、決算対策に 

お役立て下さい。 

 

 

 

 

 

６ 決算対策 

11、決算処理 

111 決算予測 

    予測パターンについて 

決算処理①決算予測
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(1) 予測損益タブで算出された予測値

が、勘定科目の消費税区分（科目設

定）に基づいて［期間予測］連動さ

れます。 

必要に応じて内訳を修正します。 

(2) 分類された金額に基づいて、消費税

の予測額が算出されます。 

輸入仕入に係る税額、中間納付税額

がある場合は任意入力をします。 

７ 消費税

11、決算処理 

11-1決算予測

決算処理①決算予測
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(1)  予測損益タブで［印刷］ボタンをク

リックします。 

 

(2)  印刷帳票「予測損益計算書」「予測税

額検討表」を選択し、[F2OK]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 印刷 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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(1)  予測損益タブで削除したいパターン

を表示させ、［パターン削除］ボタン

をクリックします。 

 

(2)  確認ダイアログに対し、「はい」をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 予測パターンの削除 

11、決算処理 

111 決算予測 

決算処理①決算予測
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《NTT 達人シリーズで各種申告書の処理を行う場合》 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

11、決算処理 

112 決算処理の流れ

決算時の修正仕訳データを入力します。 

        

決算修正仕訳入力前後の科目残高及び当期利益を確認できます。 

     

②会計伝票（決算修正）

③ 精 算 表   

④ 月 次 締 め 処 理 

⑤ 決 算 報 告 書 

決算月までの月次締め処理を実行し、データを確定させます。 

      

決算報告書を作成します。 

      

⑦ 各 申 告 書 の 作 成 

⑥ 達 人 連 動 
NTT データ達人シリーズへの連動データを作成します。 

     

NTT データ達人シリーズで法人税や消費税等申告書を作成します。 

     

①仕訳日記帳（決算修正）

決算処理②決算処理の流れ
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(1)  任意の対象年月をクリックし、決算

仕訳の入力を行います。 

仕訳の入力は、会計帳簿『仕訳日記

帳』と同じ方法です。 

 

 

 

仕訳の日付は、選択した対象年月の末日

固定となります。 

(2)  入力後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

登録された仕訳には、決算仕訳のマ

ークが入ります。 

 

 

 

 

 ■ 決算修正仕訳の入力 

 ■ 決算修正仕訳の一覧表示 

   

   

   

11、決算処理 

113 仕訳日記帳 (決算修正)

１ 決算仕訳の入力 

決算処理③仕訳日記帳
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(1)  任意の対象年月をクリックし、決算

仕訳の入力を行います。 

仕訳の入力は、会計帳簿『会計伝票』

と同じ方法です。 

 

 

 

仕訳の日付は、選択した対象年月の末日

固定となります。 

(2)  入力後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

登録された仕訳には、画面の右上に

決算仕訳のマークが入ります。 

 

 

 

 

 ■ 決算修正仕訳の入力 

 ■ 決算修正仕訳の個別伝票表示 

   

   

   

11、決算処理 

114 会計伝票 (決算修正)

１ 決算仕訳の入力 

決算処理④会計伝票
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～決算修正仕訳の日付～ 

決算修正メニュー(日記帳・伝票)では、「その月の末日」の日付で仕訳が作成されます。 

 

～決算修正仕訳の特性～ 

 ◆ 仕訳日記帳などで「決算仕訳のみ」として検索ができます。 

 ◆ 精算表に連動します。 

 

～決算修正仕訳の修正～ 

 ◆ 仕訳日記帳など帳簿入力メニューでは、「通常仕訳→決算仕訳」および「決算仕 

訳→通常仕訳」の変更が可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    決算修正仕訳について 

11、決算処理 

114 会計伝票 (決算修正) 

決算処理④会計伝票 
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① 対象年月 対象の期と月を選択します。単月のみ設定可能です。 

② 補助科目行を出力する 補助科目を出力しない場合はチェックを外します。 

③ F2 出力 PDF ファイルが作成されます。 

 

 ■ 決算修正仕訳入力後の残高変動を確認 

   

   

   

   

11、決算処理 

115 精算表 

１ 精算表の出力 

決算処理⑤精算表 
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① 
対象期間

(年月) 
対象の期と月を選択します。単月の設定はできません。 

 

 ■ 決算報告書（株主資本等変動計算書、注

記表）の作成 

 ■ エクスポート可能 

   

   

   

11、決算処理 

116 決算報告書 

１ 表紙・タイトル（決算報告書情報） 

決算処理⑥決算報告書
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    医業用の決算報告書 

 

 

 

 

 

② 表紙 
決算報告書の表紙に印字される決算期、会社名、住所を入力します。 

会社名と住所は、メンテナンスメニュー[システム管理/会社情報設定]から連動します。

③ タイトル 各報告書における帳票の名称を変更することができます。 

④ [F2登録] すべての情報を入力後、[F2 登録]を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本情報設定［基本情報］タブにおいて、【業種選択＝法人(医療)】と設定されている会社データで 

は、決算報告書画面に「医業損益科目設定」ボタンが表示されます。 

各勘定科目を決算報告書（損益計算書）に表示させる事業分類/事業費用に割り当て、医業用の決算 

報告書を作成する事が可能です。 

 

 

 

 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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(1)各項目の説明 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 対象期間(年月) 対象の期と月を選択します。単月の設定はできません。 

② 科目名 科目設定「純資産の部」の勘定科目が表示されます。 

③ 当期首残高 各勘定科目の、貸借対照表の期首残高が連動します。 

④ 当期変動額 
各勘定科目の期中変動額を入力します。 

連動項目ではありません。（当期純利益を除く） 

⑤ 当期純利益 当期純利益の残高が連動します。 

⑥ 当期変動額合計 当期変動額の合計が表示されます。 

⑦ 差額 
各勘定科目の⑧－③＋⑥の値が表示されます。 

差額がある場合、④当期変動額の入力が必要です。 

⑧ 当期末残高 各勘定科目の、貸借対照表の期末残高が連動します。 

⑨ [F2 登録] すべての情報を入力後、[F2 登録]を行います。 

 

 

２ 株主資本等変動計算書 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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(2)変動額の入力 

①  期中に変動があった勘定科目の、変

動項目欄に金額を入力します。 

 

 

例） 期中に株式発行があった場合 

 現金 5,250 / 資本金 4,500 

          / 資本準備金 750 

 

「資本金」、「資本準備金の」変動項目

『新株の発行』欄に、それぞれ「4,500」

「750」と入力します。 

②  差額がないことを確認し、[F2 登録]

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11、決算処理 

116 決算報告書 

     「差額」について 

決算処理⑥決算報告書

期中に純資産の部にかかる仕訳入

力があった場合は、変動額を直接

入力して下さい。 

差額がある状態で登録を行った場

合はエラーが表示されます。 

（ただし、差額がある場合も登録

自体は可能です。） 
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(3)変動事由の追加 

①  追加したい行の上の変動項目にカー

ソルがある状態で[F6 行挿入]をク

リックします。 

 

②  空欄の行が作成されますので、任意

の変動事由、変動額を入力します。

③  入力後、[F2 登録]をクリックしま

す。 

 

 

 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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(4)変動事由の削除 

①  削除をしたい変動項目にカーソルが

ある状態で、[F9 行削除]をクリック

します。 

②  確認メッセージに対し、[はい]をク

リックします。 

 

 

 

この時点で、削除は実行されません。 

③  行が削除されたら、[F2 登録]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

[F2 登録]を行うと、削除が実行されます。 

 

 

 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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(1)注記事項の入力 

①  作成したい注記事項をクリックしま

す。 

 

②  注記事項の内容を入力し、チェック

ボックスに レ を入れます。 

 

 

 

③  各事項の入力後、[F2 登録]をクリッ

クします。 

 

３ 注記事項 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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 (2)特殊な入力項目 

①   

中小企業の会計に関する注記 

 

いずれかを選択すると、その項目に

基づき、注記表のヘッダー部分に【こ

の計算書類は「●●●」によって作

成しています】と印字されます。 

 

②   

貸借対照表に関する注記 

 

貸借対照表の「割引手形」「裏書手形」

の残高が連動します。 

 

③   

株主資本等（株式） 

 

「発行済株式数」と「自己株式数」

に関する種類や金額を入力します。

 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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④   

株主資本等（配当） 

 

配当に関する日付や金額を入力しま

す。 

 

⑤   

一株当たり情報に関する注記 

 
期末時点の発行済株式数と期中の平

均株式数を入力します。 

この株式数に基づき、「1株あたり純

資産額」・「1 株あたり純利益」が算

出されます。 

 

 

⑥   

財産目録（医療法人のみ） 

 

土地と建物の所有状況にチェックマ

ークを入れます。 

内容は、注記表とは別の帳票「財産

目録」に反映されます。 

 

 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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① 
決算報告書印刷 

ボタン 

決算報告書印刷ボタンをクリックすると、印刷設定が開きます。 

［表紙・タイトル］［株主資本等変動計算書］［注記事項］のいずれのタブ上

でも実行可能です。 

② 決算書の種類 
決算書の種類を選択します。 

医業の場合は「医療法人用決算書で出力する」の項が表示されます。 

③ 
株主資本等変動計

算書の形式 
縦／横いずれかの形式を選択します。 

④ 出力帳票 
出力したい帳票を選択します。 

注記表については、注記表タブでチェックをした注記事項が対象となります。

⑤ 純資産の部の表示 貸借対照表の純資産の部に表示させる項目を選択します。 

⑥ [F2 OK] 設定後、[F2OK]をクリックすると、PDF 形式で決算報告書が出力されます。 

 

 

４ 決算報告書の印刷 

11、決算処理 

116 決算報告書 

決算処理⑥決算報告書
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「達人連動」は、CASH RADAR PB システムで登録されている財務データを、NTT データ社「達人」シリーズ

用の中間ファイルへ変換する機能です。 

変換されたファイルは、達人シリーズにインポートして活用します。 

（1）変換可能な中間ファイル 

達人システム インポート対象 

消費税の達人 消費税申告書 

内訳概況書の達人 決算内訳書 事業概況書 

法人税の達人 貸借対照表 損益計算書 株主資本等変動計算書 注記表 

所得税の達人 青色申告決算書 

年調・法定調書の達人（※） 源泉徴収票 源泉徴収簿 法定調書合計表 

(※)給与メニュー 

（2）達人連動メニューの起動 

  会計メニューの画面上部［業務］をクリックし、メニュー内の［会計］-[達人連動]をクリックします。 

  （会計メニューであれば、どのメニューを開いた状態でもかまいません。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12、達人連動 

121 達人連動について

達人連動①概要
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（1）手順 

①  画面上部[消費税申告書設定]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

②  各項目を入力・選択し、[F2OK]をク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

１ 消費税申告書設定 

達人連動②初期設定
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（2）各項目について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① ユーザー種別 基本情報設定で選択したユーザー種別（法人/個人）が自動表示されます。

② 課税期間 
当期の事業年度が表示されます。 

中間申告や短期確定申告の場合など、事業年度の範囲内で変更が可能です。

③ 課税方式 基本情報設定で選択した課税方式（一般/簡易）が自動表示されます。 

④ 税額計算 

「原則」「積上」のいずれかを選択します。 

基本情報設定で「消費税金額の修正＝する」の場合は積上、「消費税金額の

修正＝しない」の場合は原則が初期表示されます。 

⑤ 旧税率適用課税資産 旧税率の取引がある場合は「あり」をチェックします。 

⑥ 仕入控除明細（個人） 
仕入控除の対象となる所得の区分を選択します。 

※ユーザー種別＝個人の場合のみ表示 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

達人連動②初期設定
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(1)  画面上部[事業概況書設定]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

(2)  千円未満の端数処理方法を選択しま

す。 

(3)  対応科目の追加/修正をしたい概況

書項目にカーソルがある状態で、ウ

インドウ左上の「科目選択」をクリ

ックします。 

 

 

 

「対応科目」欄の初期設定項目は変更で

きません。 

追加/修正は「対応科目割付」欄で行われ

ます。 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

２ 事業概況書設定 

達人連動②初期設定
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(4)  対応させる科目を、科目一覧から選

択し ＞ で選択科目へ移動します。

 

（対応させない科目は ＜ で選択科

目から科目一覧へ戻します。） 

 

(5)  [F2OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

各項目について同様の作業を行います。 

(6)  全項目の設定が終了したら、[F2OK]

をクリックします。 

 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

達人連動②初期設定
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 (1)  画面上部[決算書設定]をクリックし

ます。 

 

 

 

 

(2)  各項目を選択し、[F2OK]をクリック

します。 

 

 

 

 

 

貸借対照表と損益計算書の集計科目の

表示方法を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

３ 決算書設定 

達人連動②初期設定
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(1)  画面上部[青色決算書設定]をクリッ

クします。 

 

 

 

 

(2)  作成する決算書の所得区分を選択し

ます。 

・営業所得 

・その他所得 

・不動産所得 

・農業所得 

(3)  対応科目の追加/修正をしたい概況

書項目にカーソルがある状態で、ウ

インドウ左上の「科目選択」をクリ

ックします。 

 

 

 

「対応科目」欄の初期設定項目は変更で

きません。 

追加/修正は「対応科目割付」欄で行われ

ます。 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

４ 青色決算書設定（個人事業者） 

達人連動②初期設定
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(4)  対応させる科目を、科目一覧から選

択し ＞ で選択科目へ移動します。

 

（対応させない科目は ＜ で選択科

目から科目一覧へ戻します。） 

 

(5)  [F2OK]をクリックします。 

 

 

 

 

 

各項目について同様の作業を行います。 

(6)  全項目の設定が終了したら、[F2OK]

をクリックします。 

 

 

12、達人連動 

122 初期設定 

達人連動②初期設定
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(1)  中間ファイルを作成したい帳票にチ

ェックを入れます。 

 

 

 

 

(2)  中間ファイルの名称や保存先を変更

したい場合は、「参照」ボタンをクリ

ックし、調整します。 

 

 

＜初期表示＞ 

ファイル名＝会社コード+会社名+連動メニ

ュー 

保存先(パス)＝マイドキュメント 

(3)  ファイル名とパスの設定後、[F2 実

行]をクリックします。 

ファイルは「XML ファイル」形式で

作成されます。 

 

 

 

12、達人連動 

123 中間ファイルの作成

達人連動③連動ファイルの作成
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当システムでは「当期」の他、「翌期」と「前期」、「前々期」「3期前」の計５カ年分のデータを

保持することができます。(◆) 

翌期更新を行うと、「翌期」だった年度が「当期」となり、「当期」だった年度より以前は入力が

行えなくなります。 

 

 

 

 

 

決算処理後に翌期更新を行うことで、１期先の年度のデータ入力を行うことができます。 

翌期更新後は、更新した期以前のデータ入力（追加・修正・削除）を行うことができなくなります。 

また、更新後に入力した各種帳簿データおよびマスタデータを、過年度データへ反映させることはできま

せん。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力 閲覧 翌期更新前  入力 閲覧 翌期更新後 

○ ○ 翌期  ○ ○ 翌期（新） 

○ ○ 当期  ○ ○ 当期 

× ○ 前期  × ○ 前期 

× ○ 前々期  × ○ 前々期 

× ○ ３期前  × ○ ３期前 

    × × 削除 

 

(◆)オプションサービス『ダーウィン版』は、最⼤「12 カ年」のデータ(翌期・当期＋10 期前 

まで)を保持することができます。 

 
ダーウィン版の導入につきましては、株式会社エヌエムシイまでご相談下さい。 

PB システム「ダーウィン版」 

お問い合わせ 

TEL：03-5354-5201（営業担当） 

Mail：sp000000@nmc-van.co.jp  

 

 

 

 

 

 

13、翌期更新 

翌期更新①更新について

１ 更新について 

    「期」について 

翌 期 更 新 決 算 処 理 
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(1)  会計メニューの画面上部[業務(G)]

をクリックします。 

 

 

 

会計監査タブ［月次締め処理］を期末月ま

で実行しておく必要があります。 

締め処理未実行の場合、翌期更新は実

行できません。 

(2)  メニュー内の［会計］-[翌期更新]

をクリックします。 

 (3)  画面上の「更新前」「更新後」の年度

を確認し、[F2 実行]をクリックしま

す。 

 

 

 

 

13、翌期更新 

２ 更新の手順 

翌期更新②手順
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翌期更新の実行において【前期】分として保持されるデータは、当期事業年度中に登録され

たすべての帳簿データが対象となります。 

更新時および更新後にこれら対象データの内容を変更することはできません。 

なお更新により【前期】分となったデータは、年度切替機能（次ページ掲載）により、随時

速やかに検索・閲覧・出力を行うことが可能です。 

 

なお、更新データはセンターサーバで保持されるため、お客様端末においてのデータバック

アップは原則不要です。 

 

 

 

(4)  「よろしいですか」に対し、[はい]を

クリックします。 

 

 

 

[はい]をクリックした段階で、年度が更新さ

れます。 

[いいえ]を選択した場合、更新は実行され

ません。 

 

(5)  完了メッセージに対し、[はい]をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

13、翌期更新 

翌期更新③手順

     更新時に保持されるデータ 
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過年度データの閲覧を行う場合は、業務メニューから「年度切替」を行います。年度を切り替えると、 

会計の各メニューの内容が選択された事業年度のものになります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① タイトルバーの事業年度表示 

現在選択されている事業年度が、ウインドウ上部のタイトルバ

ーへ常に表示されます。 

なお、ログインした直後は、「当期」が表示されます。 

② 「年度切替」機能 

過年度のデータを閲覧する場合には、会計の業務メニュー画面

の〔年度切替〕で閲覧したい事業年度を選択します。（手順は

次頁） 

これにより、会計の全てのメニューの内容が、切り替えた事業

年度のものになり、当該年度の範囲における閲覧・出力・検索

などを行うことができます。 

「当期」へ戻す場合は、あらためて年度切替を行います。(あ

るいは会計メニューを一旦終了) 

 

 

14、年度切替（過年度データの閲覧） 

年度切替①概要

１ 年度切替について 
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(1)  

 

 

 

 

 

 

 

 

会計の業務メニュー(メイン画面)の

左上〔ファイル(F)〕→〔年度切替〕

の順にクリックし、閲覧したい事業

年度を選択します。 

 

 

年度切替は、会計の個々のメニュー画面か

らは操作できません。 

一旦、業務メニュー（メイン画面）に戻って

下さい。 

(2)  確認ダイアログに対し [はい]をク

リックします。 

 

 

 

帳簿や集計表、マスタが全て選択した事業

年度の内容になります。 

(3)  ウインドウ上部のタイトルバーの記

述が選択した事業年度に変わってい

ることを確認します。 

 

 

〔当期〕に戻す場合は、下記いずれかの作

業を行なって下さい。 

A,年度切替を行い、〔当期〕を選択する 

B,会社選択から会社に入り直す 

会社選択後の年度は、必ず「当期」となり

ます。 

 

 

 

14、年度切替（過年度データの閲覧） 

２ 年度切替の手順 

年度切替②手順
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14、年度切替（過年度データの閲覧） 

３ 事業年度の選択について 

例：月次試算表 

選択している事業年度が『当期』である場合は、帳簿や集計表の選択可

能期間が「当期」「翌期」の２期のみとなります。 

例：仕訳日記帳 

選択されている事業年度に該当しない対象年月日指定すると、【指定した

対象年月日は事業年度の範囲外です】とエラーになります。 

なお、〔当期〕が選択されている場合は、当期とその翌期を指定することが

できます。 

絞り込み検索においても選択できる期間は同様です。 

例：月次試算表（過年度） 

選択した事業年度が過年度の場合は、ドロップダウンが表示されません。 

該当の事業年度内のみが表示の対象となります。 

集計表系 

帳簿系 

年度切替③事業年度の選択
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当システムの過年度データは、当期データ（進行年度データ）と同じデータセンターに保存

されております。 

これにより、当期データと過年度データの切り替えは、外部ディスクなどの保存媒体を経由

することなく実行することが可能です。 

 

切り替えられた過年度データは進行年度のデータと同様に動作しますので、随時速やかに仕

訳帳簿の検索・閲覧・出力を行うことが可能です。 

（ただし、追加・修正・削除は行えません） 

 

 

 

 

 

過年度データは「閲覧・出力のみ」の機能となります。 

閲覧・出力の対象は各年度とも［翌期更新（P.308）］を行った時点のものであり、更新後に入力した

新の帳簿データおよびマスタデータは過年度には反映されません。 

過年度データで使用できない機能 

（全メニュー共通） 

データの新規登録、および登録済みデータの変更・

修正・削除。（※下記例外あり） 

過年度データでは閲覧できないメニュー 

〔翌期更新〕〔給与データ取り込み〕〔決算予測〕 

〔仕訳日記帳(決算修正)〕〔会計伝票(決算修正)〕

〔データ監査〕〔入出金予定表〕〔達人連動〕 

 

  下記メニューの一部項目につきましては、過年度データであっても変更が可能です。 

  ただし、変更内容は他の事業年度には反映されません。 

(※)過年度データでも変更が可能な機能 

〔マスタ作成〕基本情報設定 帳票設定 

〔マスタ作成〕科目設定 資金繰項目、変動損益項目 

〔マスタ作成〕部門設定 

従業員数 

配賦パターン（追加・削除も可能） 

科目別配賦設定 

〔マスタ作成〕期首残高登録 部門別残高登録 

〔会計帳簿〕 

受取手形帳、支払手形帳 
手形の決済など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14、年度切替（過年度データの閲覧） 

４ 過年度データの機能制限 

年度切替④機能制限

     データの切り替えについて 
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データ量 仕訳数 上限なし 

  科目数 500 件/年 

  補助科目数 5,000 件/年 

  摘要数 5,000 件 

  取引先数 5,000 件 

  定時取引仕訳数 上限なし（パターン数上限は 100） 

 定時取引伝票数 100 パターン 

  部門＆階層 
200 部門 

（大分類・中分類・小分類 3 階層） 

  配賦パターン数 任意の 20 パターン 

  受取手形数 上限なし 

  支払手形数 上限なし 

  監査項目 任意設定可 82 項目 

コード桁数 勘定科目コード 4 桁（数字） 

  補助科目コード 4 桁（数字） 

  摘要コード 4 桁（自動採番） 

  取引先コード 4 桁（自動採番） 

  部門コード 3 桁（数字） 

入力文字数 勘定科目名 全角 12 文字/半角 24 文字 

  補助科目名 全角 15 文字/半角 30 文字 

  摘要名 全角 20 文字/半角 40 文字 

  取引先名 全角 20 文字/半角 40 文字 

  定時取引パターン名 全角 40 文字/半角 40 文字 

  部門名 全角 10 文字/半角 20 文字 

  部門略称 全角 6 文字 

  配賦パターン名 全角 10 文字/半角 20 文字 

  カナ/ローマ字検索 半角英数 10 文字 

   証 No 4 文字（半角英数） 

  手形番号 半角英数 8 文字 

 監査項目名 全角 10 文字 

 監査内容 全角 50 文字 

 監査内容詳細 全角 250 文字 

 

 

 

 

 

CASH RADAR PB システム「会計」基本仕様一覧 
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入力桁数 仕訳金額桁数 12 桁 

  残高金額桁数 12 桁 

決算予測 決算予測 10 パターン可 

  仮決算項目 あり 

  消費税額予測 あり 

その他 付箋機能 あり/メモ書き込み可（全角 100 文字） 

  帳票印刷 PDF を使用 

  キャッシュフロー計算書 あり 

  予算策定 部門別の予算管理可 

  入出金予定表 年間 12 パターンの資金繰りシミュレーションが可

 電子帳簿保存（◆） 

以下の要件に適応 

・訂正/削除履歴の確保（帳簿） 

・相互関連性の確保（帳簿）  

・関係書類等の備付け 

・見読可能性の確保 

・検索機能の確保 

         （◆）帳簿の電磁的記録による保存の承認にあたっては、当システムの運用に際し、「電子 

計算機処理に関する事務手続の概要を明らかにした書類」および「電磁的記録の備付 

け及び保存に関する事務手続きを明らかにした書類」を整備する必要がございます。 

 

システム動作環境（2017 年 4 月 11 日現在） 

■ 各帳簿データの表示・検索をディスプレイおよび書面に速やかに実行するための機器環境要件です 

メモリ容量 1GB 以上 

日本語 OS 

Windows10（Windows10S 除く） 

Windows８.1（WindowsRT 除く） 

Windows７（StarterEdition 除く） 

ディスプレイ解像度 1024x768 以上必須 

HDD 容量 
50MB 以上の空き容量（ただし、下記必須ソフトウェアインスト

ール済みの状態） 

日本語入力システム MicrosoftIME 

インターネット接続 ADSL 以上 

必須ソフトウェア 

【ランタイムライブラリ】 

 Microsoft「.NET Framework3.5SP3」以上 

【印刷ファイル閲覧】 

AdobeReader 

 

 

CASH RADAR PB システム「会計」基本仕様一覧 



- 317 - 

 

 

 

 

いずれのメニューも［CSV ファイル（カンマ区切りテキスト）］による入力・出力となります。 

 メニュー エクスポート 対象 インポート  対象 

会計帳簿 仕訳日記帳 ○ 仕訳日記帳 ○ 仕訳データ 

 現金出納帳         

 銀行帳         

 総勘定元帳・補助元帳 ○ 
総勘定元帳 

補助元帳 
    

 会計伝票         

 受取手形帳 ○ 受取手形帳 ○ 手形データ 

 支払手形帳 ○ 支払手形帳 ○ 手形データ 

 給与データ取込         

集計表 現金照合表・日計表         

 月次試算表 ○ 月次試算表     

   ○ 補助残高確認表     

 比較試算表 ○ 比較試算表     

   ○ 補助残高比較表     

 月別推移表 ○ 月別推移表     

   ○ 月別推移表_四半期     

   ○ 補助残高推移表     

   ○ 
補助残高推移表_

四半期 
    

 変動損益計算書 ○ 変動損益計算書     

 消費税集計表 ○ 消費税集計表     

   ○ 科目別消費税集     

   ○ 簡易課税集計表     

 部門別損益計算書 ○ 部門別損益計算     

 

 

 

 

 

 

CASH RADAR PBS「会計」 インポート/エクスポート機能一覧 
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 メニュー エクスポート 対象 インポート  対象 

管理会計 キャッシュフロー計算書         

 入出金予定表 ○ 入出金予定表     

 資金繰り表 ○ 資金繰表     

 予算策定 ○ 予算計画表年間     

 予算実績管理 ○ 予算実績管理     

会計監査 データ監査 ○ 監査項目詳細 ○ 監査項目雛形 

 決算予測 ○ 予測損益計算書     

 仕訳変更履歴一覧 ○ 仕訳変更履歴一欄     

決算処理 仕訳日記帳（決算修正）         

 会計伝票（決算修正）         

 精算表         

 決算報告書         

マスタ作成 基本情報設定         

 消費税設定         

 科目設定 ○ 科目マスタリスト ○ 補助科目データ 

 取引先設定 ○ 取引先マスタリト ○ 取引先一覧データ

 摘要設定 ○ 摘要マスタリスト ○ 摘要辞書 

 定時取引仕訳設定 ○ 定時取引パターン ○ 定時取引データ 

 定時取引伝票設定 ○ 定時取引パターン ○ 定時取引パターン

 部門設定         

 期首残高登録 ○ 期首残高リスト ○ 期首残高リスト 

 過去実績値登録 ○ 過去実績値リスト ○ 過去残高リスト 

テンプレート 消費税テンプレート   消費税テンプレート     

 勘定科目テンプレート   勘定科目テンプレート     

 摘要テンプレート   摘要テンプレート     

 

 

 

 

CASH RADAR PBS「会計」 インポート/エクスポート機能一覧 
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CASH RADAR PB システム 
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※本書に記載された内容は、予告なく変更される場合があります。 
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